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本書は、藤枝市域(以下、藤枝地区)における第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告の

総論と、静岡県藤枝市下之郷字衣原に所在する衣原古墳群、衣原遺跡、衣)京古窯群の発掘調査報告書

である。なお、本報告書は 「第1分冊」と「第2分冊Jによって構成されており、本書は 「第2分冊」

である。

本書の執筆は平野吾郎、中川律子、福島志野(当研究所準調査員〉が行った。執筆分担は下記のと

おりである。

中川律子:第4章第1~ 3節 l、第5章第 l節 2・第2節、 付編

平野吾郎:第4章第3節-2・第5節-1、第5章第 l節-1 

福島志野:第4章第3節-3・第5節 2

須恵器の蛍光X線分析は、大阪大谷大学三辻利一氏に依頼して行った。衣原1・2・3号窯の考

古地磁気測定は、大阪大谷大学広岡公夫氏に依頼した。 分析結果はその他の理化学分析とと もに

「第2分冊J第4章第4節 1~ 5に掲載している。

本書は、第 4~5 章と付編、および写真図版を掲載した。

本書の頁数は、第1分冊とは独立して付けている。ただし、章や挿図番号は、第1分冊からの連番

とする。

その他の事項は第1分冊に準ず、る。
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1.包含廊出土土器1'1 1.迫格出土土器 6

2 出土金属製品 ・石器 ・土製品 2 包含居出土土器l

図版83 衣原9区 図版94 衣原10区

1. 9区遠景 l 包含居出土土器2

2. 9区全長 2. m檎他出土土器 ・石器

図版84 衣原9区 図版95 衣原古窯群

1. 9区全景 l 調査区全景

2. 9区全景 2. 1号窯 ・2号窯全景

図版85 衣原9区 図版96 衣原 1号窯

1. SF777 1号窯全景

2. SP992 図版97 衣原 l号窯

3. SP646 (撹乱) l号窯全景

4. SE650 図版98 衣原 l号窯

5. SP626 1.南壁

6. SF987 (撹乱) 2.南壁修復痕

7. SP601・628・692・SE650 図版99 衣原1号窯

8. SP989・990・991・992 1.北壁

図版86 衣原9区 2.北壁修復痕

1.巡構出土土器

2.出土土器 ・金属製品



図版100 衣原l号窯 図版111 衣原 l号窯

1 .床面断ち割り状況 1. II' III次床出土土器

2.排煙部 2. IV次床出土土器2

図版101 衣原1号窯 図版112 衣原1号窯

1.完掘状況 1.埋土出土土器

2.土器j留ま り遺物出土状況 2. I' IV次床出土土器

3. I次床遺物出土状況 図版113 衣原 l号窯

4. I次床造物出土状況 1.土器溜まり出土土器 l

5.灰原遺物出土状況 2.土器溜まり出土土器2

図版102 衣原2号窯 図版114 衣原1号窯

1. 2号窯遠景 1.土器泡・まり出土土器3

2. 2号窯全景 2.土器溜ま り出土土器4

図版103 衣原2号窯 図版115 衣原 l号窯

1. 2号窯全景 土器1留まり出土土器5

2.排煙口 図版116 衣原1号窯

図版104 衣原2号窯 1.灰原出土土器 1

1.第2横口 2.灰原出土土器 2

2.第l横口 図版117 衣原 l号窯

図版105 衣原2号窯 1.灰原出土土様3

2号窯全景 2.灰原出土土器4

図版106 衣原3号窯 図版118 衣原1号窯

1.第 l横口 1.灰原出土土器5

2.第3横口 2.灰原出土土器 6

図版107 衣原3号窯 図版119 衣原1号窯

1.完掘状況 灰原出土土器7

2.煙道部 図版120 衣原1号窯

図版108 衣原3号窯 SX17・SR24・25出土土器

1. 3号窯全景 図版121 衣原古窯群

2.完掘状況 SF3~6 ・ 8 ・ 10 ・ 12出土土器

図版109 衣原古窯群 図版122 衣原古窯群

1.灰原全景 SF3・4・6・7・12包含層出土金属製品

2. 2号窯横口前庭部 図版123 入野東古墳群・ 入野高岸古窯群

3. SX17 入野東古墳群・ 入野高岸古主主群出土遺物

図版110 衣原l号窯

1. I次床出土土器

2. IV次床出土土器 l



第4章 衣原古窯群
第二東名No.83地点





位置と環境第1節

位置と地理的環境1. 

衣原古窯群は、志太平野の北辺部分に相当する藤枝市下之郷の丘陵上に位置している。当地は市域北

部の丘陵と市域南部に向かつて広がる平野とが接する所にあたり、 この付近は小さな谷が挟まる尾根が

連続する複雑な地形が形成されている。窯跡は丘陵の裾部に近い標高40m程の尾根の東面する斜面地に

ある。 5区 (本調査I期)において検出した6世紀後半の横穴式石室墳は同一丘陵上のさらに低い丘陵

裾部南斜面にある。丘陵の裾部から南側に広がる低地は、藤枝市北部を流れる葉梨川とその支流の半谷

川が形成した沖積平野である。この沖積平野は北・西・南西側を北部丘陵から細長く続く尾根に固まれ

ているが、南東側にわずかに開口する部分から、志太平野と遠くは駿河湾まで一望できる。

衣原 l 号窯・ 2 号窯は標高32~34mの東向き斜面地に存在する。 3 号窯は同一丘陵の南西斜面、標高

29m付近に所在する。そのさらに北側へ続く丘陵上には 「衣原古墳群」と 「寺家山古墳群」が広がって

いる。低丘陵を越えた東側には弥生時代後期~近世に至るまでの集落跡が見つかった「寺家前遺跡」も

ある。現在、丘陵稜線上には農道が通り、丘陵から緩斜面にかけては宅地や茶畑として利用されている。

古窯群は衣原遺跡・衣原古墳群とともに、同一範囲内に 3遺跡が所在する。
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2.歴史的環境

衣j京古窯群は藤枝市の史跡、「衣原古墳群」指定地内に所在している。これまでに窯跡の存在は知られ

ておらず、当初は遺跡名も「衣原古墳群」という名称のみであった。 過去に組織的な発掘調査歴はない

が、地元では土器片が拾える場所として知られていた。また調査開始前の踏査では、斜面裾部の小さな

谷で歪みのある須恵器片が表面採集されていたため、須恵器の焼成窯が存在する可能性があると想定さ

表52 周辺の窯跡地名表

N日 遺跡名 時代 備考 No. 遺跡名 時代 備考

衣 服古 黛群 古墳後期 i羽恵鋸 13 南 古 黛 江戸 志戸呂焼

2 入野両岸古黛群 古噴後期 須m器 14 釜 谷西 古蕪 平安後期 灰制l陶器
3 助宗 古 高群 奈良中期~鎗倉 5頁曹、器 ・灰柑l陶器 ・山茶碗 15 きつね沢古窯群 平安末~鎌倉 山茶碗

4 滝ヶ谷古 線 群 奈良前半 m思器 16 ほろん沢古議群 平安末~鎌倉 山茶碗

5 i(ヶ 谷古 蕪群 鎌倉 山茶碗 17 北 古 黛 江戸 志戸呂焼

6 旗 指古 熊 I芹 平安末~鎌倉 山茶碗・灰利陶器 18 新兵衛古潟 江戸 志戸包焼

7 中村地磁尊前古黛 平安末~鎌倉 山茶椀 19 中 古 m 江戸 志p呂焼

B 相 資古溝 鎌倉? 20 ニッ 沢古 蕪 室町

9 神座 古 窯 群 >jL安末~鎌倉 ・桃山~江戸 志戸呂焼 ・山茶碗 21 上芝、戸 呂古 都 桃山ワ 志戸呂焼

10 すゃん沢古鶏群 平安末~鎌倉 山茶碗 22 向 山 3 号 熊 古墳後期 5且恵器

11 土 山 原古黛 江戸 ト$;JS呂焼 23 丸 山 古 窯 群 奈良 須恵器

12 内 藤 古窯 |江戸 l志p呂焼 24 舟木古 終 群 奈良・平安末~鎌倉 山茶碗

図162 衣原古窯群の位置と周辺の窯跡分布図
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れていた場所でもある。遺跡周辺の歴史的環境は、第 1~ 3章でも概要を記している。 そこで本項では、

衣原遺跡に関わる時代のう ち、古墳時代後期から近世に至るまでの志太平野~志太北部の窯業生産遺跡

に関して概観する。

衣原古窯群 (1: 6世紀前半~末)はこれまでのところ志太地域で最も古い時期の窯業遺跡と して位

置付けられる。平成13年度に同じく第二東名建設に伴う発掘調査と して旧岡部町入野(平成21年 1月1

日藤枝市と合併)で2基の須恵器焼成窯が見つかった。この 「入野高岸古窯群J(2)は7世紀前半の

須恵器窯であるこ とがわかっている。2基の窯のうち、まず1号窯が開窯され、こちらが操業停止後に

2号窯が聞かれている。出土須恵器や灰原の堆積状況から見ても l号窯と 2号窯の聞に大きな時期の聞

きはな く、操業時期が近かったと考えられる。志太地域では入野高岸古窯群以降、遠江編年でいうW期

後半に空白期間がある。その後、 奈良時代に入る と藤枝市域では 「滝ヶ谷古窯群J(4)、「助宗古窯群」

( 3 )がある。また滝ヶ谷古窯群の東側約 1kmの低丘陵には白鳳期の五を焼成した「南新屋瓦窯跡」も

存在する。 「滝ヶ谷古窯群」 は昭和51~53年度に藤枝市教育委員会による発掘調査が行われている。後

述する助宗古窯群の操業が始まる奈良時代後半よりも以前の、奈良時代前半に短期間操業した須恵器焼

成窯であった。この窯場は湖西窯の影響を受けている。奈良時代後半に入ると本格的に助宗古窯群での

窯業生産を開始する。助宗古窯群の供給範囲は駿河国一帯におよび、遠く富士~沼津にかけて製品の分

布があることがわかっている。窯跡の分布は昭和54年に藤枝市教育委員会や、 平成13年に県立藤枝東高

等学校の歴史部生徒による分布調査で100基を超える窯があると推定されている。また昭和60年に藤枝

市教育委員会が細谷地区の窯跡本体 l基の調査を行っている。 助宗古窯群では技術的に湖西窯の影響は

受けておらず、製品も遠江には供給されていない。 このこ とからも助宗古窯群は駿河国の窯場であった

と想定される。 助宗古窯群開窯以後、御子ヶ谷遺跡 (志太郡街)に供給される須恵器はほぼ助宗産で占

められている。10世紀に入ると灰柚陶器の生産もごくわずかに行われている。 この時期に入ると「旗指

古窯群J(6)の操業が盛んになってくる。 大規模な窯跡群は13世紀代まで継続する。窯跡の広がりは

大井川以西にも認められ、11世紀後半には 「釜谷西古窯J(14)や 「すゃん沢古窯群J(10)、「きつね沢

古窯群J(15)でも山茶碗が生産される。志太地域にも助宗古窯群や 「中村地蔵尊前古窯J(7)・「菅ヶ

谷古窯群J(5)があるものの、瀬戸川以東の窯跡は今のとこ ろ確認されていなし、。志太地域の窯業生

産遺跡はこの後しばらく途切れるが、15世紀後半に「三ッ沢古窯J(20)で施紬陶器の生産が始まる。

16世紀後半には志戸日焼が生産された「上志戸田古窯J(21)での操業が盛んになる。大井川右岸の釜

谷地区には 「土山原古窯J(11)や「内藤古窯J(12)・「南古窯J(13)・「北古窯J(17)・「新兵衛古窯」

(18)・「中古窯J(19)など、志戸目焼の窯跡が数多く 点在する。

第2節調査の方法と経過

1.調査の方法

衣原古窯群の本調査は iNo.83地点本調査E期」として平成14年10月23日から平成15年8月29日に 1・

2号窯、iNo.83地点本調査V期Jとして平成16年 4月1日から12月17日まで3号窯と 4・5号窯を実施

した。本調査対象面積は1，560rrf、調査対象範囲は園161のとおりである。

現地調査は調査区の近くに作業棟を設置して実施した。確認調査その2の結果では窯跡の可能性は指

摘されていたものの基数や関連追構の範囲は掴めていなかった。しかし焼成土の広がり と斜面下に灰原

等の存在を考慮し、傾斜地から谷部にかけての範囲を本調査対象と設定した。茶畑の耕作で撹乱を受け
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ている箇所が多いため、重機による表土除土，_/一 耕作土ドからは人力で遺梢を検出した。須忠器地

成窯(1号玄)が検出されたのち、周辺部のi封置を清査しているうちに、さらにもう 1基の窯跡の

そ確認した。再度、重機と人)Jによる範囲確認を行い、結果、 l号無の i-f(尽にある遺構は横口付炭窯と

呼ばれる追構であることがわかった(2守窯)。

測量については、重成偏i'fII終了後に、日本損IJ地系平面直角座標第珊系に基づき設胃された 4級基準点

より移動して、制査区内に担基準点を設置し?と;。この測量基単点を基に 1号窯のよ軸に合わ廿た 5m

四方のグリッドを調査区のほぼ全域に設定したc 業;跡関連出十ι遺物の記録と取り上げはこのグリッドに

基づいて行った。遺構実測~の作成は測量基準点からトータルステーションを用いて行い、完掘状態で

の地形は空中写真撮影による図化を行った。また 2基の主跡と周辺の地形については、 3次元レーザー

スキャナーを片Il、たレーザ←計測により 3次ノL;データとして記録した。その他の遺構と遺物出上状況図

は1/10を基メとして図化し、地形測量図と全体図は1/100を基本に作成した。

現地における記録写真の撮影ドは35mm判モノクロームフィルム・カラーネガフィ jレム@カラーリバー

サル、および 6x 7半リと;{x 5半リのモノクロームフィノレム eカラーリバーサルをイ吏用した。またラジコ

ンヘリによる空中写真撮影も実施している。なお、実測と空中写真揮ぷ心、山式会社フジヤマ、レーザ一

計測も同社に委託した。

資料整理は半成l6年度から恥 lλ~'/I...!..:J.区事務所にで開始した。ただし基礎整理作業は境地調査と{井行して

現地事にて行った。 資枠整理作会;ょ初整理から着子し、分類後、接合@復元して実泊iJをした。こ

の実測図を基に図版組みを行い、トレース作業を実施した。遺構に関しては現地で作成した図面および

写真測量図面に基づき図版を細み、イラストレーターのソフトを用いてデジタルトレースをした。これ

らの作業と併行して報告書の幅渠と観察表の作成を進めた。 造物行真は、当研究所写真室にて、 6x 7 

判のカラーリハーサルフィルム・モノクロームフィルム、 4x 5判のカラーリバーサルフィルムを使用

して撮影を行った。遺物と記録類の納作業も上記の作業を進めながら実施した。平成17年ιより報告
書作成にとりかかり、平成22年 3月に本書の刊行をもってすべての調半去持了した。

現地調れの経過

平成14年!万

調査は10Jj24己より準備 L・安全管理作業に着手し、同日重慨による表土除去を開始した。表土除去

は11月7日に終了し、人力に切り替えて遺構検出を行った。その結果、窯跡 1基と土坑。溝@近世士坑

等を確認した。 12月は須忠器焼成窯(1号窯)の遺構範囲を検出した。窯跡lま焚口および前庭部付近は

後世の開発により欠失していたものの、その他の部位は良好に遺存していることが判明した。窯跡内の

埋土掘削と実測作業を開始した。大型土坑や溝状遺構の掘削をしたところ、多量の灰や須恵器片が埋土

11;より出土した。¥弔I下三明けの 1)月1より 1号牟窯の;埋E上土一J出屈削と壁面牧出および

た卒桔吉果、排間U付近に溝状のち込みが付属する可能性が出てきたc 大型土坑内で焼望を検出し、溝状

遺構とは一体の遺構であることが明らかとなった。再度重機と人力による範囲確認を行い、 l号窯の上

部lこ炭窯(2号窯)を検出した。前庭部と排水溝を認識してから、再度、範囲確認を行ったところ、須

恵器焼成窯の上部にある遺構ば横口付炭窯と呼ばれる遺構であるごとがわかった。窯体内の埋上掘削に

よ~.子し、併行して 1 号窯の灰防相JI箇所の斜而部精査を開始した。 2 月は 2 号:宅の精査を実施した。 哩

土の堆積状況や--.)の精予与を行い、実測@写真による記録保存を行った。斜面白日は後世の撹乱が激しく、
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灰原は破壊されていた。そのため撹乱土から大量に出土した須恵器片はグリ ッドごとに取り上げた。3

月には 2号窯の床面検出と各部位の埋土掘削と精査にかかった。埋土を完全に除去後、天井の崩落の危

険があるため、早急に記録を取る必要が生じ、 3月20・21日に 3次元レーザースキャナーを用いた形状

計測作業を実施した。

平成15年度

2号窯を完掘後、解体は 1号窯と同時にすることとしシー ト等で保護した。 1号窯の埋土掘削を再開

し、 l号窯北側に存在する遺物包含層の範囲確認を実施する。 2号窯築窯時の盛土部分を解体する。4

月12日に予定していた現地説明会は雨天のため中止となった。 5月は l号窯の埋土掘削、堆積状況の実

測を行った。排煙口付近の精査により排煙口に連結する溝を検出した。 1号窯の北側の遺物包含層を精

査する。斜面裾部の遺構検出を行い、灰原に由来する二次堆積土を伴う河道跡を検出した。 6月に入っ

てからは l号窯北側の遺物はドットマッフ。を作成しながら取り上げた。 1号窯の最終焼成床を検出し、

写真撮影と ともに、3次元レーザースキャナーによる迫構の形状を計配した。 1号窯 ・2号窯ともに床

と壁面の解体作業に着手した。斜面裾部の遺物包含層(灰原相当部分 ・河道跡〉の最終確認を行う。 6

月4・5日は広島大学河瀬正利教授、安間拓巳助手による現地指導。5日は焼津市豊田小学校6年生192

名が現地を見学した。 1号窯最終床面上の遺物を取り上げた後、 7月4日に富山大学 (現:大阪大谷大

学)広岡公夫教授による熱残留地磁気分析のサンプリング採取を実施した。窯体解体作業の後に断面計

測を実施。 l号窯の床面が4面であることを確認した。 7月26日には地元町内会(上川 ・花倉・ 中田・

横見)対象の現地説明会を行い68名の参加を得た。 8月には各遺構完掘ののち、調査区全域の写真撮影、

ラジコンへリによる写真撮影、レーザ一計測を実施する。 1号窯の床面解体、 各床面の記録・取り上げ

を行った。床面完掘後、 全景写真を撮影した。また l号窯北側に存在する縄文時代の造物包含層(くぽ

地を埋積する斜面上方からの二次堆積層)を調査し、 29目、すべての現地調査工程を終了した。

平成16年度

準備工終了後、調査は 4月26日から重機による表土除去を開始した。 2.500m'の表土除去は 6月18日

に終了した。その後、人力による遺構検出を行い、 柱穴などを掘削した。ほかにも近世の炭素¥(4・5

号窯)が見つかっている。 7月、東部丘陵斜面の遺構検出作業中に最下面より、横口付炭窯 (3号窯〉

の排水溝や排煙口が発見され、炭窯のプラ ン確認を開始した。 8月に入ってから、3号窯のプラン検出

後、排水溝と窯体内の掘削を開始 した。 9 月 ~10月 にかけて 3 号窯の掘削や測量を実施 した。 10月 7 日

に空中写真測量を行う。 月末までに炭窯の掘削は完了した。 11月1・2日に大谷女子大学(現 :大阪大

谷大学)の広岡公夫教授による炭窯地磁気分析を行った。サンフ。ル採取後、窯体床面を断ち割り、 調査

を終了した。 12月、 撤去工、 重機による埋め戻し後、すべての作業を終了した。

表53 衣原古窯群調査工程表

平成14年度 平"xI5'ドlit
作総内容 10月 11月 12月 l月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

112 314 51 1 213.4 511 2 3 415 1 12 314 51 1 21 3 415 112 314 511 21 3 4 5111213 415 1 1 2 314 51112 31415 
準両，1・撤去工
表土除去 I I 
辿僻検 出

治情!Il.In
inll u_( 

平成15年度 平成16年度
作業内容 8月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

112 314 511 213 4 15 112 314 511 21 3 4 1 5 112 3 14 511 2 1 3 415 112 3 1 '1 511 213 " 15 112 314 51 1 2 1 3 4 15 
準備 ・倣去工

表土除去

正lm検 出
ii'l m ，~，査

一「円訓l 」 」 」 」
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( 1 )立地と基本層序

第3節調査の成果

1.概要

衣原古窯群は藤枝市北部の標高392.7mの烏帽子形山から南東へ派生する丘陵のほぼ末端に位置する。

緩丘陵の尾根上には後期群集墳の一つである衣原古墳群が点在する。丘陵末端部は小さく入り組んだ谷

地形が連続し、そのうちの一つである東向斜面地にl号窯が築かれている。窯跡と平地部との比高差は

約11mで、ある。 本調査前は茶畑が一面に広がる景観であった。

窯跡のある斜面地については、図164に基本層序を示した。調査範囲を覆う表土は茶畑の耕作土(1 

層)であった。傾斜度があるため表土はO.1~O .3m と浅い堆積である。表土の直下は磯混 じりの黄褐色

土層 (2層)となっていた。この層は比較的浅い堆積である。その下層は磯 ・炭化物が混じるにぶい黄

褐色土層 (3層)で" 2・3層を合わせてO.3m程ある。 4層は黒色土層で須恵器などの遺物を包含す

る。 表土下約O.6mは灰白色粘土の地山層(5層)で、この上面が遺構検出面となる。

( 2 )遺構と遺物

衣J原古窯群からは須恵器窯1基、炭窯4基が発掘されている。このうち l・2号窯は4区で検出され

たもので¥3・4・5号窯は 6区と した調査区の東端で発見されたものである。

l号窯は古墳時代後期の須恵器窯であり、 2号窯 .3号窯は奈良時代と推定される横口付炭窯 (註1) 

で、 4・5号窯は平面円形を成す小型の炭窯で近世のものであろう。このほかに近世の土坑(墓坑)が

6基検出されている。

l号窯とした須恵器窯は志太平野で最も早い段階で須恵器を焼いたもので、その製品は主として志太

平野の古墳群に副葬用として供給されたものであろう。

2・3号窯は横口付炭窯で製鉄用の木炭を焼成したものと考えられており、県内では最初の発見例で

ある。床面から出土した木炭の樹種目1定によれば、木炭の原料として使われたのはコナラ・ クヌギ・シ

イ・サカキが認められた。最も多かったものはコナラである。

1号窯の窯体と灰原からは須恵器が多量に出土している。出土した須恵器は 6世紀前半に遡る杯・蓋

のほか、高i不や瓶類、盟、蜜などがある。資料

整理の中で特殊肩壷も製作されていたことが明

らかとなった。 窯跡は 6世紀前半に開窯し、 そ

の後断続的に長期間操業され、6世紀末に操業

を停止している。

2・3号窯からは直接窯跡の年代に結び、つく

ような遺物の出土はなかった。

丘陵裾部で検出した河道跡からは、灰原に由

来する二次堆積層中より須恵器片が多量に出土

した。

31.10伽

。 1.40 

圏164 基本土層

9 

1 表土

2 貧縄色土 窃混じる

3 にぶい策褐色土 棟 mtヒ物協じる

4 黒色土 遺物包古川

5. !也山 (灰白色粘土)

1 m 
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( 1 )衣原 1号窯
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2.灰原・作業場の位置と遺物の広がり

焚口から下に当たる部分は、山の傾斜が大きく変わる位置に当たっており、併せて傾斜面の崩れと後世の

畑地の耕作等によって段が造られている。したがって、灰原は傾斜面の土壌とともに多くが既に流失してお

り、明確にはつかめなかった。しかし、図167に示すように、窯本体の下流部分に遺物が多く採集できる範囲

が認められるので(図167に示したグリッ卜図のスクリーントーンの濃淡が出土遺物の多寡を表している)、こ

の地域に(図166の窯本体の下に当たる A-7~B-7を中心に) 灰原が造られていたものと考えられる。

また、窯本体の右側(北側)にも遺物が多く採集できる地域が認められ(図167の a ③~d ⑥)、地形図

を観察すると、この地点の上側に等高線が広がる区域があり、傾斜が緩く、やや平坦になっていることが分

かるO また、この区域に土器溜まりと呼んだSX19があり、その F側の斜面から遺物が多く 出土している。

図172で見るようにSX19は不正形で、平坦な部分を造るなどの明らかな加工 ・整地の跡は確認できなかった

が、この部分に窯詰め・窯出し等の時に使う作業場が造られていたことは十分推定できる。小規模な平坦部

が造られていたものが排煙調整溝あるいは2号窯の排水溝から流れる雨水等によって変形崩壊した結果、明

瞭な造構と確認できなかったものと考える。 SX19を中心にこの平坦部を作業場跡と認定しておく。

3.規模と構造

l号窯は焚口から下の部分を欠いているが、 窯本体はほぼ検出できた。粘土質の山の斜面を深く掘り進め、

窯本体を造った地下式害窯であり、焼成室の天井が一部分ではあるが残っていた (図168の網掛け部分が残

存する天井部)。 窯尻から焚口まで、の床面の比高差は2.9m程である。焼成室の傾斜は平均21.30 で、焼成

室下部および燃焼室の床の傾斜は7.2。と緩くなっている。

窯は全体に焼成室の中央に最大の幅があり、前後に緩く縮まる、いわゆる「紡錘形」をしており、 焼成室

の最大幅は1.3m程である。焚口・燃焼室と焼成室の境は明瞭ではないが、床面の傾斜および側壁の補修な

どの差を考慮して、位置を推定した。先に述べたように焚口は窯の平面がやや狭くなっている部分に注目し

て、その位置を求めた。したがって、先に触れたように、焚口から下側は斜面が崩れて失われている。

焚口 側壁は焼成室とほとんど区別はないが、平面形で側壁が収縮し、窯の幅が最も狭くなった部分(図168

に示した窯本体図の下端部分)を焚口と推定している。 焚口から先は斜面が崩れており不明である。ほかの

遺跡の例では、焚口の外側に平坦面(テラス)が造られ、その焚口から排水溝あるいは楕円形の穴が掘られ

ている例が多く、この窯でもそうした施設が設けられていたものと推定されよう。焚口の幅は0.74mで、ある。

燃焼室 焚口の奥側に床面の傾斜が緩くなった部分が1.8m程続いている。窯の幅は焼成室とは大きな変化

はないが、この床が平坦になった部分を燃焼室とした。図170に示したように、 燃焼室の側壁にはスサ入りの

粘土で補修した跡が多く残っている。

燃焼室の天井は明瞭にはならなかったが、窯の廃絶後に天井部分の崩壊土が窯内に多量に残っている状況

が観察されていること(図169で見るように、天井を成した焼土の塊が窯内から数多く出土しており、 窯の廃

絶からあまり遠くない時期に天井部が崩落したことを推定させる)、焼成室壁面のカーブあるいは側壁寄りに

天井が一部残っていることから、少なく とも燃焼室の焼成室に近い部分には天井が架かっていたものと考え

られる。 燃焼室の天井の有無については論議があり、この部分に仮設的な天井を推定する意見があるが、 l 

号窯では仮設の天井が架かっていたことを推定させるものは認められず、一部に焼成室と同じように、 トンネ

ル式の天井が架かっていたことを推定させた。

焼成室 燃焼室に続いて、 排煙部に至る部分を焼成室と したが、 燃焼室と焼成室の境は窯底の傾斜によっ

て、それと推定したもので、平面的には明らかではない。また排煙部との境は焼成室の末端に設けられた段

(奥壁〉を境とした。

焼成室の最大幅は焼成室中央で'1.3m、燃焼室との墳で1.1m、奥壁で0.78mであり、長さは4.85mであるO

13 



床面の傾斜は焼成室奥で強くなっており、燃焼室に近い部分では緩くなる。天井が残っている位置で天井ま

での高さは床面から1.1mである。断面は蒲鉾状を成しているO

床面は掘削された山土がそのまま露出している部分が多く、還元化して青黒くなっている部分と、炎を受

けて赤化している部分とがある。床面には部分的に山砂を敷いており、 部分的には「砂敷床」を成してし唱。

製品の窯詰めにはこの砂敷床に加えて、焼台あるいは自然磯、さらには警の胴部破片を使用したと考えられ

る。このことは焼台として使用した離の抜き取り痕が整然と並んでいる部分が認められる(写真17)こと、

あるいは灰原からではあるが図200-117・118に示した焼台が出土していること、さらには窯内から多数の聾

の破片が出土していることなど、からも推定できる。したがって焼台は一種に固定されたものではなく、焼成す

る器種によって様々な道具を適宜使い分けたものであろう。

焼成室の壁面には広

い範囲で補修された部

分があり、スサ入りの

粘土が貼られていた。

こうした補修の痕跡は

焼成室の上部で多く観

察できる (区1170)。

床面は焼成室の上部

および下部で補修した

部分が確認され、大き

く3回の補修を行って

いることが確認できる。

したがって床面は 4枚

が確認できた。これを

図170に示したように I

次から町次の床面とし

た。各床面の聞には薄

い砂などの堆積層が認

められるが、 I次 .II 

次の床面と皿次の床面

の聞は堆積層が比較的

厚く、この間に焼成を

中断した時期があった

ことが推定される。各

床面から出土した遺物

の観察によっても、両

者の聞に多少の時間差

があることも認められて

おり(図173)、遺物か

らも 1• II次の床面と

直次・ W次床面の聞に

中断期間があったこと

を裏付けている。
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1号窯埋土堆積状況

また、 焼成室の上部、排煙部の近く には窯を掘削した時の工具の痕跡が残っている (図170)。掘削幅は

5 ~ 6 cm程で、掘削の方向は天井から床面に向けて掘られていることが観察できる。この掘削の方向は焼成

室作成の最後の段階に行われた側壁の整形のためであり、痕跡は残っていないが、窯の掘削には、おそらく

図169

横方向の撃 (あるいは土木工具)の使用がなされたものであろう(註5)。

排煙部 l号窯の構造上の大きな特徴は排煙部 (註 6)にある。 焼成室がやや幅を減じながら、排煙部に

至り、そのまま排煙調整溝につながっている。 当然煙道は設けられていたはずであるが、この部分は焼成後、

製品を取り出す際の出入り口として使われている場合が多く、明確な煙道は確認できなかった。

-15-
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1号窯窯体断面図

奥壁は焼成室の最も奥に幅O.51m、高さO.18m程が確認されている。奥壁は強く火を受けており、 全体に青

黒く、還元状態になっている。その奥は幅O.61m程のテラスを隔てて排煙調整溝につながっている。

排煙調整溝 排煙調整溝の側壁は強く火を受けて赤化しており、この部分が焼成時に直接火を受けているこ

とは明らかである。この部分での天井の有無は明確ではない。

排煙調整溝は窯尻から右方向に3.0m程確認された。 奥壁の頂部に続く テラスは焼成室から煙道に続くも

ので、当然強く焼けているはずであるが、今回の調査で確認された部分は全く焼けていなかった。おそらく、

調査時に多少削り過ぎた結果であろう。 したがって、奥壁は現状より多少高かったものと推定できる。

16 
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排煙調整溝は排煙部から右側に検出され、斜

面に沿って下がっている(図171)。全長で 3

m程が確認されたが、その延長は先に述べたよ

うに、作業場跡と推定した SX19に重なってお

り、確認できなかった。断面はほぼV字形を成

しており、当然ながら斜面の上側が深く、 下側

は浅い。 斜面の上側の傾斜ではO.5m、下側の

傾斜で'O.2m程の深さである。溝底の幅はO.2m

程あり、この溝が作業用の通路としての機能を

もっていたことは考えられないことはない。

排煙調整溝が窯尻に接したところは強く火を

受けて、壁面は赤く焼けている。図171でスク

リーン トーンをかけたところが赤化している部

分であるが、 窯尻から左側は焼けているが右側

では焼けている部分は少ない。
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図171 1号窯排煙部

4. SX19 

排煙調整溝の先端に接続して、 SX19とした平坦部がある(図172)。斜面の傾斜に沿って、不正楕円形に

広がっている。平坦部から l号窯で焼成されたと考えられる須恵器片が数多く出土してし略。 SX19の平面

が不正形を呈しているのは、 先にも述べたように、 2号窯からの排水溝がSX19の上部に接続しており、 雨

水などの流れにより、大きく変形したものであろう。この平坦面を窯詰め、あるいは焼成品の取り出し等の

作業に伴う作業場と考えてし、る。

5.遺物の出土状況と埋土の堆積

窯内から出土した造物は多くはなかったが、先にも述べたように補修された床面の聞から、須恵器が採集

されており(図173)、それによって各補修のおおよその時期を知ることができるO 出土した須恵器にはi不・

高杯 ・壷・聾等が認められる。 1• II次床面からは陶邑編年のTK10型式あるいはTK43型式に併行する造

物が出土しており、 E次.rv次床面からはTK209型式段階の須恵器が出土してし1る。したがって、両者の
間には多少の時間差があり、あるいは窯の操業に多少の中断期間があることを考慮する必要があろう。この

ことは各床面聞の堆積層の厚さでもE次床面とE次床面聞の堆積がO.08mと比較的厚いことからも推定でき

る。また後者からは図188-31に示したように成形も土師器と同じ杯 (須恵器焼成)が出土しており、さらに

は十分還元されない、 酸化炎焼成の須恵、器が出土してし喝。土師器の調整をそのまま残した須恵器が出土し

ていることは、この須恵器窯の操業に在地の土師器工人が動員されている可能性を示すものにもなろう。窯

跡出土の土器にこうした例があることは既に斎藤孝止氏が指摘している(斎藤 1991)。

灰原は既に流亡している部分が多く、窯の下方の斜面からは炭・ 灰はほとんと、検出されなかったが、須恵

器の破片が採集されており、この部分を灰原とした。遺物の広がりは図167に示したとおりであり、 遺物はc-
⑤から d⑥にかけてが最も多い(図の網掛けの濃い部分が遺物の出土が多いことを示している)。この区域

は排煙調整溝の延長に当たっており、この部分に造物の出土が多いことは、排煙調整溝の下部に製品取り扱

いの作業場 (SX19をそれと推定している〉が設けられていたことを示していよう。

窯体内の埋土は図169!こ断面を示したとおりである。床面に堆積した黄褐色の士は操業を停止した後に流

れ込んだもので、焼成室の端部(燃焼室寄り)ではこの直上に天井を含めた窯体片が落ち込んでいるO した
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1号窯は操業を停止した後、あまり時聞を

あけないで焼成室、焚口の天井部が崩れ、 しばらく

は排煙部 (製品の取り出しによって天井が撤去され、

大きく口を聞けていたはずである)から、窯体内に

黄褐色土が流れ込んでいた (図169中2層・ 18層)。

この間にも天井部分の崩壊は続いているが、やがて

焼成室の上半分が大きく崩壊をしてし唱。 1号窯の

埋没までの時聞を示すものはないが、堆積状況から

は比較的短い聞に窯が埋没していることが観察でき

がって、

る。
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不明遺構SX19図172
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1号窯遺物出土状況図173



( 2) 2号窯(横口付炭窯)

1.位置と立地

窯は東向きの斜面の等高線にほぼ平行にして造られており、焚口は標高32.5mに位置している(図165)。

l号窯本体の発掘調査に併行して、工房あるいは窯に伴う作業場等の検出を目的に窯本体から上方向の傾

斜面を削平したところ、炭化物が集中している場所を検出し、それを追求することで2号窯の本体を発見し

た。したがって、 2号窯は 1号窯(須恵器窯)のやや上手に位置しており、 1号窯の窯尻部分近くに存在

することになる。

ほぼ南北方向 CN-150 -E)に窯の長軸を置き、窯本体は傾斜面にほぼ平行に造られている。窯は細長い

窯体の右側(斜面の下側)に3箇所の横口を設けた、いわゆる横口付炭窯である。

l号窯とは重複している部分はないが、先にも触れたように、前庭部から横口前庭部に設けられた排水溝

がl号窯の排煙調整溝と、 SX19とした l号窯の作業場(排煙調整溝の延長部分にあたる)付近で重なって

いるO 前後関係は明らかにはならなかったが、SX19は2号窯からの排水を含めた流れによって、崩壊・ 変形

したものと想定している。

2.規模と構造

窯体の長さは14.4mで、最大幅は窯体のほぼ中央で0.9m程で、あり、窯の前後で幅の変化は少ない。長さ

の割に幅の狭い窯である。窯体は完全に地下に埋没した地下式の害窯であり、巻頭図版6に示すように、天

井の大半は既に崩落していたが、窯体の中央部分と煙道近くに天井の一部が残っていた。床面の傾斜は少な

く、焼成室の平均は3.10 である。

焚口と燃焼部 山の傾斜面から 1m程掘り込んで、焚口が造られている。焚口の幅は0.47mで、その左右を

広く掘りくぼめ作業場(前庭部)を作り出している。 窯体は焚口の部分で側壁がせり出して、狭く なってい

るO 側壁は赤化しており、強く火を受けたことが知られる。床面は全面に炭化物で覆われているが、焼成室

と燃焼室の区別は付かなかった(註7)。

炭の焼成時には焚口は閉塞されたはずであるが、焚口の近くにはそれを推定させるような磯あるいは粘土の

塊などは残ってはいなかった。

焼成室と横口 先に述べたように焼成室の幅は0.9m程と細長く、燃焼部を含めてその幅には大きな差はない。

また床面の傾斜も 30 程で、ほぼ水平と考えてよい。

焼成室の中央部に一部天井が残っており、床面から天井部までの高さは、 多少変形しているとしても、0.5

m程と比較的低く、窯の断面は横幅に比べて高さが少ない、いわば蒲鉾型の断面形を示してし唱。したがっ

て、通常の窯詰めで行われているように、原料の薪材を縦に並べるとすれば、その長さは最大で、0.5mという

ことになる。

図176に示したように、焼成室の側壁には大きく補修の痕跡が残っており、複数回の焼成を行ったことが

分かる。また天井部が崩落し、それに併せて側壁が崩落している箇所がある。また焼成室の奥側部分には広

い範囲にタールが付着している部分が認められる(図176の網掛けした部分はタールの付着した範囲を示す)。

焼成室の右側(傾斜の下側)に3箇所の横口が設けられてし唱。 焚口側から第 1~ 3横口としたが、各々

の間隔は2 . 1~2 .2m とほぼ等 しい。 第 3 横口から奥壁まで1.8m程である。

横口の幅は0 .6~0 . 7m と比較的狭い(床面の幅は0.2m)。横口の長さ(焼成室から横口前庭部までの距

離)は1.6~ 1.8m と比較的長い。 第 2 横口には一部に天井が残っており、それによれば天井までの高さは0 . 5

m程であるO 第 1横口には大型の礁が残っており、この閉塞に用いられたと推定している。

巻頭図版 6に示した横口の焼成室に近い部分は被熱により赤化しており、焼成室から0.9mの範囲におよ

円

L



んでいるO したがって、炭窯が操業している一時期にこの部分はかなり強く火を受けていたことが理解できる。

前庭部と排水溝および横口前庭部 前庭部の幅は掘り込みの上端では5.45m、奥行きは2.37mで、前庭部

の体積は12.27m'になるが、傾斜部分が多く平坦な部分は3.5X1.5m程と意外に狭し、。

E 
N 

c> 
α， 

'" 

:':1 : 
、、

lfE4 
~~1~ -
.‘ 、、，、 「
i 、、
E 、、、
1 、一 、、、、、、
、ラ、、〆

ピ

• 

-凶

.0 

.u  

布
市
詰
隊
部
本
川
爪

<( 

• 

0・

出.

0・

。.

-y: l
lム
=
D
O
O
守
門

<(1 
. 
〈

-21 

2号窯窯体平面図図174
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一一ζ二三=
煙道 焼成室の奥壁に径O.2m程の煙道が掘

り込まれている。煙道は450 程の傾斜で上

昇して、1.3m程で排煙口に達する。排煙口

a には大型の角磯が配されている(巻頭図版

7 )が離は大きく割れてしる。 加熱による損

傷を受けたものであろう。 煙道 ・排煙口には

黒色のタールが色濃く付着していた。

被黙赤化

3.埋土堆積状況

窯は操業を停止した後は周囲の黄褐色士

が流れ込んで、急速に埋まったものらしい。

焚口の部分は早く 天井が崩落したらしく 、

天井材が黄褐色土の上に落ち込んでいる状

態が観察できた。 煙道近く には天井部分の

崩落が認められていないので、この部分は焼

成された炭を取り出す際に壊されているのか

もしれない(註8)。

煤 ・告ール付着

34. 500m~ 

4.遺物の出土状況

炭窯の常で、炭の破片以外には遺物はほ

0 1 50 1 m とんど出土していないが、 2号窯の前庭部の

埋土から須恵器聾の小破片、および横口前

庭部に掘り込まれた排水溝の埋士から須恵

図177 2号窯排煙部
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( 3) 3号窯(横口付炭窯〉

1 .立地

3号窯は6区に位置し、 2号窯と同じ北から張り出した丘陵の南端部裾に位置している。傾斜に沿って、

ほぼ東西に近い方向に窯の長軸を置き (N-720 -E)、窯本体は傾斜面の端部に傾斜とほぼ平行する形に築

かれている。窯は細長い窯体の右側(傾斜の下側)に4箇所の横口を設けた横口付炭窯である。 2号窯と

は直線距離でおよそ40m離れている。

ほかの遺構と重複している部分はないが、前庭部から延び、た排水溝が先端でSX1446、SF1503に切られて

いる。ちなみに SX1446からは8世紀代の助宗古窯群産の須恵器が、 SF1503からは平安期の須恵器が出土

している。

。 1 : 200 10m 

図178 3 ~ 5号窯と周辺の地形
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2.規模と構造

窯本体の長さは12.9mで、

窯体は比較的細長く、幅0.9

mで、最大幅は窯体のやや奥

壁寄りで1.26m程である。や

はり「細長い窯」ということ

ができる。窯は耕作に伴う削

平が著しく、壁面は高さ0.5

~0.6mが残っていたにすぎな

いが、煙道部分はその先端ま

で1m程の高さが残っていた。

天井もすべて削平されて、

残っている部分はなかった。

床面の傾斜は少なく、焼成

部の平均は3.10 である。

焚口と燃焼部 焚口は窯体

が0.6m程に狭まった所を焚

口としたが、左右の壁が狭く

なった部分が長さ0.5m程確

認されており、 この部分を燃

焼部という ことができょう。

焚口の外側に長さ2.5m、幅

1.3m程の範囲に掘り込まれ

た長方形の前庭部が設けられ

ている。前庭部の面積は3.3

rrf程になる。窯の床面は炭化

物が多く真っ黒になっていた

が、側壁は赤化しており、 強

く火を受けたことが知られる。

焚口に続く狭くなった部分を

燃焼部とすれば、この奥が焼

成室になる。 しかし断面の観

察では第 1横口の所までとそ

れより奥では床面の傾斜に変

化があり、それより奥は傾斜

が強くなっている。やはり兼

康氏が述べているように、 第

l横口までが材料を詰めた

「焼成室」 という ことになろ

う (兼康 1981)。

E 
C、4

Cコ。。

o 

-工

-凶

雲
母

. lJ.. 

] . 
2・

<( 

• 

ー• 
凶

工・

0・
3惨

ハ
h
u

3号窯窯体平面図図179



N 
--'l 

図
言
。

ω
市
叩
刺
随
ハ
汁
梓
部
品
流
出

30.0蜘 A
A' 

29.000. -

28.00Orn 

" 

B
 

蜘
s' 

28 :::-寸 27 愉 { 符…?γr I 30 r司、、 '
30-"-1 2 .¥ ~ 

26 - 、~轟回〆

27 ;.受賞極色粘土 (10YR8/4) 

28賃値色粘土 (10YR7/8) 

29. ;耳慣la色粘土 (10YR8/4) 
30明世褐色粘土 (10YR7/6). ，A'色tJ;l:プロック民じる
31. ;皇賞樋色粘土 (10YR8/3) 

D
一∞
 

D' 

i一一_._32戸総 3J 
ト 、ニ-" ー‘JOI .l r、、?___. ，n"u ‘ 諸 国 / 

下口 一 一一-----ー」ノ-
26 

32 にぶい費極色粘土 (10YR6/4) 

33明世褐色粘土 (10YR7/6) 

34 目月賞褐色粘土 (10YR6/6) 

35赤色粘土(10YR7/8) 

36明賛褐色粘土(10YR6/8) 

37 賞l~色粘土 (10YR 7/8) 

38費値色砂Jt粘土(10YR8/6) 

29.00Orn ~ 

49 

39明貴褐色粘土 (10YR7/6) 

40買樋色粘土(7.5YR7/8) 
41医買色砂質土 (2.5Y6/2) 
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また、排水溝の先端が第 1横口のところまで延びているのも、ここより奥が焼成室であることをうかがわせ

る。炭の焼成時には当然、 焚口や横口は閉塞されたはずであるが、焚口の近くにはそれを推定させるような

ものは残ってはいなかった。

焼成室と横口 先に述べたように焼成室の幅はおよそ0.9mと細長いが、全体に焚口から奥にかけてやや幅が

広がっているO また床面の傾斜は3.10 程で、その傾斜は緩い。図181に示したように窯の壁面にはタールが

付着している部分が多く認められる (図181中網掛け部分がターjレの付着した範囲)。

焼成室の右側(傾斜の下側)に4箇所の横口が設けられている。焚口側から第 1""'"4横口としたが、各々

の間隔はほぼ2m前後である。第2と第3横口の間隔がほかに比べて多少狭い。第4横口と奥壁までは2.3

m程の長さである。

横口の幅は0.4m前後と、 2号窯の横口よりもさらに狭し、。横口の長さ (焼成室から横目前庭部までの距

離)は1.3"""'1.4mと比較的長い。横口付炭窯の外側 (前庭部分)には木炭の破片が多く残っており黒褐色

を呈している。

横口の壁面には火を受けて赤化した部分が認められるが、特に第4横口では赤化している範囲が広く、窯

の外側O.4mまでに拡がっている。

前庭部と排水溝および横口前庭部 焚口前の前庭部は焚口の正面を避けて、山側に削り込んで造られてお

り (図178)、ほぽ長方形を呈している。前庭部の面積はおよそ3.3rrUこなり、 南側の部分には排水溝が掘ら

れている。

窯本体の端部 (燃焼部)から排水溝が始まっており、前庭部南側で、横口前庭部からの溝と合流して、

西南に延び、ている。 先端は先に述べたように、SX1446に切られている。排水溝の深さは横目前庭部の内で

は0.1"""'O.2mと浅いが、焚口前庭部付近ではO.4m程の深さが認められるO

煙道 焼成室の奥壁に煙道が掘り込まれている。煙道はIIJ~0. 2 rn 、 長さ0.6m程が確認され、先端は調査区の

底面で確認された。煙道は段を成して上がっているが、煙道の天井部と排煙口は既に削平されており、 明ら

かlこならなかっfこO

3.埋土堆積状況と遺物の出土状況

3号窯は後世の耕作による撹乱が深く、窯体の下半部しか検出ができなかった。焼成室の床面直上には黄

褐色の粘性の強い土層の堆積が観察された。窯の天井部分が落 Fした様子は見られなかったので、窯の廃絶

後、 比較的早い段階 (天井部分が残っている段階)で周囲の黄褐色土が窯体内に流れ込んでいたことが推

定できるO

また、 3号窯にも窯本体の外回りに排水あるいは防湿などの目的で設けられた 「上方溝」は検出できな

かった。

4.窯の年代

窯の中からは全く迫物は出土していなし)0 しかし排水溝がその先端で、 SX1446およびSF1503に切断され

ていることから、 これより も古いことは明らかである。 SF1503の年代を、出土した土器の形態から平安中期

とすれば、この窯の下唄は平安時代中期以前ということはできょう。また、 SX1446には奈良時代の須恵器

の大型破片が含まれていることから、 この窯の年代をそれ以前に求めることには大きな無理はない。 また、 3 

号窯も2号窯に隣接する位置にあり、 構造的にもよく似ていることから、この窯も 2号窯とほほ近い年代に

位置付けられるであろう。
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(4) 4号窯

1 .位置

北から張り出した丘陵の南側の斜面に当たる 6区のほぼ中央部、 3号窯の上方に位置している。窯は海抜

29.9mの等高線のところに造られている。
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2.構造

斜面を円形に掘りくぼめて窯を築いている。窯本

体は径1.3m程のほぼ円形で、斜面の上手は壁面が

0.3m程残っているが、斜面の下側は窯の底部がわ

ずかに残ったのみであるO 床面のほぼ半分程の範囲

に炭が散らばっている。また側壁にはタールの付着

が広範囲に認められる。

焚口 周囲を1(1面0.27m、長さ0.5m程の範囲に掘り

込んで造られており、一部に礁が残っている。おそ

らく焚口の閉鎖に使われたものであろう。

煙道は大型の礁で組まれ、周囲を粘土で固めてい

る。窯からO.4m程奥まで続き、そこから直角に立

ち上がってし、る。

3.遺物と年代

木炭片が採集されているだけで、その他の遺物は

採集されていない。したがって、年代は不詳である

がその形態、構造からおそらく近世に下るものであ

ろう。

1 .位置

3号窯の側面近くに造られてし唱。 6区で、丘陵の斜面の端部に当たり、窯の周囲は地形がほぼ平らになっ

た部分である。

2.構造

4号窯と同様にほぼ円形をした炭窯である。緩い丘陵の傾斜を削って窯が築かれている。 側壁は高いとこ

ろで、O.2m程残っているが、傾斜の低い部分ではやはり窯底がかろうじて残った。

5号窯は、途中で大きく改修している痕跡が認められ、窯の焚口側の部分を改修によって狭く している。

狭くした窯の壁体を補強するために、基礎に大きな離を並べてし唱。

焚口 焚口の構造はよく分からないが、南側に0.7m程の幅で離が配されていない部分が認められ、ここが焚

口であろうと推定している。

煙道 煙道は窯の奥壁下部に、やはり石で組んだ煙道が検出された。 4号窯と同じように窯の本体から0.45

m程奥まで掘り進み、そこから直角に立ち上がっている。
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図183 5号窯

3.遺物と年代

造物は全く採集されていなし、。窯の形態、構造からやはり 4号窯と同じように近世のものであろう。

( 6 )その他の遺構

1. SX17 

2号窯の煙出しの延長部分に当たる東側斜面に掘り込まれた土坑(図165)であるO 径O.8mX深さ0.4m程

であり、 傾斜の下側では側壁に当たる部分は既に流失しており、わずかに土坑の底面だけが残った (図184)。

出土遺物と年代 古墳時代の須恵器が出土しており、杯蓋と翠の破片が採集された(図202-4 ~ 6)。出

土した須恵器から、 衣原 l号窯の操業開始時期に含まれるものである。迫構の性格は明らかではなし、。

2.近世土坑

4区の中央部分に当たる、 l号窯と 2号窯に隣接して方形の土坑が検出された。全体で12基が確認され

たが、いずれもほぼ方形で、大きさは最大0.9x 0.8m程、最小で0.6x 0.6mで、ある。土坑の壁面が火を受け

た痕跡は明らかではなった。中からは寛永通費 ・あるいは渡来銭 ・かわらけ等が出土したものがあり、 墓坑

と推定されている。 1箇所にまとまって切り合った墓坑群が認められるので、あるいはこの地域に居住した一

族の墓所であったのかもしれなし1。墓標などは確認できていなし、。
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3.遺物

調査により出土した迫ー物は、テンパコ数にしておよそ50箱分である。出土位置によ り、窯体内、 l号

窯北隣土器溜まり、灰原(1号窯以外の遺構を含む)に分けられる。大部分が残存率の低い破片であり、

器種が特定できたものは破片全体の 7割程度である。

また、焼成不良や、焼き歪みの著しいものが大半を占めるため、器種特定および器形の復元が可能な

個体を対象に、図化を行った。対象となり得たのはおよそ 1割に満たない。各器種は可能な限り分類を

行い、一方、数量の僅少な器種については形態 ・技法の特徴を記すに留まった。須恵器片、焼台のほか、

かわらけ、近i!t陶磁器、釘、銭貨などが出土している。

( 1) 1号窯窯体内出土

窯体内の各焼成床面、および埋土から須恵器片が出土した。なお、床面より出土した遺物については、

厳密には床面直上出土のものと各焼成床間で出土したものとに分けられる。窯体内では立ち上がりをも

っ、いわゆる杯H (註9)と呼ばれる蓋杯、 有蓋高杯、平瓶、提瓶、盟、 壷類、特殊扇壷、陶目、 護が

確認できた。

I次床(図187-1 ~16) 

杯蓋 (1~ 8)は天井部と口縁部の境に明瞭な稜をもっA類 (1 ・ 2 )、沈線を設ける B類 (3~7)、

稜を省略化したC類 (8)とがあ る 。 いずれも口径が13.6~15.0cmに分布し、ほぼ14cm台に収ま る。 A .

B類では口縁部内面の沈線の有無によってさ らに 2分類できる。 A類は肩平な天井部をもち、口縁部は

直線的である。 1は天井部外面に回転へラケズリを施すものの、中心付近はへラキリの痕跡が残る。内

外面に関わらず、器面が無数のチ ップ状に剥離しており、二次的な焼成を受けた可能性が考えられる。

なお、 1は床面直上で出土しており、操業開始時に最も近い時期の製品である。2は内面の天井部中心

付近に当て具痕をわずかに残す。B類は全体的に丸みを帯びた形状を呈する。4の天井部は粗雑な回転

へラケズリを施すため、へラキリ の痕跡が残る。 c類の形状は沈線の有無以外、 B類とほぼ同様である。
天井部から口縁部にかけては、明瞭な角度の変化をもたず、口縁端部手前でわずかに外反して下がる。

底部と体部の境で厚みを減じ、 口縁端部は先細り気味となり稜を形成する。

9 • 10は杯身である。9は口縁部が直立気味に立ち上がり、 受部を引き上げる。口縁端部内面には、

明瞭ではないが沈線と思われるく ぼみがl条認められる。 10は受部を短く引き出す。立ち上がりの基部

は厚く、内面での折れは弱い。

高i不 (11)は深さがあるものの、底部は扇平な形状を呈する。受部は水平に引き出した後、工具によ

りく ぼませる。 立ち上がりはわずかに内傾する程度で、口縁端部を丸く仕上げる。

瓶類 (12)は口径と比して頚部径が小さく 、外反しながら大きく開く。口縁端部は丸く、 肥厚させる。

1 3~15は査類である。 蓋 (13) は中心の く ぼんだ肩平なつま みを有する。天井部から体部にかけ丸み

をもち、口縁部は屈曲して下がる。天井部外面は回転へラケズリで整えた後、つまみ部を閉むように櫛

状工具によって刺突文を施す。口縁部内面には弱い沈線がめぐる。 14は頚部から肩部の破片である。外

面は頭部接合部に向かつて厚みを減じる。肩部に l条の沈線をもち、その内側を刺突文で充填する。 13

の葦と同様の施文をもつことから、 セット関係とも考えられる。脚部 (15)は外面に波状文を有する。

残存部から推定して と下2段4方向に透かしをもち、さらに上段と下段の透かしの位置を互い違いに穿

孔したようである。端部の作りが異なるため壷類に分類したが、 高杯の脚部とも考えられる。
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16は警の口頭部である。頭部の立ち上がり は短く、 肥厚した口縁部をもっO 口縁部は丸く 収めるのみ

で、段などは設けないo

E次床(図187-17~20)

杯蓋 (17~ 1 9) はいずれも口径13cm台前半である。天井部と 口縁部の境を突帯状の稜によっ て区画す

るA類 (17)、沈線をめぐらせるB類 (18)、わずかに屈曲するC類 (19)がある。17・18は口縁部をほ

ぼ垂直に下ろし、端部は先細りとなる。内面は口縁部に稜をもち、 17では端部の内傾面に浅い沈線が認

められる。 19は全体的に丸みを帯びた形状を呈しており、口縁部は内傾面をもたず、端部を丸く仕上げ

る。

i不身 (20)は最大径が14.0cmで、受部を水平気味に短く 引き出す。口縁部は内傾して立ち上がり、2

cm弱と高い。内面は立ち上がり基部で緩やかに折れる。また、残存状況から推測して、底部は立ち上が

り高と比して探く ないようである。

E次床(図187-21~25) 

杯蓋 (21・22)は、 天井部から弱く 屈曲して口縁部へとつながる。21では口縁部内面に浅い沈線をめ

ぐらす。

明く身 (23)の立ち上がりは低く内傾し、受部を短く上方に引き出す。受部の折れは弱い。内面は立ち上

がりの中位を肥厚させ、 基部で強く屈曲する。

24は高杯脚部の破片である。端部の手前でくぼませるが、特に内面で顕著である。端面は平坦で、内

側に傾斜して接地する。

25は脚部の破片である。内外面ともに稜や段などはな く、直線的である。裾部はハの字状に聞く。端

部は平坦な面を形成し、わずかに内側に傾く 。内面には縦位方向に板状工具によるナデが認められる。

小破片のため器種は断定できないが、径が推定で30cm前後あり、器壁が 1cm程と厚いことから脚付壷に

伴う ものと考えられる。

N次床(図188)

j不蓋 (26~28) は天井部と口縁部の境に沈線による稜を設ける B類 (26) と、 明瞭な稜を も たな い C

類 (27・28)に分けられる。 26では口縁部が聞き気味に下がり、端部は丸く仕上げる。後者は各部位の

境で角度をわずかに変える程度で、 体部からなだらかに端部へと至る。 内面の形状もほぼ同様である。

28の口縁部は端部手前で弱い稜を成し、先細り気味となる。

i示身 (29~31) は立ち上がりを有するも の (29 ・ 30) と、有さ ない ものぼりがあ る 。 前者は最大径

が13cm台で、立ち上がり高は1cmに満たない。受部を上方へ引き出し、立ち上がりは内傾する。内面は

屈曲が弱く、 厚手である。31は回転ナデで成形を行う。 摩滅のため明瞭ではないが、底部外面にはハケ

自らしき痕跡が残る。口縁部と体部とを区別する稜の部分が最も張り出す。口縁部は内湾し、体部から

底部にかけては丸みを帯びる。焼き盃みが著しいため、本来の形状が定かではないが、 5頁恵器模倣の土

師器郎を、 さらに模倣して作られたものと考えられる。

32・33は高杯である。32は杯部のみの残存で、 底部から口縁部まで角度の変化に乏しく、なだらかな

丸みをもっO 底部付近は剥離しているため、脚部が取り付くかどうか定かではなく、杯蓋など他器種の

可能性もあ る。 33は脚椙部の破片であ る。 1 条の沈線がめぐり、内外面とも端面手前で~_E:L くぼむ。 端

面は垂直となるが、中イ立をくぼませている。

盟 (34)は頚部の中位に l条の沈線がめぐる。 口頭部には明瞭な段を設けるものの、強く屈曲しない。

口縁部を欠くが、残存部から見て聞きは大きく なく、ほぼ直立するよ うである。

短頚壷 (35)は肩部で最大径をと り、全体的に丸みを帯びた形状を呈する。頚部の屈曲は弱く 、体部

から直立する口縁部へとなだらかにつながり、口縁端部は先細りする。

っ。



平瓶 (37)は体部の上半分にタタキを施した後、 部分的にナデ消している。閉塞面でわずかに平坦気

味になる程度で、全体的に丸みを帯びた形状を呈する。肩部には l条の沈線がめぐり、頚部の横に環状

の把手が1箇所付く。内面は回転ナデによって成形し、底部と体部を接合する際に用いた工具の痕跡が

縦位方向に認められる。

38は特殊扇壷である。体部に閉塞面をもち、その中央にへラ状工具を用いて径 2cm程の子しを穿つO 子L

を囲むよう に沈線が1条めぐる。 1/4程度の残存のため全体の形状は不明である。残存部分においては

沈線以外に波状文や列点文などの加飾は認められない。成形は回転ナデを主体とする。 孔の周囲の器面

は剥離している。
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36は体部の破片である。やや肩平な形状をしており、 片側に閉塞面をもっO また、最大径をとる部分

で沈線を l条めぐらす。内面では閉塞面と体部との接合部分に指頭押さえは認められない。製作技法か

ら見て瓶類の一種であるが、該当する器種が定かではない。38と比較すると体部の厚さや側面の形状に

相違点が認められるものの、閉塞面と沈線の位置関係を考慮すると特殊肩壷の可能性が考えられる。

39は上部を欠くため正確な器種は不明であるが、径および形状から脚付壷に分類した。端部の手前で

くぼみ、端部は傾斜をもっO

陶臼 (40)は、体部の中位に 2条の沈線をめぐらす。口縁端部は外傾する面を成す。

聾 (41)は頭部でくびれた後、ゆるやかに体部につながる。

埋土(図189)

郎蓋 (42~47)は天井部と口縁部との境を突帯状の稜もしくは沈線で区画する A類 (42 ・ 43)、境を

設けない、あるいは屈曲する C類 (44~47) がある。 42は口縁端部に沈線をもっ。 42は焼き歪みにより

天井部が潰れているが、本来はわずかにカーブする形状であろう。 いずれも区画の位置で屈曲し、 口縁

部は垂直に下がる。口縁端部は内面に稜をもたせる。器壁は口縁部に至るに従って厚みを減じ、先端は

丸く 仕上げる。 C類のうち、稜をもっ44・45は口縁部で一旦器壁を減じ、端部を先細りさせる。 46・47
は天井部から口縁部までほぼ同じ厚みでなだらかにカーブし、端部を丸く仕上げる。

杯身 (48)は、 受部を工具を用いてくぼませ、水平気味に引き出す。立ち上がり は内傾し、途中から

上方につまみ上げている。全体的に器壁は厚いが、立ち上がりから口縁端部にかけては薄手である。

高明く (49・50)はいずれも脚部の破片である。内外面ともに端部の手前でくぼみ、 端部は直立する。
49は脚部径が8.2cmと小さく、かっ薄手であるため、別器種の可能性も否定できない。

平瓶 (51)は口頭部に 2条の浅い沈線をめぐ らせる。口縁部は上方に向かつて大き く聞き、 端部は先

細りする。

短頚壷 (52)は頭部のく びれが弱く、口縁部は直立する。 口縁端部は平坦面を有する。

53は脚付査の脚部と考えられる。直線的な形状を呈しており、 裾部はハの字状に広がる。端部は平坦

な面を成す。
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( 2 )土器溜まり

SX19を中心とした土器溜まりと呼ばれる箇所を含む範囲に2.5m四方の小グリッドを設定し(図167)、

遺物の取り上げを行った。集中域は SX19の斜面下方に位置する b-③~⑤ ・c一④~⑤グリッド付近であ

る。蓋杯・有蓋高杯 ・提瓶 ・平瓶 ・壷類・費、および焼台が確認できた。以下、各器種の概略を記す。

杯蓋(図190 ・ 1 91-16~3 1)

天井部と口縁部の境に段を設けるA類 (1~ 4)、沈線によって区画する B類 (5~25 ・ 31)、境を省

略化 した C類 (26~30) に分類できる。 A類は平坦な天井部をも ち、口縁部は垂直気味に下がる。口縁

端部には段を有する。 B類には境で屈曲する B1類と、屈曲せずに丸みを帯びる B2類がある。口縁部は

段を意識したもの、沈線を施すもの、先細りさせるものがある。天井部まで残存する個体が少ないが、

肩平な形状を呈するようである。5・6は沈線の上部にも沈線をめぐらすことによって、突帯状の境を

作り出している。 C類はほかの2類と比較して天井部と口縁部の境が低い位置にあり、傾斜Lて下がる

ものが多い。端部は概して先細り、あるいは丸く仕上げる。

31は口径が20cmを超える大型品である。形態的な特徴は 5・6とほぼ同様の形状を呈しており、口縁

端部に弱い沈線をもっ。天井部は外面に手持ちのへラケズリを施す。内面は当て具を数回にわたって押

し付けた後(註10)、回転ナデによって工具痕を消す。

杯身(図191-32 ・図192-33~53)

立ち上がり高が1.5cm前後で、 直立気味となる A類 (32~50)、立ち上がりが低く、内傾する B類 (5 1

~53) に分類できる。 A類は口縁端部の段もしくは沈線の有無によって分けられる。面を意識している

と思われるものも数点認められる。受部を上方に引き出し、端部は丸くあるいは先細り気味に仕上げる。

内面の屈曲はゆるやかで、深く立ち上がる形状のものが大半を占める。 B類は口縁部を丸く仕上げる。

受部の引き出しは短く、浅い。内面は立ち上がりの基部で屈曲する。底部まで残存する個体が少ないが、

f~三、と
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概して浅い形状であったようである。

32は最大径が20cm弱と、ほかの杯身と比較しでかなり大型で、ある。受部は浅く、手前で一旦くぼむ。

立ち上がりはおよそ2cmと高いが、薄手で、 口縁部は先細り気味である。 底部は外面に不定方向の工具

ナデを施し、内面は底部全体に当て具を押し付け、その周囲を指頭によって部分的にナデ消す。口縁端

部には浅い沈線をめぐらせる。重ね焼き痕および法量、 形態から判断して、31とセットであろう。

高杯(図192-54・55)

いずれも杯部の破片である。受部を水平に引き出し、立ち上がり部との境に工具を用いてくぼませる。

口縁部は中位で屈曲して立ち上がり、端部に丸みをもっ。内面は底部が肥厚するものの次第に厚みを減

じ、立ち上がり基部を強いナデによって屈曲させる。

腫(図193-56)

口頭部は強く屈曲し、直線的に立ち上がる。屈曲部には l条の沈線をめぐらす。日縁部に内傾する面

; τ~ 
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をもっ。内面の屈曲は弱い。

提瓶(図193-57~59)

57・58は口頭部中位に l条ない し2条の沈線を施し、口縁部は内湾して立ち上がる。59は体部閉塞面

の破片である。タタキの後に円盤状の粘土を貼り付け、外面は同心円状のカキ目によって整えている。

平瓶(図193-60・61)

60は口頭部の破片である。口縁部は大きく聞き、端部を外側に肥厚させる。 61は肩部に環状の把手を

有する。丸みのある体部をもち、把手部が体部上面の中心より も口縁部寄りに取り付く形状であろう。

短頚壷 (図193-62・63)

口縁部はほぼ直立し、端部は丸く仕上げる。63は肩部から体部にかけて波状文とカキ目を施す。

壷類(図193-64~66)

64・65は脚部の破片である。64は端部の平坦面で接地する。 65は中位に沈線を設け、その下段に波状

文を施す。端面は直立し、 1条の凹線をめぐらす。 残存部から推定して、 4方向に方形の透かしをもっ。

脚イ寸壷あるいは高部に伴う脚部か。 66は環状の把手が取り付く部分に波状文が認められる。

聾(図194-67~79)

口縁部外面が平坦面となる A類 (67 ・ 68)、肥厚部分に工具を当てて下端を突出させる B類 (77~79) 、

丸く肥厚する C類 (69~76) に分けられる。 A類の口縁部は肥厚せず、内面は受け口状とな る。 口縁部

の聞きは小さく 、内湾気味である。 B・C類は頭部が外反して立ちヒがる。壷および、小型・大型の別に

ついては後述する灰原出土の警と同様、 一括で扱った。
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焼台(図194-80・81)
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天井部は平坦で、中央に径6crn前後の孔を穿つ。体部下半には3方向に半円形の挟りをもっo 80は口

禄端部を丸く仕上げるが、81では内側に短く 折り込んでいる。器壁は厚く、 特に天井部で顕著である。
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( 3 )灰原

l号窯の中位から下方にかけて広がる灰原に 5m間隔のグリッ ドを設定し(図166)、遺物の取り上げ

を行った。前項で記述した土器溜まりの範囲以外で最も出土量が多かったのがB-7グリッ ドである。破

片数に して340点以上が出土した。 グリッドごとの出土量の濃淡を見る と、 1号窯の下方、特に傾斜が

一旦緩やかになるZ-7・A-7.B-5~6付近に集中 している。確認できた器種は蓋杯・高杯・ 麗・提瓶@

平瓶・壷類 ・陶臼・ 蜜および焼台である。

杯蓋(図195)

天井部と口縁部の境を突出させるA類 (1~ 6)、沈線を設ける B類(7~12) 、 区画を省略した C類

(1 3~18) に分類できる 。 A類は口縁端部に段あ る い は沈線をもっ o 1は器高が高く 、天井部は頂部が

平坦となっている。回転へラケズ リの範囲は狭く、 天井部の1/3程度である。B類は外面の形状から、

沈線をもっ部位で、弱くではあるが屈曲するもの(7~ 9)と、 なだらかな丸みをもつもの (10・11)に

分けられる。後者は全体的に扇平である。 7・8では口禄端部に段を意識した痕跡が認められるほか、

先細りするものがある。 C類は区画を省略してはいるが、B類と同様に稜の有無で2類に分類される。

口径は12.3~ 16.4cm とバラ ツ キが認められるが、焼き歪みを考慮しでも、稜を有するものの方が幾分大

きいようである。器壁が厚く、内面に回転ナデのくぼみが残るなど、 A.B類と比較して粗雑な印象を

受ける。口縁端部は丸く 仕上げるか、あるいは先細り気味となる。
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杯身(図196)

口縁部の立ち上がり高が1.5cm前後と高く、直立あるいは内傾する A類 (19~34)、短く内傾して立ち

上がる B類 (35~41 ) に分類できる。 A類はさらに口縁端部の作り によって細分可能である。段を有す

るもの、沈線をめぐらせるもの、先細りするもの、 丸く仕上げるものに分けられる。受部は深く、上方

に引き 出す。 19~21 は立ち上がりが直立し、内面では弱く折れる。それ以外の個体は内傾して立ち上が

り、丙面は折れずに深い形状となる 。 A類の中でも特に立ち上がりが高い 1 9~21 および23は器壁が薄く、

立ち上がりの基部で顕著である。 B類は受部を短く水平気味に引き上げる。 内面は立ち上がりの基部に

強いナデを施すが、 40・41では屈曲する。また、口縁端部は丸く仕上げるのみで、沈線を有するものは
確認できなし、。
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高掠(図197-42~47)

42は無蓋高杯の杯部に分類 した。肩平な底部と体部の境に 2 条の沈線をめぐ らせる。 脚部 (43~45)

は中位に 2条の沈線をもち、方形の透かしを有する。裾部 (46・47)は端部手前でくぼみ、端面はほぼ

直立する。

躍(図197-48~51)

口頭部の屈曲部分に l条の沈線をもっO 口縁部は内面に内傾する直を有する。50では屈曲部には沈線

をもたず、代わ りに口頚部の中位にめぐらせ、沈線で区画した下位に列点文を施す。頭部の細いもの

(48・51)と太いもの (49・50)の2種類がある。

提瓶(図197-52~54)

いずれも肩部に把手を有する。体部の小破片であるため正確な径は不明だが、大きさが幾分異なるよ

うである。53・54はナデによ って鈎状に整形する。

平瓶(図197-55~57)

55は口頭部の破片である。ほぼ直立し、中位に2条の沈線をめぐらせる。口縁端部は内傾面をもっO

56は残存しないものの、 環状の把手を有していたようである。体部には不定方向にタタキが認められる。

壷類 (図197-58~67 ・図198-68~79)

58は天井部外面に、つまみ部を囲むように沈線を 1条めぐ らせ、その内側に櫛状工具によって刺突文

を施す。 59は返りの付く蓋である。 62・63は短頚査の体部である。 62では肩部に、63では体部にそれぞ

れ2条の沈線をめぐらせ、 その下に波状文を施す。 62は肩部の張りが強い。

71~79は脚部の破片である。 73 ・ 74は 2 条の沈線をめぐらせる。 72と 74には 3 方向透かしが残るが、

73では透かし孔が認められなし、。 71~73 と 、 74~76では明らかに怪や器壁の厚みに相違点が認められる。

図187-15と同様、高訴の脚部である可能性も考えられよう。 無文と施文の違いによって端部の形態が異

な るのかも しれない。 また、 77~79 も脚裾部であるが、 同様に75 ・ 76 と は端部の作りが異なる 。

64~70は刺突文ないし波状文をもっ破片であ る。 器種およ び部位な ど不明であ るが、胞文や厚さから

判断して壷類あるいは墾の一部であると思われる。

陶臼 (図198-80~82)

底部のみの残存であるため、口縁部の形状は不明である。底部は平坦|百をもっ厚い円盤状で、側面は

直立する。 81では、底部付近にへラ状の工具による施文が認められる。

霊 (図198-83~91 ・ 図199 ・ 200-108~116)

口縁端部lこ平坦面を形成する A類 (84~92) 、 外側に肥厚させて直立する面を作 り、 さらに工具を当

てて下端を突出させる B類 (94~97)、外側で肥厚 し丸く 仕上げ、る C類 (98~116) に分けられる。口径

がllcIl1~20cm台と幅広いが、 類型J5 !Jの偏りも特に認められず、口縁部のみでは判断できかねるため、 壷

や小型の護も ー括して扱った。 A類は、内面が受け口状となり、口縁部の聞きの少ないもの (85・88.

90・91)と、頚部で折れず、 直立した後に口を大きく開くもの (84・86・87・89・92)がある。体部は

タタキ調整後にカキ目を施すが、口頚部にもタタキを回転ナデで消した痕跡が確認できる。ただし、A

類では認められなかった。 94は口縁部が内湾して立ち上がっており、日1]器種の可能性も考えられる。

焼台(図200-117・118)

天井部は回転台から切り離した後に調整を行 っ ておらず、 工具を用いて中心に径4.6~6 . 2CIl1の孔を穿

つ。口縁部lこは 3方向に幅およそ 4CIl1、 高さ1CIl1強の半円形の挟りを有する。 118では口縁端部を丸く

仕上.げている。 器壁は厚く、特に天井部で顕著である。 須恵器製品と同様にロクロ成形を行ってはいる

ものの、ヘラキリ不調整である点、また全体の成形においても粗雑さがうかがえる。口縁端部の収め方

に2類型が認められるが、法量および挟りの形状や方向・位置などを比較すると、大きな違いはない。
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銭貨(図204-64)

灰117

灰108

r 
灰110

灰111

灰112

F 
灰114

ど
灰115

灰116

l' 3 10cm 

6枚が出土した。すべて癒着しているため、 銭銘が確認できるのは最上面の「寛永通費J1枚のみで

ある。

板状鉄製品(図204-65・66)

いずれも厚さ 2mm程の板状の製品である。 66は2枚が鋲状の金具によって留められており、司動式と

なっている。また、 表面にはわずかではあるが木質が残存する。用途、時期等は不明である。
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( 4 )その他の遺構

灰原に点在する遺構からは、l号窯に伴うと考えられる須恵器片@焼台のほかに、土師器@かわらけ。

近世磁器、および金属製品が出土した。金属製品は銭貨および釘が主体である。

2号窯前庭部(図201-1 ) 

灰紬陶器の碗である。底部は回転糸切りの後、回転ナデを行い、さらに低い高台を貼り付けている。

底部外面は回転ナデを施すものの、やや粗雑な成形である。

2号窯排水溝(図201-2 ~ 3) 

須恵、器のi不身・警が出土した。杯身 (2)は体部に回転へラケズリを施し、回転糸切りによって底部

を切り離す。高台は台形を呈する。端部には乾燥時に付いたと思われる圧痕が残る。聾 (3)は、口縁

部で外由.を肥厚させる。いずれも重みが著し く、 聾にいたっては体部も残存する ものの、歪みのため接

合不可能な状態である。なお、 2点とも助宗窯の製品である。

SX17 (図202-4 ~ 6 ) 

須恵器の杯蓋@短頚壷 ・歪が出土した。杯蓋 (4)は、 体部と口縁部の境を沈線で区画し、 口縁部は

垂直に下りる。天井部外面は回転ナデを施すものの、中心付近はへラキリ不調整である。 短頚壷 (5) 

は頚部で強く屈曲する。日縁部は直立し、内面で端部を肥厚させる。蜜 (6)は口縁端部を肥厚させ、

丸く仕上げる。

SX19 (図202-7 ) 

7は高町、の脚部である。端部は直立し、 中位をく ぼませる。

SR24 (図202-8~13)

須恵器の蓋士不・躍@短頚壷 ・焼台が出土した。郎蓋 (8)は天井部と口縁部を沈線によって区画する。

盟 (9)は口頭部の屈曲は弱い。短頚壷 (10)は焼き歪みのためか、頚部の屈曲が弱く 、口縁端部は平

坦面を成す。11は高台杯である。回転へラケズリによって高台を削り 出しており、 口縁部は内湾する。

焼台 (12・13)の天井部は不調整あるいはナデ調整のみで、8.5cm前後の径をもっo 13は口縁部を内側

に折り込む。いずれも小破片のため体部の挟りの有無は不明である。

SR25 (図202-14~21 )

須恵器の材、身@躍 ・壷 ・聾 @脚付壷の脚部と、 土師器の向、身が出土した。杯身 (14)は立ち上がりが

1.5cmと高く、受部を上方に引き出す。 躍 (15)は口頭部で強く屈曲する。16・17は壷の底部である。

外面は回転へラケズリ を施した後、台形状の高台を目占り付けている。塑 (18)は、 口縁部がわずかに外

反して聞き、端部は肥厚させずに面を形成する。 19は脚部の破片であるが、表面にカキ目および波状文

を施し、残存しているだけでも 3段の透かしをもっO 透かしは方形と三角形を組み合わせ、上段と下段

で互い違いに配しているようである。大型の脚付壷に伴うものであろう。

20・21は土師器の杯身である。 平坦な底部をもち、体部は直線的に立ち上がる。

L ーに二プ

¥」二」ミj 遺徳3

。 1 3 lOcm 

図201 2号窯出土遺物
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SF3 (図203-22~34)

銭貨3点、 釘11点が出土した。銭貨 (22・23)はすべて錆によって密着しており、遺存状態は良好で

はない。両端の 2枚はそれぞれ「皇宋通賓」 と 「聖宋元賓」である。

釘 (24~34) はすべて頭部を薄く折り曲げる。

SF4 (図203-35~13)

かわらけ 2点、 銭貨6点、釘6点、 用途不明金属製品1点が出土した。かわらけ (35・36)は、 口径

戸三込?
1に

遺構6

SX17 

SX19 
よ と;ぶ!ι三1ーヘ
ム1=JL」手ヨ

j!:H趣9
治織10

実冨ミ完Jfn司逃情12

SR24 遺構13

ド主三f
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SR25 
\~-JJ.構20 ~ト~f.21 1: 3 10cm 

図202 不明遺構SX17・溝状遺構SD19・自然流路SR24・25出土遺物
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およそ 9cmと、ほかの土坑出土のかわらけと比べると大型である。35は底部から丸みを帯びて体部が立

ち上がり、碗状の深い形となるO

銭貨 (37)は6点すべてが錆によって重なった状態で、 文字が判読できたのは最上面の 「寛永通賓」

のみである。

釘 (38~43) は上部を薄 く 折り 曲げて頭部を作り 出している。いずれも頭部か ら身部にかけて木片が

付着する。

SF5 (図203-44~47)

かわらけ 4 点、近世磁器 1 点が出土 した。かわらけ (44~46) は、口径 6 cm台、器高3.5cm前後と浅

い形状を呈する。口縁部は直線的に聞き、端部は外面でわずかに肥厚する。内面は平坦である。底部は

回転糸切りによって切り離すが、 44のみ底部の外周を回転へラケズリで調整する。

47は白色柚のかかった小杯で、高台はわずかに突出する程度である。高台の端部を除き、全面に施粕

する。

SF6 (図203-48~55)

かわらけ2点、 銭貨4点、釘2点が出土した。かわらけ (48・49)は、口縁部を外側に肥厚させる0

48は底部を回転糸切りによ って切り離した後、 外周に回転へラケズリを施す。

銭貨 (50~53) はいずれも錆の付着が著しく、文字が判別でき たの は 「寛永通費J 4点のみである。

52 ・ 53は癒着す る。 50~52は古寛永で、 53は文銭であ る。

釘 (54・55)は、 折り曲げて頭部としており、 身部には木片が付着する。

SF7 (図203-56• 57) 

釘2点が出土した。上部を平坦に折り曲げて頭部とし、57は身部に木片が残存する。

SF8 (図204-58)

かわらけ1点が出土した。 口縁端部を外側に肥厚させる。

SF10 (図204-59~60)

かわらけ 2点が出土した。口径7cm前後、器高4cmで、口縁部は外側に肥厚する。いずれも底部は回

転糸切りによって切り離すが、59では糸切り痕の外周に回転へラケズリを施す。

SF12 (図204-61~63) 

かわらけ 2点、 銭貨2点が出土した。 かわらけ (61・62)は、口径8cm台で、61は口縁部が著しく 歪

むが、焼成時の焼き損じによるものではな く、耳皿として意図的に整形した可能性も考え られる。銭貨

(63)は2点が重なっており、う ち1点は「寛永通費JであるO
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註

1 片側の側壁に横口を複数聞けた横口付炭窯が古代製鉄に伴う炭窯として注目されるようになったのはそれほど早い段階では

なし、。したがって、その呼び名も「窯状遺構J(藤原 1977)i白炭焼炭窯J(兼康 1981)i横口付窯u(上鮮 2001)など嫌々な

呼び名があり必ずしも統一されているようではなし、。ここでは上搾武氏の呼び名に大筋では従ったが、炭窯であることが明確

であるこ とを考慮して 「横口付炭窯Jと呼ぶことにした。

2 丘療の東側斜面の端に幅 1mとO.7m程の水の流れが2J1j確認された (図165に示した SR24およびSR25)。今では痕跡をと

どめる程度の流れであるが、断面を観察すると、この流れによって丘陵端部が削られていることが理解できる。図185に示した

断面で見るように、上層にも小さな礁がかなり含まれており、それなりの水流があったことが観察できる。また、灰原の炭が流

れ込んでいることも観察できた。

3 排煙調整締付窯は窯本体の上側に弧状あるいは右・左に溝を掘ったもので、 かなりの例が知られている。この講の機能は、

溝を通って送り込まれた風によって、窯内の排煙調節をするものと考えられている (望月 1999)。各地の例を見ると、溝が;国

道と交差しているもの、あるいは煙道とつながり、この部分で煙道が終わっている例など多少の差がある。また、排煙調整溝

が強く火を受けているものがあるが、被熱部分の範囲は必ずしも一致していない。近接する藤枝市岡部の入野高岸古窯群 (長

谷川他 2007)では操業期間の途中で排煙調整溝を埋め立てていることが確認されている。したがって、いわゆる 「排煙調整構J

の機能についてはまだ、すべて明らかになったとは言い難く 、さらに検討が必要であろう。

4 須E号、器窯の名称、は様々に論議されてきているがここでは大川清・坂詰秀一両氏の使用方法(大)111987)によって、天井を掘

り抜いて構築した窯を地下式筈窯 (望月号青司氏の分類に拠れば「窯体掘り抜き式筈窯」ということになろう(望月 1999))と

呼んでいる。

5 田方平野の大北横穴で観察された掘削用の墜の跡は、やはり天井から床への縦方向のもので、幅5~ 6 cm程で細かに丁寧に

仕上げられていた。 しかし、部分的には縦方向の掘削痕の下面に横方向の比較的深い繋跡(豊富跡はi隔が狭く、深く打ち込まれ

ていた)が残っていた。これは、仕上げに行われた縦方向の撃では削りきれないほど深く打ち込まれた掘削工具の痕が残った

ものと考えられた(植松・佐藤他 1981)。

ここは比較的柔らかな凝灰岩を掘削した工具の例であって、衣原古窯群の土質とは差があり、 また、時間的にも大北横穴群

は7世紀後半から 8世紀にかけてのもので、両者には多少の差があるが、 残された縦方向の工具幅は比較的よく似ている。

6 窯尻で排煙の機能をもった部分は通常 「煙道」 としているが、こ こでは煙道の跡が明確でないので、 窯尻から排煙調整溝に

かけての部分を広く排煙部と呼んだ。衣原 l号窯の場合、焼成室の端部には高さ0.18mの奥壁があり、ここから上部の天井は

残っておらず、煙道は確認できなかった。

7 炭窯では本来原料となる木が燃えて炭を作るため、窯には原料のほかには少量の燃料が詰められるだけで、須恵器窯のよう

に薪で素材を焼き上げるのではない。従って、燃料が燃える燃焼室は本来無かったと考えてよし、。 実際に近世の炭窯では燃焼

室と焼成室の区別はなく、焚口近くまで原料を詰めている例が多い。 兼康保明氏によれば、横口付炭窯では焚口に最も近い横

口のところまで炭の原料を詰めているはず(兼康 1981)で、そこから焚口までの間が燃焼室ということになろう。

8 横口付炭窯は「白炭」を焼成したものとする意見が早くから出されている。その場合には炭は焼けているうちに横口から掻

き出され、外で砂あるいは灰によって消火されるので、製品の取り出しに天井部が壊されることはないはずである。横口付炭

窯の用途を含め、この部分は再度検討が必要になろう。

『杯HJの器種名は奈良国立文化財研究所の分類(奈良国立文化財研究所 1978 r飛鳥・ 藤原宮発掘調査報告IIJ)による。

10 亦類の内面に残る同心円文に関しては、 「成形時の固定Ji内面の叩き締め ・平滑化Ji湿台痕(外面調整時)Jの諸説がある。

衣原では、当て具の範囲や回数に 2 パタ ー ンが認め られる。 一つは中心付近に 1 ~2 回で、外面は回転へラケズ リ を施すもの。

いま一つは内面の2/3程度の広い範囲に 5回以上押し付け、外面に手持ちのへラナデを施す。 31・32は後者にあたるが、外面

調整に回転力を用いない点、中心を特別に意識した様子がうかがえない点を勘案すると 「湿台痕」とは考えにく い。製品のな

かでも特に大型であり、頂部の焼き歪みの範聞と当て具の範囲がほぼ一致することから「器壁の叩き締め」のためととらえたい。
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第4節理化学的分析

1.入野高岸古窯群および衣原古窯群出土須恵器の蛍光X線分析

三辻利一 (大阪大谷大学)

はじめに

須恵器の産地問題の研究では生産地である窯跡出土須恵器の化学特性を前もって求めておかなければ

ならない。研究の初期の段階で各地の窯跡または窯跡群出土須恵器の化学特性はK-Ca，Rb-Srの両分

布図で表せることが見つけられた。また、 2つの窯または窯群聞の相瓦識別にはK、Ca，Rb" Srの4

因子を使った 2群間判別分析が有効であることもわかった。さらに、 5%の危険率をかけたホテリング

のT2検定の結果を活用すると、この判別図上で両母集団に帰属するための必要条件も設定することが

できる。この判別図を使って、消費地遺跡出土須恵器の産地を推定する こと もできる。筆者の手元には

全国各地の窯跡 (窯跡群)出土須恵器の分析データが集積されており、須恵器の産地問題の研究は各地

で進展している状況である。本報告では、 6世紀代後半から7世紀代と推定される入野高岸古窯群およ

び衣原古窯群出土須恵器の化学特性を蛍光X線分析で求めた結果を報告する。

分析法およびデータ解析

須恵器片試料はすべて、 表面を手動式研嬉機で研磨し、表面付着物を除去したのち、 タングステ ンカー

バイド製乳鉢で100メッシュ以下に粉砕された。粉末試料は塩化ビニーノレ製リングを枠にして10tの圧

力を加えてプレスし、内径20mm、厚さ 5mmの錠剤試料を作成した。

蛍光X線分析には理学電機製の分析装置、 RIX2100(波長分散型)を使用した。この装置には50試料

が同時に搭載できる自動試料交換器が連結されており、分析作業は完全に自動化されている。 50試料の

うちの l個は定量分析のための標準試料である岩石標準試料 JG-lである。したがって、 測定作業に入

るときには必ず、 JG-lの各元素の蛍光X線強度が測定されるわけである。 これらの蛍光X線強度の恒

常性をもって装置の定常性がチェックされている。さらに、 実試料の分析値は測定された蛍光X線強度

をJG-lの対応する元素の蛍光X線強度を使って標準化した値で表示された。百分率で表示する ことの

意味はない。岩石学では鉱物組成を求めるため、 元素分析のデータから化学組成を百分率で表示する。

この場合lこは化学組成は必要である。しかし、化学組成から各地の窯跡(窯跡群)出土須恵器の化学特

性を求めることは圏難であろう。当然、 地域差を把握することはできない。岩石学と同じ方法で土器を

分析している研究者が産地推定の作業になかなか入れないのはそのためである。伺‘をおいても 「地域差

を示す元素」を見つけ出す、 これがこの研究のスタート時における筆者の考えであった。 筆者の方法を

使えば、 微量元素RbとSrの測定データも生きてくる。地域差を示すものであれば、主成分元素のみ

ならず、 微量元素も活用するという考え方である。

得られた分析データから、直ちにK-Ca，Rb-Srの両分布図が作成され、定性的に相互識別の可能性

が検討された。そののち、 2群間判別分析が行われた。

分析結果

表54には分析データをまとめである。 はじめに、 衣原古窯群出土須恵器の分析結果から説明する。表

54のデータに基づいて作成した両分布図を図205に示す。衣原領域を比較のための対照領域として描い

であるが、これは衣原古窯群、入野高岸古窯群、岡部古窯 (註 1)の 3箇所の窯跡、から出土した試料の

分析値をできるだけ多く包含するようにして描いたものであり、定性的な領域を示しているに過ぎない。
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表54 須恵器分析表

No. 遺跡名 器積 出土位置 ・層位 K Ca Fe Rb Sr Na 

入野高~古館群 高杯 l号熊 ・V次床 0.616 0.071 2，il4 0.721 0.245 0.183 

2 聾 l号窯 ・V次床 0.643 0.073 2.27 0.738 0.292 0.232 

3 係益 l号無.m次床 0.573 0.071 2.45 0.626 0.261 0.176 

4 斑 1号撲.n次床 0.560 0.059 1.95 0.612 0.330 0.273 

5 里量 2号窯.1-Iii庭部 0.540 0.101 2.26 0.566 0.480 0.357 

6 益郎 2号%¥.ilijlf!部 0.659 0.052 2.18 0.709 0.318 0.218 

7 瓶類 2号窯・ flll庭部 0.560 0.192 2.06 0.683 0.278 0.046 

8 盤 灰原 0.585 0.073 2.05 0.621 0.411 0.363 

9 壷頬 灰原 0.619 0.075 2.39 0.749 0.265 0.184 

10 同:量E 灰原 0.648 0.064 1.77 0.645 0.337 0.251 

11 品均: l号議 ・H'I庭部 0.624 0.073 2.37 0.735 0.239 0.181 

12 高杯 1号m;・焚口 0.703 0.087 1.98 0.718 0.278 0.157 

13 蝿 l号割・ IV次回日 0.618 0.064 1.60 0.699 0.410 0.362 

14 杯宣主 l 号íi1I . m~床 0.485 0.107 l例 0.535 0.262 0.074 

15 フラス コ J~長顕瓶 2号首1・前庭部 0.413 0.153 1.46 0.505 0.429 0.155 

16 聾 2号議 ・V次床 0.635 0.106 2.29 0.522 0.513 0.332 

17 唖量 2号篠 ・E次床 0.471 0.142 1.91 0.596 0.255 0.064 

18 瓶額 2号m;.1次床 0.675 0.053 2.16 0.748 0.300 0.202 

19 製 灰原・ 2-7グリヅト 0.624 0.076 2.26 0.740 0.283 0.235 

20 郎主主 灰原・ G-6グ 1) 'Y ド 0.640 0.113 2.17 0.687 0.347 0.315 

21 尚杯 灰原 'H-7グ')ッド 0.534 0.201 2.30 0.687 0.280 0.050 

22 衣原 古 窯 群 Z干蓋 l号黛・ Ii女床 0.624 0.072 2.15 0.620 0.448 0.414 

23 哩量 l号窯 ・埋土 0.685 0.044 1.78 0.721 0.283 0.216 

24 通E類 1号窯 ・埋土 0.681 0.078 1.57 0.648 0.490 0.435 

25 t平益 灰原 0.634 0.064 1.95 0.698 0.264 0.156 

26 も邑瓶 灰原 0.623 0.038 1.88 0.705 0.264 0.183 

27 品t不 灰原 0.645 0.038 1.82 0.712 0.251 0.167 

28 t平益 土器縮まり 0.648 0.066 2.20 0.621 0.440 0.385 

29 盛 土日号溜まり 0.648 0.112 2.48 0.592 0.415 0.286 

30 'ill頬 土器商まり 0.676 0.042 1.86 0.714 0.315 0.260 

31 ff、身 袋土 0.565 0.100 2.60 0.483 0.443 0.438 

32 町、蓋 l号黛 'IV次床 0.633 0.074 2.16 0.617 0.477 0.451 

33 係蓋 I号黛 ・E次床 0.526 0.061 2.38 0.410 0.465 0.209 

34 型 1号燕・ E次床 0.650 0.128 2.35 0.601 0.427 0.341 

35 聾 灰原・E-5グリ ッド 0.508 0.099 2.60 0.486 0.431 0.442 

36 t平身 灰原・D-4グリッド 0.696 0.063 2.28 0.695 0.361 0.325 

37 百E類 灰原・2-8グリy ド 0.627 0.049 1.76 0.752 0.313 0.227 

38 益 土器溜ま り 0.525 0.056 2.49 0.544 0.411 0.299 

39 Z早軍量 土苦言溜まり 0.681 0.060 2.20 0.681 0.366 0.352 

40 主不宝E 土器溜まり 0.671 0.055 2.03 0.698 0.336 0.289 

衣 原 11号 墳 郎重量 石室内 0.309 0.023 1.65 0.438 0.298 0.045 

42 r冒j杯 石室内 0.286 0.105 2.84 0.264 0.397 0.200 

43 秋葉山古 楽 l 0.433 0.309 2.09 0.393 0.556 0.377 

44 2 0.478 0.344 2.74 0.430 0.578 0.403 

45 3 0.444 0.322 2.34 0.406 0.550 0.383 

46 4 0.418 0.239 2.14 0.386 0.513 0.346 

47 5 0.432 0.314 2.03 0.398 0.534 0.395 

48 6 0.354 0.195 2.13 0.322 0.445 0.261 

49 7 0.448 0.273 2.12 0.423 0.533 0.380 

50 8 0.454 0.284 2.24 0.408 0.534 0.380 

51 9 0.397 0.200 2.12 0.378 0.454 0.301 

52 10 0.427 0.246 2.08 0.410 0.513 0.331 

53 阿 部 古窯 明く蓋 0.625 0.073 2.20 0.621 0.413 0.453 

54 杯董 0.681 0.102 1.90 0.686 0.460 0.469 

55 杯益 0.425 0.132 2.91 0.498 0.375 0.290 

56 t不蓋 0.680 0.085 1.81 0.712 0.452 0.483 

57 訴身 0.599 0.107 2.89 0.599 0.426 0.445 

58 E干身 0.563 0.156 3.96 0.480 0.409 0.359 

59 器部不明 0.418 0.115 2.91 0.443 0.433 0.338 

60 器種不明 上 0.544 0.138 3.10 0.560 0.444 0.409 
」
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図205 衣原古窯群および衣原11号墳出土須恵器の両分布図 図206 入野高岸古窯群出土須恵器の両分布図

しかし、上記3基の窯の試料の化学特性を比較するうえには有効である。図205を見る と、 K-Ca分布

図では衣原古窯群の須恵器は衣原領域の左上部分に偏って分布するこ とがわかる。しかし、 Rb-Sr分

布図では衣原領域のほぼ全体に広がって分布することがわかる。

一方、図206には入野高岸古窯群の須恵器の両分布図を示す。K-Ca分布図では衣原古窯群の須恵器

同様、 衣原領域の左上部分に偏って分布しているが、 Rb-Sr分布図では領域の全体に広がって分布し

ており、両分布図からは衣原占窯群の須恵器と入野高岸古窯群の須恵器は類似した化学特性をもつこと

がわかる。そこで、両窯の須恵器の2群間判別分析を試みた。その結果は図207に示されている。この

図では5%危険率をかけたホテリ ングのT2検定で合格す る条件はD2(X)<10である。 Xは母集団名

である。 図207では衣原古窯群の試料のほとんどはD2(衣原)< 10の領域に分布しており、入野高岸古

窯群の試料のほとんどもD2(入野高岸)<10の領域に分布していることがわかる。 しかし、 両群の試料

の化学特性が類似すると、両群の試料は互いに接近して分布するよう になり、理想境界線に沿って、重

複領域 (D2(衣原)< 10、D2(入野高岸)く10)に分布する ことになる。図207を見ると、入野高岸古窯

群の数点の試料は入野高岸領域に分布するものの、両群のほとんどの試料は理想、境界線沿いに重複領域

に分布しており、両窯の須恵器は類似した胎土をもつことを示している。このことは両群の試料の両分

布図から も予想されたこ とである。

図208には岡部古窯出土須恵器の両分布図を示す。K-Ca分布図では衣原領域の全域にわたって分布

しており、衣原古窯群および入野高岸古窯群出土須恵器試料群の分布とは少し異なることがわかる。 同

様に、Rb-Sr分布図でも衣原領域の右下方に偏在して分布しており、衣!京古窯群および、入野高岸古窯

群の須恵器胎土とは少し化学特性が異なる ことが分かる。 判別分析の結果は図209に示されている。半

数近い試料は重複傾域に分布するものの、両群の試料は分散し、理想境界線沿いに集団をつくって分布
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図207 入野高岸群と衣原群の相互識別
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図208 岡部古窯出土須恵器の両分布図

する ことはない。素材粘土が同じではないことを

示している。このことは阿部古窯の素材粘土の採

集場所が少し離れた所であることを示唆している。

次に、秋葉山古窯(註2)の須恵器の両分布図

を図211に示す。すべての試料を包含するように、

秋葉山領域を描いた。衣原領域とは異なること は

明白である。秋葉山群と衣原群聞の 2群間判5j1J分

析の結果は図210に示 している。両群の試料集団

は互いに遠く離れて分布しており、相互識別は完

全である。秋葉山古窯の須恵器の素材粘土は衣原

古窯群や入野高岸古窯群はもちろん、岡部古窯の

須恵器の素材粘土とも異なることは明らかである。

最後に、衣原11号墳出土須恵器の分析結果は図

205に衣原古窯群の須恵器とともにプロット しで

ある。図には陶邑領域はいれてないが、陶巴領域

には対応しなl¥。したがって、淘邑産の須恵器で

はない。同時に、衣原領域にも対応しておらず、

衣原古窯群の製品でもない。 日下の所、産地不明

である。

考察

衣原古窯群と入野高岸古窯群の須恵器の素材粘

土が同じであるということは、両窯が同じ地域内

にあることからも理解できる。阿部古窯の須恵器

粘土も基本的には衣原古窯群や入野高岸古窯群の

須恵器粘土と同じである。 同じ地質から生成した

粘土が素材となっていると考えられる。微妙なず

れは粘土の採集場所の違いである。このよう なこ

とは全国各地の窯跡群で見られる ことである。こ

のこと は岩七が風化し、 塩類が水に溶けた溶液か

ら粘土鉱物が再結晶して粘土が生成するという粘

土生成のプロセスを考慮に入れれば、粘土化は非

常に狭い範囲で進行したこ とを示唆している。そ

の結果、微妙な地域差が生じる。 自然界に見られる不均質性が原因と考えられる。

しかし、基本的に化学特性が類似するということは母岩が共通していることを示唆しており、化学特

性に見られる微妙な地域差は 「場所」の違いを示すと考えられる。大規模窯群である和泉陶巴でもこの

ようなことは観測されており、 l基の窯跡から採集した試料集団はまとまって狭い範囲に分布し、 一つ

の領域をつくるが、時代の異なる別の窯跡から出土した試料集団は微妙にずれて分布した。時代が異な

るから、 当然、粘土の採集場所は異なるはずである。自然界に不均質性が見られるのが当然であれば、

同一窯群内の窯跡出土須恵器の化学特性にも微妙な地域差が見られるのも理解でき る。 この結果、窯跡

群としては領域が1基の窯跡の広がりに比べて大きくなる。

他方、秋葉山古窯の須恵器は衣!豆、入野高岸古窯群や岡部古窯の須恵器に比べて、 K、Rb量が少な
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く、逆に、 Ca、Sr量は多い。明らかに化学特性

は異なる。このことは秋葉山古窯の須恵器の粘土

は異なる地質の岩石に由来する粘土であることを

示している。この違いを活用すれば、秋葉山古窯

の製品が周辺のどこの消費地遺跡に供給されてい

たかは元素分析によって容易にわかるはずである。

今後の研究の課題である。

衣原11号墳の須恵器の産地は不明であるが、 両

分布図での分布位置から静岡県内の須恵器と推定

される。猿投窯の製品でもなし、。今後、衣原古墳

群として多数の須恵器片を分析し、そのデータを

年代観を入れて解読し、さらに、周辺の古墳群の

須恵器の分析データと比較すれば興味深い情報が

得られるものと思われる。

-秋葉山古書E

K 衣原領量産
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l・
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図211 秋葉山古窯出土須恵器の両分布図

、工ム
--z
ロ

「岡部古窯」は、所在を含め未確認の窯であるが、 藤枝市教育委員会が所有する旧岡部町内表面採取資料の中に融着した資

料の一群があり、町内に須恵器窯が存在した可能性が考えられる。そのため、こ こではその資料の一群を、「間部古窯」と仮称

し、 一括して取り扱う。なお、「岡部古窯Jは製品の特徴から8世紀代に位凶付けることができる。

2 秋葉山古窯は静岡市清水区に所在する 6~ 7世紀の須恵器窯である。ここで、分析した資料は当研究所職員 及川司から借

用したものである。
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2.衣原遺跡群出土土器の胎土分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

藤枝市に所在する衣原遺跡群は、静岡県中部を流れ駿河湾に注ぐ瀬戸川の支流である葉梨川上流右岸

に広がる丘陵地の南端付近に位置する。 発掘調査では、古墳時代後期とされる須恵器窯跡が検出され、

窯跡は衣原古窯群と呼ばれている。

本報告では、 衣原古窯群および、衣原古窯群からは北東方へ2.5km程離れた瀬戸川支流の朝比奈川上

流域右岸の丘陵上に位置する、 衣)反古窯群とは同時期とされる入野高岸古窯群の両古窯出土須恵器の胎

土の特性を把握し、さらに衣原遺跡から出土した須恵器も同様に分析し、これらの胎土を比較すること

により、瀬戸川水系流域における須恵器の生産と流通に係わる資料を得る。

試料

試料は、入野高岸古窯群出土須恵器片10点 (試料番号 1~10)、衣原古窯群出土須恵器片10点 (試料

番号11~20)、衣原遺跡出土須恵器片山点(試料番号21~30) の合計30点である。 これらのうち、衣原

遺跡出土須恵器片7点(試料番号21~27) は奈良時代あ る いは奈良時代の可能性がある と されており、

それ以外の23点の試料は、須恵器も土師器も古墳時代後期のものとされている。

また、須恵器試料には、高杯や士不蓋、杯身など小型の器種と、瓶類や壷類など中型の器種および聾と

される大型の器種がある。

以上各試料の遺物番号、 出土迫構 @層位、 器種、 時期などを一覧に して表55に示す。

分析方法

胎土分析には、現在様々な分析方法が用いられているが、大きく分けて鉱物組成や岩片組成を求める

方法と化学組成を求める方法とがある。前者は粉砕による重鉱物分析や切片による薄片作製などが主に

用いられており、後者では蛍光X線分析が最もよく用いられている方法である。前者の方法は、胎土の

特徴がとらえやすいこと、地質との関連性を考えやすいことなどの利点があり、その中でも薄片観察は、

胎土中における砂粒の量はもちろんのこと、その粒径組成や砂を構成する鉱物、岩石片および微化石の

種類などもとらえることが可能であり、得られる情報は多い。

この情報をより客観的な方法で表現したものとして、松田他(1999)の方法がある。これは、胎土中

の砂粒について、中粒シル卜から細磯までを対象とし、各粒度階ごとに砂粒を構成する鉱物片および岩

石片の種類構成を調べたものである。この方法では、胎土中における砂の含量や粒径組成により、 土器

の製作技法の違いを見出すこ とができるために、同ーの地質分布範囲内にある近接した遺跡間での土器

製作事情の解析も可能である。以下に試料の処理過程を述べる。

薄片は、試料の一部をダイアモンドカッ ターで切断、正確に0.03mmの厚さに研磨して作製した。観察

は偏光顕微鏡による岩石学的な手法を用し¥胎土中に含まれる鉱物片、岩石片および微化石の種類構成

を明らかにした。

砂粒の計数は、メカニカルステージを用いて0.5mm間隔で、移動させ、細磯~中粒シル トまでの粒子を

ポイント法により200個あるいはプレパラート全面で行った。なお、径0.5mm以上の粗粒砂以上の粒子に

ついては、ポイン 卜数ではなく粒数を計数した。また、同時に孔隙と基質のポイ ントも計数した。これ

らの結果から、各粒度階における鉱物 ・岩石別出現頻度の 3次元棒グラフ、 砂粒の粒径組成ヒストグラ

ム、子し隙 ・砂粒・基質の割合を示す棒グラフを呈示する。
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結果

観察結果を表56、図213・214に示す。各試料で計数された鉱物片および岩石片の種類構成を見ると、

鉱物片では石英の量比が突出して多く、微量または少量の斜長石や不透明鉱物を伴う。試料によっては、

長石類を伴わないものもある。岩石片ではチ ャー卜が多く、少量または微量の多結品石英を伴う。試料

によっては微量の砂岩なども含まれる。なお、 すべて、長石類の溶融と素地のガラス化とムライト化が

認められることから、 12000C程度の高温焼成であったことが推定される。

砕屑物 ・基質。孔隙の量比では、砕屑物の量比を見ると試料によって10%前後から30%を超える値ま

で様々である。ただし、 遺跡ごとに砕屑物の量比に傾向のあることが読み取れる。入野高岸古窯試料で

は10%前後の試料が多く、 15%を超える試料は2点あるが、これらも20%未満である。点原古窯試料では

15%前後の試料が多く、約20%および20%を若干超える試料が2点、あり、 10%未満の試料は l点もない。

各試料の粒径組成を見ると、鉱物片・岩石片の種類構成と同様に、須恵器試料と土師器試料とで大き

く分けられる。すなわち、 須恵器試料では極細粒砂または粗粒シル卜 をモードとする試料が多く、 細粒

砂および中粒シノレトをモードとする試料が少数認められるが、土師器試料では、中粒砂をモードとする

試料が多く、粗粒砂をモードとする試料が少数認められ、細粒砂以下をモードとする試料は l点も認め

られない。

以上述べた鉱物・岩石組成と粒径組成の状況を整理して、ここでは以下に示すような分類を設定した。

a)鉱物片。 岩石片の種類構成

上述した須恵器試料の鉱物片・ 岩石片組成をA類とする。さらに、 斜長石やカリ長石など長石類が計

数されていない(計数されていなくても含まれている試料はある)ものをA1類とし、長石類が計数さ

れているものを A2類に細分する。これは、須恵器試料に長石類の溶融が認め られたことによる。長石

類の溶融は、焼成温度に起因する現象であり、長石類を含まない試料は、含む試料に比べて、より高温

で焼成されたために溶融して消失してしまったと考えられるため、 長石の有無は焼成温度の違いを示唆

し、 これも胎土の重要な特性といえる。

b)粒径組成

a類 :粗粒砂をモードとする。

b類:中粒砂をモードとする。

c類 :細粒砂をモードとする。

d類 :極細粒砂をモードとする。

e類:粗粒シルトをモードとする。

f類:中粒シル卜をそードとする。

上記分類基準に従って各試料の胎土を分類した結果を表55に併記する。 各古窯、各遺跡出土試料の状

況は以下の通りである。

1 )入野高岸古窯群出土須恵器

鉱物片・岩石片の種類構成では、 A1類がやや多く、 6点を占め、 A2類は4点である。粒径組成では、

d類が多く、 6点を占め、次いでe類が3点あり、残る l点は c類である。なお、 A1類はd類と e類

が半数ずっという構成であり、 A2類はd類3点と c類l点という構成である。

2 )衣原古窯群出土須恵器

鉱物片・岩石片の種類構成では、 10点のうち 8点までがA2類であり、 A1類は 2点のみである。粒径

組成では、 e類が多く、 6点を占め、次いでd類が3点あり、残る 1点は f類である。なお、 A1類は

2点と もに e主買である。

3 )衣原遺跡出土須恵器

鉱物片・岩石片の種類構成では、 10点全点がA2類である。粒径組成では、 奈良時代とされた 7点の
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うち、 4点がe類であり、残る 3点のうち、c類が2点、 d類が l点である。古墳時代後期と された 3

点は、いずれも e類である。

考察

1 )胎土から推定される地質学的背景とその地域性

土器胎土中に含まれる鉱物片と岩石片の組成は、 土器の材料となった粘土や砂が採取された場所の地

質学的背景を示唆している。今回の須恵器各試料の胎土では、すべての試料において、岩石片はほとん

どチャートのみから構成されるような組成であり、 チャー卜以外の岩石片は、試料によって砂岩が微量

散見される程度であった。須恵器試料は、焼成温度が高いことから、 チャー 卜以外の岩石片は変質ある

いは消失してしま った白J能性もある(実際に試料番号25には、軽石や凝灰岩、安山岩などが微量ながら

も認められている)が、それを差し'11し1たと しても、今回の須恵器試料の胎土の地質学的背景には、チャー

卜や砂岩など堆積岩類からなる地質の分布が推定される。

ここで、入野高岸古窯群および衣原古窯群の位置する静岡県中部の地質を土(1986)などによ り概観

すると、入野高岸古窯群の位置する丘陵は古第三紀の堆積岩類からなる瀬戸川層群により構成されてお

り、衣原古窯群の位置する丘陵は新第三紀中新世の堆積岩類からなる大井川層群により構成されている。

瀬戸川層群を構成する岩石については、杉山 ・下川(1981)によれば、砂岩 ・頁岩@チ ャー卜 などの堆

積岩類を主体と し、石灰岩や凝灰岩も分布するとされている。また、杉山他 (1982)による記載では、

凝灰質頁岩や安山岩質凝灰角磯岩からなる層位も分布している。 一方、大井川層群を構成する岩石につ

いては、杉山他(1982)により、砂岩泥岩からなるとされているが、瀬戸川層群に由来する岩塊も含ま

れる層位も記載されている。 したがって、それらの地質に由来する砕屑物からなる砂や粘土を想定した

場合には、そこに含まれる岩石片は、物理的lこ安定なチャー卜が相対的に多く含まれていると考えるこ

とができ る。このことから、入野高岸古窯群出土須恵器も衣原古窯群出土須恵器も、 その材料となった

粘土や砂は、 瀬戸川層群あるいは大井川層群の分布する丘陵地周辺の堆積物に由来する可能性が高い。

ー披的にいわれるように、窯の立地条件が原材料の入手にあると した場合には、入野高岸古窯群出土須

恵器も衣原古窯群出土須恵器も、 それぞれの窯跡周辺の堆積物を土器の材料としている可能性がある。

2 )窯跡および器種と胎土との関係

今回の分析では、入野高岸古窯群と衣原古窯群のそれぞれから出土した須恵器胎土について、鉱物片

と岩石片の組成からは区別するこ とができなかった。これは←t述したように、両古窯の位置する地域の

地質学的背景が同様の岩質からなることに起因する と考えられる。 しかし、鉱物片 ・岩石片以外の胎土

の特徴では、両古窯間で胎土の特性に若干の違いを認めることができる。まず、長石類の有無すなわち

焼成温度で見ると、入野高岸古窯群では Al類が多く、友原古窯群では A2類が多いことから、入野高

岸古窯群の須恵器の方が、焼成温度の高い傾向がうかがえる。 砂粒の量比では、 前述したように入野高

岸古窯群の須恵器は衣原古窯群須恵器に比べて少ない傾向にあり、さらに、粒径組成では、入野高岸古

窯群ではd類が多く、衣原古窯群では e類が多いことから、 入野高岸古窯群須恵器の方が、やや組粒の

傾向があるといえる。 これらの両古窯聞の違いは、「傾向」として指摘でき るものであり、現時点では

両古窯聞の胎土特性は明瞭には分離する ことはできない。

上述した各窯の傾向から、衣原遺跡から出土した須恵器について検討してみたい。衣原遺跡出土須恵、

器のうち、 古墳時代後期とされた 3点については、全点がA2類であり、 かっe類である。これは、衣

原古窯群出土須恵器の傾向とよく一致する。したがって、これらは衣原古窯群で製作された可能性があ

る。奈良時代の 7点については、全点A2類であり、 4点がe類であるこ とから、やはり、 衣原古窯群

の傾向がうかがえる。ただし、今回の衣原古窯群試料には認められなかったc類の胎土が混在するこ と

から、 衣原古窯群以外の窯 (入野高岸古窯群にはc類がl点ではあるが認められている)で製作された
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須恵器が混在するか、あるいは、衣原古窯群でも奈良時代になると c類の特性を有する須恵器が作られ

たかのいずれかの可能性が考えられる。

器種と胎土との対応を今回の試料において確認すると、焼成温度、砂の量比および粒径組成のいずれ

においても、相関関係を認めることはできなし可。これは、古窯出土試料でも遺跡出土試料でも同様であ

る。また、器種を聾の大型、瓶類・壷類の中型、杯類の小型という まとまりで見ても、現時点では相関

関係を見出すことはできない。 したがって、今回の分析結果からは、器種による土の使い分けというこ

とは示唆されない。
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表55 分析試料一覧および胎土分類結果

鉱物 ・岩石 粒径組成

| 遺跡名 区 遺構・グリ y ド・層位 種類 器糧 備考 A B j 

1、2 1:23 41a b:c:d e f 

1 入野市i宇古.，，/伴 l号燕 ・V次床 iIドよ.t~，品 川局、 古墳時代後!明 ! 

2 入野25品121R昨 ]勺?1・v次床 須EJ~2 釘 古IIftll年代後期

3 入野川fil.!{ぷ/t下 l号z呪・111i大床 例14~{総 f平副t 古墳時代後101

4 入野ZJJiit古窯~f I 1号派 ・li大M ，H出2;; ~1 古IR時代後j~1

5 入野市山古:挺昨 2 号iZI ・ (改修InI)I~lk~~部 組!i!HiJ m 古I百時代後!Bl

6 入野河岸古:主r.f I 2り窯 ・(改修後)1日時許B ，且恋日~~ 廊磁 | 古rI時代後開j

7 人野川i~‘占官I町 2号 e税・(改修後)fl可庭部 iIH512 瓶定i 古墳時代後!Uj

8 入野日出古35群 灰原 ・G-7グリy ド iIu4'探 釘 古墳時代後期|

9 入野口出古酬 版原 ・24Tr iIi.¥L1i1:2 必矧 古明時代後期

10 入野口iF古河j洋 灰lh1・24Tr i貞思1fi .t不Zt 7iJ.R時代後lU|

11 衣服古ぷnr. 1号熊 ・I次床 活必日B ittn: 古tR時代後期

12 衣服古京l咋 1号京 ・出土 治思器 蛇 古明時代後期

13 衣匝1古2111~ 1号;摂 ・坦!士 m忠2~ jIj4恕i 古境時代後1bj

14 衣原古高官群 灰I1;1-A.5グリ ソド 須EE25 蕊杯 古12時代後!Hi

15 衣原古市1胃 灰原 ・D-5クリッド iH思器 瓶煩 古明日時代後期

16 衣原古賀昨 灰E;r，Z-7グリッド 組思器 rEH、 吉明時代後15l

17 1 衣原古蒋/tF 土器溜まり ・c⑤グリソ卜 側諸 制 古切時代後開l

18 衣服古151洋 J1:..5溜まり ・b⑤グi).， ド 須山器 EE 古明時代後期

19 衣原古燕併 土25溜まり ・c-⑤クリッドLIi''iI ，白血25 2E矧 古墳時代後回l

20 衣原古官1RT 表土 ・C-5グi).，ド ia恐*t 町、身 古明時代後期l

21 衣15liti跡 7 'a:.!」合前 須思器 EE 奈良時代

22 衣fJ7ti立跡 10 包含府 須恕器 盗額 祭以時代

23 衣原.iiI跡 10 t!!cl"回 ，jIIE器 保溢 奈良時代つ

24 衣原iLi跡 10 包合路 fIi.l!!Hi2 r不必 奈良時代

25 衣服ii3跡 8 E-3グリ 'J r:.包合F'j ，且EI器 質 奈良時代

26 衣服冶跡 8 E-3グリ y ド・包合前 須恋器 杯身 奈良時代 : I 
27 衣服il:t跡、 8 I D-4グリッド・包合問 須思22 郎催 奈良時代ワ

28 衣服iiI跡 6 SD1428 5R忠松 成町: 古明時代後間l

29 tz原itI跡 6 SX1446 511忠犯 尚知 市12時代後lEl

30 衣原iU跡 6 E-2グリッド・包合fi ;h忠器 誕百i 占tR時代訟則つ



表56 薄片観察表

砂 舘の橿顕嶋成

鉱 物片 岩石片 その他

試 砂位 石葺 カリ
斜畏石 スヲリ カランン 方輝斜石z輝a石 世化自石 ア7 ク 緑腹右 草岳自壁 蟹母鳳 ルコジ 石褐車 物本置鉱明 チャトi 頁老若 砂考"蝿岩 躯石 スコアリ a灰岩E結溶葎灰岩 流紋岩 ガラ 岩賓山 室武岩 結石英晶事 岩類花闘 花状岩片商 畏岩珪 問揖岩 ホルン 書片岩 5 フン 質百岩E珪化岩 火山ガ 富喜 諸Z君語体 合

料
区分 畏石 ト ン

デサイ 質安岩山ス

フ フ 計
"ミ 石 望

ヱ ス
フ Jv Jレ
イ ス ス
卜 イ

ト

輯 諜 。

極粗位砂 。

祖粒砂

中 粒砂 2 I 日l

砂
細粒 砂 4 

極 細粒砂 8 8 

粗粒シルト 5 

中粒シル卜 4 4 

革 置 177 

子L 隙 8 

細 硯 。

僅租粒 砂 。

租 粒 砂 。

中 粒 砂 l 5 2 8 
砂
細 粧 砂 21 14 お

2 
極細 粒 砂 42 10 52 

租位ンル ト 34 111 I I 36 
中粒ンル ト 16 16 

基 質 605 

孔 開 105 

掴 • 。

極相粒砂 。

思 粒砂 11 

中 粒砂 日

砂

相 粒砂 3 3 

3 
極細租砂I6 l 2 9 

粗粒シル卜 I3 l i 5 

中粒ンル ト 。

基 質 110 

子L 隙 8 

細 司量 。

極粗並砂 。|

|粗粒砂

中粒砂 。
砂

細位砂 l 2 
4 

極細粒砂 5 2 7 

粗粒ンルト 17 17 

中粒ンルト 16 16 

基 質 505 

子L 隙 23 

細 礁 。

極租粒砂 2 2 

粗粒 砂 1 

中粒 砂 1 1 l 3 
砂
細粒砂 8 l 3 12 

5 
極細粒砂 11 4 15 

粗粒シル ト 12 l 

中粒シル ト 8 8 

基 質 428 

干し 隙
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表56 薄片観察表

砂 祖国彊 類 構成

鉱物片 岩石 片 その他

試

砂粒分区
斜長石 スクリ カランン 斜方輝石 輝芸 員石 酸肉石化角 アチクノ 緑腹右 母雲自 雲母県 ルコジ 書石 物量鉱明

チヤ 岩頁 砂岩 醐若 経石 スコ
震雇灰 流紋岩 ガスラ 安宅山吉 玄武宅苛 英事結皿石 花岩顕蹴 片状花石崩 珪畏岩 問語弔吉 ホJンレ泥賀片岩 ホルフン 言岩 岩語火山ガ 有物縄 珪環 綿海喜

書珪酸体 1 官ロι
リ

料 ト ン 卜 ア

サデイ 質岩茸山

フ フ
ノく 石 石閃

エ エ ス
フ Iv Jレ
イ ス ス
卜 イ

ト

細 11 。
僅租栓砂

粗粒砂

中粒 砂 2 
砂
細 粒砂 4 1 1 6 

6 
極 細粒砂 8 l 10 

担設ンルト 7 l 8 

中盤シルト 4 4 

基 置 208 

干し 開 38 

掴 捜 。
種粗粒砂 。
粗粒 砂 l l l 3 

中 粒砂 3 。 i 日
砂
個 粒 砂 6 3 3 1.2 

7 
極秘粧砂 24 6 2 32 

租粒シルト 31 4 35 

中粒シルト [5 [5 

基 質 565 

手L 陳 185 

掴 硯 。
領租粒砂

ト一一一L -ιLI_仁 l
2 

租税砂 l 
卜一

中 栓砂 2 2 2 2 9 
砂 ト一一
掴位 砂 16 l 10 6 33 

B 
極掴位砂 22 l a 2 33 

割位ンル卜 32 32 

|中牧ンルト ls [8 

革 賀 "9-1 

子L 隙 ω 

哩昆 仁亡:
I 

。
橿租位砂 2 2 

担位砂

中 独砂 1 4 6 
暗

緬粒砂 [2 2 [<[ 

日

極細位砂 [6 6 l 23 

粗柱ンル 卜 II 111 I I 
中粒ンルト 4 

革 質 570 

孔 照 88 

細 liIII 。
径組組砂 2 。
租粒砂 1 

。|
中段砂 3 

砂 トー
組位砂 1 

10 
極細位砂 2 ;ヲ 8 

積栓ンルト 8 9 

中位ンルト 7 7 
ト一一

基 費 ぉ，91

孔 棟
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表56 薄片観察表

砂粒の種 類構 成

鉱物 片 岩右片 その他

試

砂誼分区

右英 カリ 斜長石 ク カ
斜方輝石 輝単針石 角閃石 酪f肉石角t アクチノ

蝿警警自 鳳窟母 Jンコb 
里縄 物平遺鉱明 チヤトl 

璽宅吉 1署2室| 曹率吉 経石 スコ
震言灰岩
流絞岩 ガラ
安岩山 武岩玄 宰結石英晶 花者積圃I片状花岩圃 珪畏岩 緑閃岩 ホルフン 泥置岩片 512 珪化岩 火ガ山 物草植壁 ム計回

U ン

畏石
ス ラ り

デサイ 置岩茸山ス
料 卜ン ン ア フ フ

パ石 閃石
エ エ ス

フ '" Jレ
イ ス ス
ト イ

ト

細 • 。
橿糧粒砂 。
粗詑砂 l 11 

中 粒砂 2 1 1 4 

砂
細栓 砂 6 5 12 

11 
橿掴粒砂 181 11 2 6 2 29 

組組ンルト 26 2 281 

中粒シルト 13 131 

基 置 4∞| 

到し 陳 20 I 

細 理畢 。
極粗粒砂 1 1 

粗粧 砂 l 1 

中 粒砂 2 2 。
砂
細粒 砂 6 日 3 3 15 

11 
極細租砂 15 2 6 23 

粗栓γ，~ ト 19 2 4 25 

中粧シルト 18 18 

基 質 436 

孔 陳 18 

細 • 。
極粗粒砂 。
粗往砂 1 l 

中 栓 砂 2 1 2 1 3 2 12 
砂
細粒 砂 181 21 1 15 1 1 41 

13 
極細粒砂 291 J 1 7 8 4 50 

粗粒シルト 21 日 5 29 

中祉シルト 7 7 

基 量 557 

子1 開 28 

一車E 礎 。
極粗栓砂 。
粗粒砂 。
中粒砂 1 l 

砂
細 祖砂 4 3 i 8 

極細誼砂 15 3 6 3 27 

粗誼シル ト 19 2 22 

中粒シル ト 15 15 

基 貴 406 

孔 隙 29 

車咽 砲 。
極粗粒砂 2 。
粗粒砂 l 。
中粒 砂 1 1 

砂
細粒砂 7 3 10 

15 
極細粒砂 25 i 6 l 33 

祖粒シルト 37 2 40 

中粒シル卜 25 2，¥ 

基 質 596 

手L 隙 64 
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表56 薄片観察表

砂 粒 の 積 類 構成

鉱物片 岩 石 片 その他

試

砂投分区

石英 力

主石 ス1 カ3ン 斜方雲語単 角望酸化角悶石 アチクノ 師鹿石 冨母自 鵬冨母 ルコジ E石 物量明鉱
チヤ 頁岩 砂岩 碩岩 経石 スコ

援灰岩 結夜灰花事王
紋流宅ヨ ガラ 置岩山 玄武岩

言英晶石 語岩銅
花岩片状幽 長珪岩
問輯岩 ホJンレ
泥質片岩 ホルフン 歪質岩 珪化岩

火出 有宮環珪 海輔傍針
雪珪酸体 計合長石

り

料
ト ン ト ア

サデイ 岩質安山ス

フ ヲ
Bミ 石

閃石
エ ス

ラ )~ )~ 

イ ス ス
ト イ

ト

相 lilI l l 

橿祖詑砂 。
組 粒砂 。
ロド 粒砂 1 l 3 

砂
細 粒砂 3 l 4 

16 
極細粒砂 10 l 11 

租位ンルト 21 l 23 

中盤ンルト 16 16 

基 置 279 

孔 隙 51 

細 碍 。
撞粗栓 砂

祖 粒 砂 | 。
中粒砂 l 

砂
掴 粒 砂 4 3 7 

17 
極 細 粒砂 5 1 l 7 

租栓ンルト 14 3 17 

中粒シル ト 18 18 

基 質 372 

子L 開 30 

踊 型車 」 。
個租位砂 。
租 位 砂 l 

中位 砂 l 
砂
掴包 砂 4 6 l 1I 

18 
缶 輔 粒砂 22 3 2 28 

租位ンルト 35 2 I1 3 41 

中粒ンル ト 24 24 

基 質 3631 

孔 鴎 21 

組 司匝 I I。
極租位 砂 。
租 粒砂 。
中粒砂 2 日

砂
掴 続砂 11 2 14 

19 
極細 粒砂 14 4 18 

租粒ン)~ ト 41 I11 43 

中位シルト 28 28 

基 質 485 

干し 醐 65 

相 1iII 。l
怪粗粒砂 。
租粒 砂 。
中 位 砂

砂
輯 位 砂 4 3 

2C 
極細粒 砂 8 l 10 

組位ンル卜 13 112 16 

中程ンル卜 10 10 

基 賀 242 

孔 " 37 
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表56 薄片観察表

砂粒白 檀頬情 成

鉱 物片 岩石片 その他

試

砂粒分区

石英 力 斜長石 ク カ
斜方輝石 単制寓石
石閃 化自石
アクチ 緑E石E 冨母白 黒Z母E Jジコb 褐厳石 透不 チヤ 石頁 砂石 宜山岩 武岩主

言石英品 語岩掴 片状花岩商 珪畳岩
問棉輯 ホJンb 
泥置岩片 ホJフLノb 変置岩 珪化岩 出ガZ 物 珪蕩 海醐1 物珪ま植 ム計ロ

り :ノ

長石
スラ

物鉱日月 ト1 
料

卜ン ノ ン ア フ フ
パ石 閃石

ヱ ヱ ス
フ Jレ Jレ
イ ス ス
ト イ

ト

細 磯 。
極粗位砂 1 l 

粗粒砂 1 1 1 4 

中 粒砂 11 4 3 18 
砂

I I 細粒砂 19 l 9 5 34 
21 

極細位砂 お 1 4 2 32 

租栓"ル ト 10 10 

中段ンル卜 ? 7 

基 置 373 

孔 隙 16 

|綿 11 。
極粗粒砂 。
組粒砂 。
中粒砂 。

砂
細粒砂 5 l 4 l 11 

22 
極細粒砂 141114 7 26 

粗位ンルト 23 3 1 27 

中位シルト 8 8 

基 置 359 

干し 隙 3 

車目 司匝 。
極祖誼砂 l l 

粗粒砂 。
中誼砂 2 2 6 

砂
細教砂 12 2 4 3 21 

23 
極細粒砂 24 l 11 5 31 

粗詑ンル卜 26 l 27 

中粒ンルト 15 15 

基 質 543 

干し 開 73 

細 司量 。
。

組粒砂 。
中組砂 l l 2 

砂
掴位砂 2 8 11 

24 
極掴粒砂 5 114 3 23 

租粒ンルト 18 11 3D 

中粒ンルト 13 l 14 

基 貿 420 

孔 開| 9 

踊 習量 。
極 極 粒砂 。
祖 粒 砂 2 2 

中粒 砂 2 5 l 2 1 4 15 
砂
細粒砂 12 4 24 I 1 5 6 53 

25 
極細粒砂 20 6 12 2 l 41 

粗粒シルト 24 8 4 36 

中粒シル 卜 16 5 21 

基 置 759 

孔 陳 25 
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表56 薄片観察表

砂粒 の 種掴惰 成

鉱物片 岩石片 その他

民

砂位分区

石甚 カ
斜長石 クスリ ラカンン 軒方圃石 輝石単斜 角閃石 蹟4角閃石ヒ7 テクノ 録庫石 雲母白

雲母黒 ルコジ 2石 量鉱物明
チヤ 頁岩 砂岩 醐岩 経石 スコ

事灰岩量 沼箱Z灰ZE 吉
流紋苓ヨ ガラ 岩安山 武岩宝

喜英品石 碩詰者 片状花幽岩 珪畳岩
問揖岩 ホルン 質片岩泥 ホJフJ b 
言語 火山ガ 有襖鞠 3珪E 寓棉骨針

寝珪堅計台長石リ リ

軒 ト ン 卜 ア

デサイ 質安岩山ス

フ フ
ノて 石 石閃

コt エ ス
フ JO JO 
イ ス ス
卜 イ

ト

車租 醸 。
極極往砂 。
粗粒砂 1 

中粒砂 2 2 1 6 
砂
細註砂 16 1 4 30 

26 
16; I 極幅位砂 23 2 41 

租盤ンルト 30 I I 6 11 6 43 

中位シル ト 23 23 

|基 置 502 

手L '臨 22 

相 型車 。
極粗位砂 。
粗粒砂 。
中粒 砂 。

砂
掴 位砂 5 19 3 27 

27 
置掴粒砂 17 6 13 36 

粗位シル ト 32 7 

中位ンルト 19 I 19 

基 質 454 

孔 陣 22 

繍

" :~-ー
。

極極位砂 。
租位砂

中盤砂 2 ! 日

砂 l

掴位砂
28 

橿掴位砂 6 3 10 

組誼ンルト 12 13 

中位ンルト 4 4 

基 置 238 

孔 隙 71 

掴 理量 。
題担位砂 。
埋設 砂

|中位 砂 l 2 
砂
掴位 砂 5 4 9 

29 
|極圃位砂 JO l 13 24 

担栓ン川 121 11 6 29 

中粒ンルト 2日 20 

基 賓 455 

干し '匝 42 

輔 司・

|箇租位砂 。
租位砂 。
中担砂 l 2 

砂
掴位 砂 4 9 13 

恒細粒砂 6 114 13 

積往ンル ト 15 117 23 

中投シルト 9 9 

基 置 406 

l孔 開 42 
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1試料番号1

Qz石英 PI斜長石 Cheチャー卜 FeO 畿化鉄 P孔隙

写真左列は下方ポーラ一、写真右列は直交ポーラー下

写真20 胎土薄片 1

門-

05mm 



日z石英 PI 斜長右 Cheチャート FeO 酸化鉄 P子L隙

写真左亨1)は下方ポーラ一、写真右夢1)1立直交ポーラ 下

写真21 胎土薄片 2

O.5mm 
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6 試料番号19

7.試料番号21

8試料番号23

9試料番号26

Qz石英 Cheチャー ト P-Qz多結晶石英 0.5mm 

写真左夢IJは下方ポーラ一、写真右折lは直交ポーラー下

写真22 胎土薄片 3
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はじめに

3.衣原1・2・3号窯の考古地磁気学的研究

広岡公夫・重松愛弓 (大阪大谷大学)

金井友理 ・小暮宣亮 (富山大学)

中国では、磁石(磁気コンパス〉が北を指すこ とが西暦紀元前後の昔から知られていた。そして、8

世紀になると、磁針が指す北 (磁北〉と地理学的な北 (真北)との間にあるわずかなずれの角度も測れ

る高精度の磁石が存在した (ニーダム 1972)ことも知られている。 その磁石の針のずれは、場所と時

代によって違いがあるが、真北から数度~十数度、東または西に振れる。こ の振れの角度を偏角

(declina tion)という。磁石の針は水平面内で回るよう に作られているので、水平にして方位を知る こ

とができるが、重心で支えて上 Fにも傾くことができるように作れば、赤道付近では大略水平で、あるが、

北半球では磁針のN極は水平より下に傾く。この傾斜角を伏角Cinclination)という。伏角は緯度が

高くなるにつれて急傾斜になり、北極付近では鉛直 F向きになるところができる。この地点を磁極という。

磁石が北を指す原因は地球が一つの大きな磁石であることによるためである。この地球磁石が作る磁

場は「地磁気(g-eomagnetism)Jあるいは「地球磁場 (geomagneticfield) Jと呼ばれ、その方位は地

球上のそれぞれの地点によって異なっている。 ある地点の地球磁場は偏角 (D)と伏角 (1)および磁

場強度(全磁力、 totalforce ; F)で表される (図215)。これら、D、 I、Fを地磁気の 3要素という。

Bauer (1899)は19世紀末までに世界各地で行われた地磁気の偏角・伏角の観測記録を網羅し、 地磁

気変動の様子をま とめた。それによる と、 最古の観測は16世紀半ば頃にロンド ン・グリ ニッヂ天文台で

偏角。 伏角の観測が始まり、それ以来、継続的に観測が行われている。その後、ノマリやローマをはじめ

ヨーロッパ内およびその国々の力が及ぶ地域で観測が始められた。ロン ドンも含め世界各地の偏角 ・伏

角はともに少しず、つ変化していることが明らかになった。このゆっく りとした変化を地磁気永年変化

(geomagnetic secular variation)という。このように、地球磁場方位は地球上の地点ごとに異なる上

に、時間的にも変化しているのである。また、最長のロンド ンの観測記録をもってしでも永年変化の変

動周期は得られていないので、少なくと も450年より は長い周期をもつものと考えられる。

日本では明治になってしばら くして (明治12年、1883年)、やっと、水路部(現在は国土地理院に受

け継がれている)によって、 偏角・伏角の継続的観測が東京で始められ、偏角の西偏が少しず、つ大き く

なる傾向が見られたが、伏角はほとんど変化しなかったことがその後の観測から明らかになっている。

偏角のみの観測については、日本でも17世紀まで遡れる。 今道 (Imamiti1956)は日本列島付近の

地磁気偏角の観測記録を収集し、17世紀初頭 (1613年)まで遡る ことができるこ とを示した。それによ

ると、ジャワ島のパンテン港を出港したセーリス司令官率いるイギリス東インド会社の商船団が日本に

寄港し、停泊中の九州、1・平戸において行ったのが、 日本最初の観測である (村}II1970)。その後、オラ

ンダ人の航海家のフリース (MaertenGerriz de V ries)が1643年にフィリピン群島東方から北上し、

伊豆諸島を経て東京湾に至り、横須賀港に寄港した後、さらに東北日本東方沖を経て、色丹島、ウルッ

フ。島まで航海した。その航海中に小笠原から十勝沖までの日本列島東方沖において、 16点で偏角の観測

を行っている。 この観測は当時 (17世紀中頃)の日本付近の偏角分布を考える上で貴重なデータを提供

しているのである。

しかし、残念ながら中世以前についてはこのような地磁気観測のデータは皆無であるため、当時の日

本列島付近の地球磁場分布の様子 (磁場の地域差)も不明であるが、過去の地磁気方位を記録している
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遺跡焼土の残留磁化(後述)を測定する ことによって、昔の地磁気を復元することができる考古地磁気

学的手法によって、 後述のよう に、地方ごとの考古地磁気永年変化曲線が得られている地域がある。

熱残留磁化

土や粘土に は通常、磁鉄鉱 (F巴 30 4) や赤鉄鉱 (Fe 20 3) などの鉄酸化物が 2~3%含まれている。

これらは磁石になることができる磁性鉱物である。 これらの磁性鉱物は加熱されると、それぞれの鉱物

に固有の温度に達したと きに磁性を失い、非磁性の鉱物になる。その温度をキュリ一点といい、 磁鉄鉱

では5780C、赤鉄鉱では6700Cである。逆に、 キュリ一点以上の高温から冷やされてくると、キュ リ一点

に達した途端に、磁石になろうとする性質が蘇ってくる。 地球磁場の作用している地球上でこのような

加熱 冷却のプロセスが進行する と、磁性鉱物は冷却時の地磁気の方向の磁化を獲得する。このような

磁化を熱残留磁化 (thermoremanent magnetiza tion、略して、TRM)といい、非常に安定で半永久

的に保存される。したがって、 窯跡や炉跡のよ うな焼かれてから動かされていない焼土遺構は、焼かれ

た当時 (冷却時〉の地磁気方位をTRM として記録することになる。地磁気方位は永年変化をしている

ため、焼かれた時代が異なれば残留臨化も違った方位のものとなる。 すなわち、焼土の残留磁化は焼か

れたと きのその地点の地磁気方位を記録し、その記録を後世までずっ と保ち続けているのである。いわ

ば、「地磁気の化石」と もいうべきものである。考古学遺跡に残されている地磁気の化石 (残留磁化)

を測定して過去の地磁気の変動を知る研究を考古地磁気学 Carchaeomagnetism)という。日本におけ

る考古地磁気研究については、広岡 CHirooka1983;1991)によってレビューされている。

考古地磁気永年変化

遺構焼士の残留磁化測定から得られた考古地磁気データ (偏角@伏角)を(考古編年にしたがって)

年代順に並べると考古地磁気永年変化 Carchaeomagneticsecular variation)を求めることができ る。

日本では西南日本(北陸 ・東海地方から九州北部に至る地域)における過去2000年間の考古地磁気永年

変化が明らかにされている CHirooka1971、広岡 1977)が、その後のデータの蓄積によって、地域ご

との地球磁場方位の差異は相当大きなものがあり、西南日本という広範囲では同じ時代でも、 偏角・伏

角に数度以上の違いのあるおそれが考えられるようになった (広岡 1989;1990)。そこで、特に多くの考古

地磁気データが得られている北陸地方(福井 ・石川 e富山3県に新潟県西部を加えた地域)と東海地方

(岐車 ・愛知・ 三重に静岡西部を加えた地域)について、それぞれの地域内の遺構の測定データのみを

用いて考古地磁気永年変化曲線が作成された。 北陸版永年変化曲線 (広岡 1997) は A.D.500~1550年、

東海版永年変化曲線 (広岡 @藤津 2003)C図216)はA.D.700年~明治までの年代をカバーする。

今回の衣原古窯群の考古地磁気測定では、東海版永年変化曲線を用いて、残留磁化測定結果をこの永

年変化曲線と照合することによって同古窯群の考古地磁気年代の推定を行う。

考古地磁気試料の採取と測定

静岡県藤枝市の第二東名道路の建設地で検出された衣原1・2• 3弓会窯についτ考古地磁気測定のた

めの試料を採取した。 1・2号窯は2003年 7月3日に、 3号‘窯については2004年11月1日に試料採取を

行った。採取試料数は、 1号窯から21個 (試料番号88Z101~121)、 2 号窯から 12個 C88Z81~92) 、 3

号窯から17個 (88Z131-147)の総計50個である。 採取試料

数、試料番号は表57にまとめられている。これらの試料はす

べて次に述べる方法によって得られた精密に方位が測られた

定方位試料である。

l号窯は須恵器窯であるが、 2号。 3号窯は、 俗に “八つ

自うなぎ"と呼ばれている横口付きの炭窯である。

試料の保有する熱残留磁化方向から古窯の操業当時の過去

表57 考古地磁気試料個数と試料番号

古窯名

衣原 l号窯

衣原2号黛

荻原3号黛

試料個数 民料番号

1
i

η
J
U
η
I
 

2

1

1

 

SSZ101 ~121 

SSZ81~92 

SSZ131~147 

Lat.: 32' 53' 48.2" N、 Long-.:138' 14' 46.7" E 
Dp = -6.33' 
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の地磁気方位を復元するのであるから、試料の遺構中の方位の測定精度が大きく結果に影響する。 しか

し、限られた時間で試料を採取しなければならない遺跡現場でのサンプリングでは、できるだけ短時間

に、しかも高精度で定方位試料を採取する必要がある。我々のグループが確立した採取法は、石膏で固

めた表面に平面を作り、その面の最大傾斜線 (pitch)の方位とその傾斜角 (dip)を測定してから採る

方法である。この方法では平面はいくら傾斜していてもかまわないので、 最もよく焼けたと思われる部

分を厳選してサンプリングすることができ、比較的短時間に精度のよい定方位試料が得られる。

定方位サンフ。ルの採取方法の手順は次の通りである。

1 )まず、窯床面のよく焼けている部分を選んで、試料として採取する焼土(こぶし大)の周りに深さ

数cmの溝を掘って、こぶし大の部分に付着している土片や土壊を刷毛などできれいに取り除く。古窯中

の試料採取部位が自由に選べる場合は、焼成室中央部の中軸線沿いの床面部分で採取する。側壁際や窯

尻、焚口近くは、 焼成中の窯内磁場が歪んでいる可能性があり、正確な地磁気の方位を示さないおそれ

があるからである。側壁しか焼けていない場合には、左右の両壁から均等に試料を採取するように心が

ける。

2 )次いで、多めの水で溶いた石膏(牛乳程度の)をその削り出した部分にかけ、全体がくずれないよ

うに固定した後、 濃いめに溶いた石膏(ソフト・ク リーム程度の)を焼土の表面にのせ、数cm角のアル

ミ板を押し付けて石膏の上面に平面を作る。 先に薄い石膏をかけるのは焼土表面の細かい凹凸の中にも

石膏がしみ込んで補強するのと、後でかける濃い石膏とよく馴染んで試料が壊れにくくなるからである。

3 )石官が固まった後に、アルミ板をはがして、石官平面の最大傾斜線(これを pitchという)の方

位とその傾斜角 (dip)を考古地磁気試料採取用に特に改造された特製クリノメ ーター (日irooka1971) 

で測り、野帳に記録する。石膏平面には、その面の走向 (strike)と傾斜方向を示す3点と試料の番号

を油性マーカーで記す。

4) 1本刃の手鍬を用いて石膏で固めた試料を追構から掘り起こす。

5)試料の裏面にも石膏をかけて補強した後、 l個ず、つ壊れないように紙で包む。

遺構の大きさ にかかわらず、 1 遺構当たり、このような試料を通常は10~15個採取 して、 研究室に持

ち帰るが、焼けが不十分な窯の場合は、より多くの試料を採取することが望ましい。

持ち帰った試料は、試料表面に記されている方位を示す3点をもとに、一辺34mmの立方体に切断・ 整

形する。整形にはダイ アモ ンド・カッ ターを使用 し、切断面にはその都度、 石音をかけてくずれないよ

うに保護しておく。

今回の衣原古窯群では、 1号・ 2号・ 3号窯ともに窯の破壊を最小限に留めるため、トレンチを入れ

る予定の部分でサンプリングを行った。 l号窯では中軸線沿いの トレンチで21個、 2号窯では焼成室奥

部と中央部および焚口近くを横断するそれぞれのト レンチから計12個、3号窯では中軸線沿いのト レン

チの窯奥部と中央部、および中央部の横断 トレンチから17個の試料を採取した。しかし、サンプリング

位置が限られていたため焼けが不十分の部位でも試料採取を しなければならないきらいがあったので¥

少し通常よ り多くの試料を採取した。と くに、 3号窯では焼けが非常に悪く、正常な地磁気の記録とし

ての残留磁化が得られる自信はなかった。

pitchの方位はクリノメ ーター(特製ク リノコンパス)の磁針を用いて決めているので、磁北を基準

にした方位になっている。 したがって、 磁北が真北からずれている分だけ振れたものになっている。そ

の振れの値、 すなわち、 遺跡現場における現在の偏角を求めねばならない。 現在の偏角値 (Dp)には、

国土地理院発行 1/2.5万の地形図「向谷」 に記載されている 「磁針方位は酉偏約60 20' Jから-6.330

とした。測定結果の各試料の偏角値はすべてこの値で補正してある。遺跡現場の緯度 (Lat.)・経度

(Long.)とと もに、 現在の偏角値 (Dp)も表57に掲げられている。
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残留磁化の測定には大阪大谷大学に設置されている夏原技研製のリ ングコア型スピナ一磁力計 (SMM

85型)を使用し、試料1個につき 6回置き直しをして測定した。縦型のこの磁力計では、回転軸は鉛

直方向であるので、 l回置きで回転軸に垂直な平面(水平面)内の直交2成分の磁化を測定することが

できる。したがって、 6回置き直すと12成分が得られ、 3次元ベクトルである磁化ベクトルの直交 3成

分 cx.y.Z)のそれぞれを4回ず、つ測ることになる。これら4個の値の平均値をx.y.zのそれ

ぞれの磁化成分とする。

採取した試料が元々保持している自然界で獲得した残留磁化を、自然残留磁化 Cnaturalremanent 

magnetiza tion ~略 して、 NRM) といい、これには最終焼成後に付加された不安定な二次磁化成分も

含まれている。このような二次磁化成分を除去するには、交流消磁実験が効果的である。交流消磁装置

は、高透磁率金属である μーメ タルの円筒で磁気シールドされたソレノイド ・コイルに任意の交流電流

値を流せるようにした装置で、コイルの中空部にはサンプルを装着し、同時に直交2軸のまわりに回転

できるようなサンプル・ホールダーを備えている。電流を流すとコイノレ中空部には交流の周波数に応じ

て反転する交番磁場が発生し、サンプルは磁気的に揺すられ、より安定性に劣る磁化成分が消去されるO

サンプルを回転するのは、交番磁場がサンプルのあらゆる方向に均等にかかるようにするためである。

電流値を段階的に強めてい く段階交流消磁を行う と、抗磁力 (残留磁化の変わり難さ)の小さいもの

(より不安定な成分)から順に除くことができるので、二次磁化成分の除去には特に有効である。

通常、私達の研究室での段階消磁実験では、まず、 2.5mT、5.0mT、7.5mT、10.0mTの4段階の消

磁磁場を設定して行う。それでも、現在の日本付近の地球磁場強度は約50μT(0.05mT)程度なので、

地磁気強度の50倍から 200倍の強烈な磁場で揺すっていることになるのである。多くの場合、 2.5mT~

7.5mTの段階で磁化方向のまとまりが最もよくなり、二次的に付加された安定性に欠ける成分が除去

されたと判断される。

各段階で消磁後、直ちに残留磁化の測定を行い、各試料の残留磁化方向と磁化強度を知る。各段階ご

とに磁化方向のまとまり具合を計算し、 最もよくま とま る消磁段階を最適消磁段階と認定し、その段階

の平均磁化方向を考古地磁気データとして採択する。 10.0mTの段階に達しでも、まだ、磁化方向のま

とまり具合の改善が続いている場合には、さらに高い段階(15.0mT、20.0mTなど)を追加して消磁実

験を行い、一旦まとまりがよくなった後にばらつき始める段階まで消磁を行う。今回の衣原古窯群でも、

最適消磁段階は2 .5mT~7.5mT の範囲におさまっているが、 l 号窯では15.0mT で追加消磁を行った。

通常、これらの試料の中には、大きく磁化方向が外れるものが若干数見られることがよくあるが、そ

れらは、焼成時に十分温度が上がらなかったか、試料の方位測定の際の磁針の読み間違いか、残留磁化

獲得後にその部分が物理的に動かされたか、壁や天井の焼土が紛れ込んだか、試料中に磯(岩石も生成

した時の残留磁化をもっ)が含まれ、 それの中心部まで加熱されなかったか、あるいは、測定の際の誤

差(試料の置き間違いなど)などの原因で当時の地磁気の方向とは異なった方向の磁化をもつことになっ

たものと考えられ、 このような試料のデータは平均磁化方向を求める統計計算の際には除外する。

統計計算にはフィッシャ ーの統計法 CFisher1953)を用いる。平均磁化方向および統計的なばらつ

きの程度を表わすパラメータ(フィッシャーの信頼角 :α95と、 フィッシャーの精度係数:K)を計算

によって求め、ぱらつきが最小になる最適消磁段階の平均磁化方向を得る。

α95は、 測定によって得られた平均磁化方位から推測される真の方位が95%の確率で存在する範囲を

示している。云い替えれば、 5%の危険率でこの範囲から外れることを意味しており、誤差の大きさを

表すパラメータと して用いられる。通常、窯跡や炉跡など焼土遺構の TRMでよ くまとまるものでは、

2 0 台以下の値となる。試料個数 CN)が増えると α95の値(誤差)は小さくなる。また、 Kは、試料

個数の多少にかかわらず、個々の試料のばらつきの程度を表すパラメータで、まとまりのよいほど大き
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な値になる。 これは真の磁化方向(平均磁化方向)をもっ磁化成分がそれを乱す成分の何倍であるかを

示す値である。 よくまとま ったTRMでは、 500以上の値をとる。

測定結果と考古地磁気推定年代

考古地磁気測定によって得られた個々の試料について、各窯の各消磁段階の測定試料個数、平均磁化

方向(偏角と伏角)と平均磁化強度、およびフィッ シャーの信頼角 (α95)と精度係数 (K)が、表58

にまとめられている。同一遺構から採取された試料の中にほかの試料から大き く外れた磁化方向を示す

試料がある場合は、そのような試料は上記のよ うな何らかの原因で磁化方向がずれたことを示唆するの

で、 平均磁化方向を計算する際には除外することにしている。 表58中の 孔/Nの欄は、統計計算に用い

た試料数 (n)と採取・ 測定した試料総数 (N)の比であるので、これによって除外された試料数もわ

かる。

表58で見られるよ うに、 l号窯では大き く外れた磁化方向をもっ試料が多く、原因は不明であるが

n/Nが7/21となっている。また、 3号窯は試料採取時にも推察されたように、焼けが不十分であるこ

とが弱い磁化強度から判断され、 α95も80 台と磁化方向のばらつきが非常に大きい。また、同窯では

NRM段階が最も α95が小さく 、磁化のまとまりがよいが、 不安定成分が現在の地磁気の影響を受けて

整列したことによるまとま りの良さが考え られるので、 最も不安定な成分が除かれた2.5mT段階の結

果を最適消磁段階と して採用した。同段階の平均磁化強度がNRMより大きく なっていること もそれ

を表していると考えられる。

図216の東海版永年変化曲線には表58の最適消磁段階の考古地磁気データもプロット されている。こ

の図に基づいて考古地磁気年代を推定する。

図中の黒丸が平均磁化方向を示し、それを聞む円がフ ィッシャーの信頼円 (α95)の範囲を表してい

る。 黒丸が載る永年変化曲線上の年代値が考古地磁気学的に推定される年代であり 、 年代Ili~ (年代誤差)

は、 α95の円で覆われる曲線の線分の長さで求められる。曲線の直上に載らない場合には、 黒丸に一番

近い曲線の部分の年代値を用いて年代を推定する。 曲線から離れている分だけ年代幅は大きく なる。永

年変化曲線が藤枝市近辺の地磁気変動を正しく表しているとすると、考古地磁気学的に推定される考古

地磁気年代は、

衣原 1号窯 : A.D.680:t20年

衣原2号窯 : A.D.l0l0::!::40年

衣原3号窯 : A. D.920~1550年 CA.D.l030年頃またはA.D.1440年)

となる。

3号窯は信頼円が大きく、 上記の年代範囲内であればどの年代でもあり得るが、信頼円内に 2号窯の

磁化方向が信頼円も含めですっかり含まれるので、2号窯とは統計学的に年代差はないことになる。し

たがって、 2号窯と近い年代であるとすると( )内の先の年代となるが、永年変化曲線に一番近い年

代値をとれば( )内の後者の年代となる。
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1990 広岡公夫

Quat巴rnarypaleomagnetic studies in Japan， The Quaternαry Reseαrch (第四紀研究)， vo1.30， no.3， 1991 Hirooka.K 

151-160 

北陸中世土器研究会編「北l窪における考古地磁気研究Jr中・近世の北陸 一考古学が語る社会史 』

560-583. 

1997 広岡公夫

桂書房

「東海地方の地磁気永年変化曲線Jr考古学と自然科学』日本文化財科学会誌 vol.4529-54. 2003 広岡公夫 ・藤淳良祐

Secular variation of the magnetic declination. Mem. Kαkioka Mαgnetic Obseruαtory， no.7， 49-55. 1956 Imamiti. S 

41lp. 雄松堂書庖「セーリス日本渡航記」1970 村川堅固訳

思索社第7巻(物理学〉「偏角についての初期の観測Jr中国の科学と文明 (日本語訳)J1972 ニータム、ジ ョセフ

363-375. (原著は Needham， 1962) 

考古地磁気測定結果表58

平均磁化強度

(Xl0-4 Am2/kg) 

3.35 

3.24 

2.82 

2.39 

2.03 

1.51 

K 

674.3 

860.7 

606.7 

1115.6 

871.2 

532.5 

(' ) 

57.3 

57.4 

58.3 

58.3 

58.4 

59.3 

D 
(' E) 

-12.2 

-13.2 

11.6 

12.7 

13.8 

11.3 

n/N 

7/21 

7/20 

7/20 

7/2C 

7/2C 

7/20 

消磁段階

NRM 

2.5mT 

5.0mT 

7.5mT 

10.0mT 

15.0mT 

1号窯

遺構名

1.37 

2.05 

1.27 

1.07 

0.79 

499.9 

438.4 

601.3 

339.3 

236.0 

2.70 

2.65 

2.46 

3.28 

3.61 

52.3 

55.6 

54.1 

53.0 

52.7 

-8.5 

4.1 

7.2 

8.4 

7.2 

7/11 

8/11 

7/11 

7/11 

8/11 

NRM 

2.5mT 

5.0mT 

7.5rロT

10.0mT 

2号窯

0.234 
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0.166 
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2.1 51.6 
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99 51.7 

α部 7ィ yシャーの信頼平均伏角

NRM 12/17 

2.5mT 10/17 

5.0mT 11/17 

75mT 7/17 

n/N 採択試料個数/採取猷科個数 D 平均偏角 I 

I 】 考古地磁気データとして採用したもの。
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東海版考古地磁気永年変化曲線(広岡・藤津 2003による)
と衣原1・2・3号窯の考古地磁気測定結果

図216

口。

鉛直

地球磁場(地磁気ベクトル)を表す地磁気3要素図215



4.衣原1・2号窯から出土した炭化材の年代と樹種

古環境研究所

1 .衣原古窯群出土試料の放射性炭素年代測定

表59 試料と方法

賦料名 遺4膏・層位 種類 前処理・調型車 測定法

NO.1 l号黛 ・床面直上 炭化物 酸ーアノレカリー酸洗浄，石盤調整 AMS 

ト0.2 l号窯 ・I次床 炭化物 E章一アノレカリー酸洗浄.石盤調室 A1正S

NO.3 l号窯・ I次床 炭化物 酸 アノレカリー酸洗浄，石畳鰐笠 AMS 

NO.4 l号繍 ・I次床 炭化物 酸 アノレカ').酸洗浄，石畳調墜 AMS 

NO.5 l号高官 ・I次床 炭化物 重量 アノレカリ 酸洗浄，石盛調I!: AMS 

NO.6 2号積 ・床面直上 炭化物 酸 アノレカリ 酸洗浄，石盤鯛l'ii' AMS 

N.7 2号織 ・床面直上 炭化物 酸ーアノレカリ 酸洗浄1石盤調艶 AMS 

陥 8 2号議 ・床I語底上 炭化物 酸司Tノレカリ 酸洗浄白石怨調書E AMS 

No.g 2号黛 ・床面底上 炭化物 酸 アルカリ 酸洗浄，石盤調整 AMS 

NO.10 7区S802・illm内 炭化物 酸 アノレ力リ 酸洗浄，石怨網整 AMS 

※1) 

表60 測定結果

試料名
測定No 14c年代 ，，13c 繍正14c年代

暦年代 (西暦)
CBetaー) (年BP) W，，) 〔年 BP)

NO.1 189005 1560士 40 27.2 1520士40 交点:cal AD 550 

1" : cal AD 530~600 

2δ 岨1AD 430~630 

NO.2 189006 1910:t40 -25.1 1910:t40 交点岨1AD 90 

1" : cal AD 60~J 30 

20 . cal AD 20-220 

N肌3 189007 1770:t40 -28.5 1711)土40 交点 cal AD 350 

10 : cal AD 260~400 

2δcal AD 240-420 

NO.4 189008 1750士40 28.6 1690土40 交点 calAD 380 

10 : cal AD 330~410 

26 : cal AD 250~430 

NO.5 189009 1530エ40 -26.4 1510:t40 交点 cal AD 560 

10 : cal AD 530-610 

2δ 団 1AD 440-640 

NO.6 189010 1390:t50 -28.0 1340:t50 交点 cal AD 670 

10 : cal AD 650-700 

20 : cal AD 630-780 

NO.7 189011 150C士40 -27.0 1470:t40 交点 cal AD 610 

1 0 : cal AD 560~640 

20 :岨1AD 530-650 

NO.8 189012 1410:t40 -27.2 1370:t40 交点 calAD 660 

1 0 : cal AD 650-680 

2δcal A D 620~700 

NO.9 189013 1390土40 一26.6 1360士40 交点 e岨1AD 660 

16 回 1AD 650-680 

26 回 1AD 630~710 

NO.10 189014 2010土40 ー24.2 2020:t40 交点臼1BC 30 

lδ 叩 1BC 50~AD 30 

26 日1BC 110-AD 70 

14C年代測定値

試料の 14C/12C比から、 単純に現在 (A.D.1950年)から何年前かを計算した値。14Cの半減期は、国

際的慣例により Libbyの5，568年を用いた。

す13C測定値

試料の測定 14C/12C比を補正するための炭素安定同位体比 (l3C/12C)。この値は標準物質 (PDB)

の同位体比からの千分偏差(%)で表す。
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補正 1A __ 0 

δ 測定値から試料の炭素の同位体分目uを知り、

年代。

暦年杭

の測定値に補正値を加えた土で買出した

過去の宇宙線虫庄の変動による大気中 14C浪反り玄虫J去較正することにより算出した年代(西。

calはcalibrationした年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪の 14Cの詳細な測定舶、

およびサンゴの U-Th年代と年代の比較により作成された較L[曲線を使用した。最新のデータベー

スでは約19，000年BPまでの換算が可能となっている。ただし、 10，000年BP以前のデータはまだ不完

全であり、今後も改善される可能性がある。

麿~唱 〆~バ 切 i 】i正 14C年代値と暦ぐに? との交点の暦年代値を意味する。 1 (68%確

率)と2σ%日亡率〉は、補正 14C年代前の偏元の11I品を較正曲線に投影した暦午代の11I日を示す。した

がって、複数の交点が表記される場合や、担数の1a 0 2び値が表記される場合もある。

2 ;_.…】…群i三おけ J樹種同盟

1 )はじめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細抱の集合体であり、自宅音IJ学的形質から、概ね属レベルの同定

が可能である。木材は、花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林植生

の推定が可能であり、遺跡から出土したものについては、木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

2 )試料

試料は、衣!長古窯群より出土した炭化材11点である。

3 )方法

試料を割折して、 i，山七材の新鮮な横断面(木口と同義)、放射断面(柾目と同義入接線断市(松一弓と

同義〉の基本 3 断由の切片を作製し、落射顕微鏡によって50~1000惰で観察したυiJ;二〕、 JJ剖学的形

質および現生標本との対比によって行った。

4 )結果

結果は表61に示し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定の根拠となった特徴を記す。

イ属 Cαstanopsis ブナ科写真23

横断面ー年陥のはじめに中型から大型の道官がやや疎に数列配列する環孔材であるの

火炎状に配列する c

放射断而:道管の孔[土単穿孔で、放射組組は平伏細胞からなる。

接線断面:放射組織は単ヲIJの同性放射組織型のものが存在する。

で小道官が

以上の )1手直よりシイ属に同定される。シイ届(;:l:4~J'1、 1 (福島県、新潟県佐渡以南人山岡、九州、l'己分布

する c 常事11百木で、高さ20m、径1.5mに達する c 材は耐朽、保存性やや低く、建弘、出具などに用い

られる。

なおシイ属には、ス夕、、ジイとツブラジイがあり、集台欣射組織の有無などで同定できるが、試料は

小片のため、広範|井lの観察が困難であったので、シイ屈の|司定にとどまる。

:コナラ属コナラ節 Quer仁川飢え円叩u8 ブナ科 写真24

横断面:年輪のはじめに大型の道官が、 1-数列配列する環孔材である。晩材部では薄壁で角張った小

道官が、火炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で、欣射組織は平伏細胞からなる。

接線断面:放射組織は向性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組識からなる複合放射組織である。
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以上の形質よりコナラ属コナラ節に同定される。コナラ属コナラ節にはカシワ、コナラ、ナラガシワ、

ミズナラがあり、北海道、 本州、四園、九州、|に分布する。落葉高木で、高さ15m、径60cmぐらいに達す

る。材は強靭で弾力に富み、建築材などに用いられる。

コナラ属クヌギ節 Quercus sect. Aegilops ブナ科 写真24

横断面:年輪のはじめに大型の道管が、 1~数列配列する環孔材である。 晩材部では厚壁で丸い小道管

が、 単独でおよそ放射方向に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面:放射組織は向性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よりコナラ属クヌギ節に同定される。コナラ属クヌギ節にはクヌギ、アベマキなどがあり、

本州、四園、九州、|に分布する。落葉の高木で、高さ15m、径60cmに達する。材は強靭で弾力に富み、器

具、 農具などに用いられる。

コナラ属コナラE属 Quercus subgen. Lepidobαlαnus ブナ科

横断面 : 年輸のはじめに大型の道管が、 1 ~数列配列する環孔材である。晩材部には小道管が見られる

が不明瞭である。早材部から晩材部にかけて道管の径は急激に減少する。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面:放射組織は向性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質より、コナラ属コナラ亜属に同定される。コナ ラ属コナラ亜属にはコナラ節とクヌギ節が

あり、小道管の形や配列などにより同定できるが、本試料は保存状態が悪く 、細部までの観察が困難で

あったため、コナラ属コナラ亜属の同定にとどまる。

サカキ Cleyerα.;aponicαThunb. ツバキ科 写真24

横断面 :小型の道管が、単独ないし 2個複合して均等に分布する散孔材である。

放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は多く 100を超えるものがある。放

射組織は平伏細胞、方形細胞、直立細胞からなる異性である。

接線断面.放射組織は、異性放射組織型で単列である。

以上の形質よ りサカキに同定される。サカキは関東以西の本州、四国、九州、沖縄に分布する。常緑

高木で、通常高さ8~10m、 径20~30cmで、ある。 材は強靭、 堅硬で、 建築、 器具などに用い られる。

針葉樹 conifer 

横断面:仮道管と放射組織が存在するO

放射断面 :仮道官と放射組織が存在する。

接線断面 :仮道管と単列の放射組織が存在する。

以上の形質より針葉樹に同定される。なお本試料は小片のうえ保存状態が悪く、広範囲の観察が困難

であったため、針葉樹の同定にとどま る。

不明 unknown 

木材の形質を呈していない。

5 )所見

同定の結果、衣原古窯群の炭化材はシイ属1点、コナラ属コナラ節l点、コナラ属クヌギ節5点、コ

ナラ属コナラ亜属 1点、サカキ 1点、針葉樹l点、不明 1点であった。 コナラ属クヌギ節が多いが、こ

れらは中部から西南日本に広く分布し、 乾燥した台地や丘陵地を好み、二次林要素でもある。シイ属、

コナラ属コナラ節、コナラ属コナラ亜属Jサカキも温帯ないし温帯下部の暖温帯に生育する樹種である。

当時、いずれも本適跡周辺にも生育し分布していたと考えられる。
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表61 1・2号窯他における樹種同定結果

区 遺物番号 遺猪名 廊位 備考 結果 {学名/和名)

4区 サンプノレ① l 号~排煙調E豊満 床面直上 須恵器禁(古m時代) Quercus sect. Aegilops コナラ属クヌギ節

サンプノレ② l号奴 1(大床 m恵器明(古m時代) unknown 不明

サ ンプル③ l号:f，( li大床 ij'j必需究(古墳時代) Casta!lo[J<iis νイ属

サンプル④ l 号;~ li欠床 '.I'i!.l¥探究(古杭11年代) Quercus s('(~ t. /¥(-，:_/iuJp.') コナラ日空ヌギ節

サンプル⑤ I号恕 I次回ミ i良忠君<;;"c古治時代) Quercus sect. Prinus コナう鼠コナう節

サ ンプノレ① 2号窯 床面底上 鼠'i'i五 Q"eIで凶 sect.Aegilops コナラ鼠クヌギ節

サンプル②ーl 2号議 床面臨上 炭2担 Quercus sect. Aegilops コナラ属クヌギ節

サンプJレ②.2 2号窯 床面直上 校'0 Cleyera j，αpoflWαThunb サカ キ

サ ンプノレ③ 2号潔 床面直上 炭窯 Que コナラ鴎タヌギufj

サンプル④ 2号究 床面也L 炭:摂 Quercus su bgen. LepidobαlαnU$ コナラl耳コナラ直属

7区 サンプル SB02 t主1院内 切穴(1:1苫跡(弥'1後開J-，'，IJ'lri，j即J) conifel 量[.'(出樹

横断面 o 4mm 
1. 1号窯サンフル③ シイ属

写真23 1・2号窯の炭化材 1
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横断面 。O.4mm 放射断面
2. 1号窯サンプル⑤ コナラ属コナラ節

横断面 O. 4mm 放射断面

3.2号窯サンプル②ー 1コナラ属クヌギ節
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5.衣原3号窯から出土した炭化材の年代と樹種

古環境研究所

1 .はじめに

第二東名静岡工区NO.83地点(衣原遺跡〉の発掘調査では、横口付炭窯が検出された。そこで、同炭窯

において利用された木材の樹種と年代を検討する目的で、検出された炭化材について樹種同定と放射性

炭素年代測定を行った。

試料

試料は衣原 3号窯(横口付炭窯)より出土した炭化材で、サンフ。ルNO.l~ 5の5点である。これらす

べてについて、樹種同定と AMS法による放射性炭素年代測定を行う。

2.樹種同定

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質から、概ね属レベルの同定

が可能である。木材は、花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林植生

の推定が可能であり、 遺跡から出土したものについては、木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

1 )方法

試料を割折して炭化材の新鮮な横断面(木口と同義)、放射断面(柾目と同義)、接線断面 (板目と同

義)の基本 3 断面の切片を作製し、落射顕微鏡によって50~1000倍で観察した。同定は、解剖学的形質

および現生標本との対比によって行った。

2 )結果

結果を表62に示し、顕微鏡写真を図版に示す。以下に同定の根拠となった特徴を記す。

表62 3号窯における樹種同定結果

サンプルNo. 遺物番号 遺情 層位 備考 結果(学名/和名)

サンプル① 3号窓 然体内床面直上 木炭[1 Quercus s叫 t.AegiLops コナラ属ク ヌギ節

サンプノレ② 3号黙 総体内床面直上 木炭窯 Quercus sect.Aegilops コナラ属ヲヌギ節

サンプノレ③ 3号;M 1担体内床面直上 木炭窯 Quercus sect.Aegilops コナ ラ属クヌギ節

サンプル④ 3号i¥l¥ )'/.¥体内床商陸上 木炭窯 Quercus sect.Aegilops コナラ属タヌ キ官日

サンプル⑤ 3号)'/.¥ 窯体内床面鹿上 木炭高官 Quercus sect.Aegilops コナラ民クヌギ町J

コナラ属クヌギ節 Quercus sect. Aegilops ブナ科 写真25

横断面:年輪のは じめに大担の道管が、 1~数列配列する環孔材であるO 晩材部では厚壁で丸 l ¥/J¥道管

が、単独でおよそ放射方向に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

政射断面:道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面:放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

J2u....の形質よりコナラ属クヌギ節に同定される。 コナラ属クヌギ節にはクヌギ、アベマキなどがあり、
本州、四国、九州、|に分布する。落葉の高木で、 高さlom、径60cmに達する。材は強靭で弾力に富み、器

fL、出具などに用いられる。
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3.放射性炭素年代測定

1 )方法

試料を乾燥後、試料中の炭素を燃焼して二酸

化炭素に変え、これを真空ライン内で液体窒素、

ドライアイス ・メタノール、 nーペ ンタンを用

いて精製し、高純度の二酸化炭素を阿収した。

こうして得られた二酸化炭素を鉄触媒による水

素選元法でグラフ ァイト粉末とし、アルミニウ

ム製のターゲッ卜ホルダーに入れてプレス機で

圧入しグラファイトターゲットを作製した。こ

れらのターゲッ卜をタンデトロン加速器質量分

析討のイオン源にセットして測定を行った。

測定試料と方法を表63にまとめた。

2)結果

年代測定の結果を表64にノJ'すO

14C年代測定値

試料の 14C/12C比から、 単純に現在 (A.D

1950年)から何年前かを計算した値。 14C の、1':

減期は、国際的慣例により Libbyの5，568年を

表63 試料と方法

試料名 遺徳 種類 前処理・ 甥整 測定法

No.l サンプル① 炭化物 酸ーアルカリ ー酸洗浄 AMS 

No.2 サンプル② 炭化物 酸ーアルカリー酸洗浄 AMS 

NO.3 サンフ勺レ③ 炭化物 酸ーアルカリー酸洗浄 AMS 

NQ 4 サンプル④ 炭化物 酸 アルカ リ 厳洗浄 AMS 

No.5 サンプノレ⑤ 炭化物 酸ーアルカリ ー酸洗浄 AMS 

※AMS 1孟加速器質量分IIT法 Accierator Mass Spectrometry 

表64 測定結果

革J定No. 14C年代 813C 補正14C年代
試料名 (Beta-) (年BP) (話。) (年BP)

NQ 1 201570 1330:t40 つ代 1 1310:' W 交点

18 

2δ 

No.2 201571 1360:t40 26.3 iυ40. 40 宇(…占

暦年代(西暦)

cal AD 690 

cal AD 670~720 

cal AD 740~760 

cal AD 650-780 

cal AD 670 
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2 o : cal AD 550-660 

N.4 201:;73 1280:t40 -2H 1240:' 40 交点 cal AD 780 

lδ 回 1AD 710-810 

岨 1AD 840-860 

用いた。 2o 四 1AD 悶 -890

N.5 201574 1300:t'10 -26.7 1270:t40 交点 cal AD 720.740.760 

δ13C測定値 18 回 1AD 690-明

試料の測定 14C/12C比を補正するための炭素 26 四 1AD 670-6608初

安定同位体比 (13C/12C比)。この値は標準物質 (PDB)の同位体比からの千分偏差(%)で去す。

補正 14C年代値

δ13C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、lIC/12Cの測定値に補正値を加えた上で算出した年

代。

暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中 14C濃度の変動を較正する ことにより算出した年代(西暦)。

calはcalibrationした年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪の 14C の詳細な測定値、

およびサンゴの U-Th年代と 14C年代の比較により作成された較正曲線を使用した。 最新のデータベー

スでは約19，000年 BPまでの換算が可能となっている。ただし、 10，000年 BP以前のデータはまだ不完

全であり、今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは、 補正 14C年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 lσ(68%確

率)と 2σ(95%確率)は、補正 1 4C 年代値の偏差の幅を較正曲線に投影 した暦年代の lll[t\~示す。した

がって、 複数の交点が表記される場合や、 複数の1σ ・2σ値が表記される場合もある。

4.所見

衣原3号窯より出土した炭化材 5点は、いずれもコナラ属クヌギ節であった。コナラ属クヌギ節には

クヌギとアベマキがあるが、これらは温帯域に広く分布し、山地や乾燥 した台地および、丘陵地に生育す

る。なお二次林要素でもある。 生態上、 遺跡周辺に生育していたとみられ、容易に入手できたものと考

えられる。
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また、加速器質量分析法による放射性炭素年代測定の結果、試料NO.1では1310年BP(1σ暦年代範

囲はA.D.670~720， A.D.740~760年入試料NO.2 で 1340年 BP (1σ麿年代範囲はA.D.660~690年入

試料NO.3で1440年BP(1σ 暦年代範囲は A.D.600~650年入試料NO.4 で 1240年 BP (1σ暦年代範囲

はA.D.710~810 ， A. D.840~860年入試料 NO.5 で 1270年 BP ( 1σ 暦年代範囲は A.D.690~780年)の

年代値が得られた。

参考文献

佐伯浩 ・原田浩 (1985)広葉樹材の細胞 木材の構造，文永堂出版， p.49-100 

山田昌久 (1993)日本列島における木質泊物出土遺跡、文献集成， 植生史研究特別第 l号，植生史研究会， p.242 

横断面 O. 4mm 放射断面 白 O.4mm 接線断面 o 4mm 
1 . 3号窯ーサンプル③ コナラ属クヌギ節

横断面 O.4mm 放射断面 O. 4mm 接線断面 o 4mm 
2.3号窯ーサンプル⑤ コナラ属クヌギ節

写真25 3号窯の炭化材
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第5節 まとめ

1.遺構

4区および6区で検出された窯跡および土坑等の説明をしてきたが、次に窯の構造上の特徴 ・年代に

ついて多少触れてみよう。

1. 1号窯の構造上の特徴

l号窯の構造的特徴を整理し、同様な窯との比較を行う ことによってその特徴と性格を考えてみよう。

排煙調整溝付窯の分布は北九州の福岡県あるいは北陸の富山・ 石川両県を主として山陰・北陸にかけ

ての日本海側で広く認められ、 一部は関東・東北にも広がっている (図217)。しかし須恵器生産の先進

地域である近畿 ・瀬戸内地域と東海地域には少なく(渥美 2006)、特に静岡県内では今のところ衣原 l

号窯と先に調査を行った入野高岸 1号窯が知られているだけである(註 1)。排煙調整溝付窯の集成分

類を行った望月精司氏(望月 1999)は、この窯の特徴について、

① 地下掘り抜き式の筈窯である

② 比較的規模の大きな窯で、窯本体は全長10mに及ぶものが多い

③ 焼成室の奥に奥壁をもち、そこから排煙口が上に開く「上部開口」型と、奥壁をもたず‘主軸上に

直接開く 「奥部開口」 型の 2者がある。また、 窯本体は胴の張らない、 紡錘型をしている。

④ 焼成室床面の傾斜は比較的強く、置台として磯を使う場合が多い。

⑤ 単独か2基並列で築かれている場合が多い。また古くからの大きな窯場でなく 、新規に開発され

る窯場に設けられている例が多い。

さらには、 6世紀後半に開始され、 7世紀後半には窯の形態を変化させている場合が多いとし、 その

開始年代を 6世紀代第 3四半期には出現し、 6世紀末から 7世紀前半にかけて広い地域で確認されると

している。

こう した特徴と衣原 l号窯の特徴を比較してみれば、

6
 -
• 7
 

3 

• 

12 
1 静陶芸原古膏醇 19丈阪 ・陶邑寵

2 静岡 入野高岸古照醇 20兵軍平方罵

3 軍機・柏暗楕 21広島 田松ヶ迫踊

4 千頭 大和田蒋 位 置睡斬，也軍事

5 神曹川 ・小山禽 23島根 山ノよ膏

6 埼玉羽置寓 24晶楓 門生山根栴

7 埼玉末野腐 25品取 ，世ノ良積

8 三宣明恒輔 26福岡 照臼寵

9 三重岡山燕 27福岡 船迫寓

10喧.貨車須術蹄 28靖国野間薦

11富山 射氷結 29植民 ・弁手ヶ浦繍

12石川 能費調.. 30植医稲元日焼周蔵

13石川 南血置構 31福岡彊軍軍置浦碍

14福弁 松岡大畑痛 32福岡 砦畢靖揃

15纏弁王子保積 33福岡 裏ノ困摘

16 軍書~ .II!回天神山薦 34福岡牛頭痛

げ 京都国郵畳ノ笹薦 35福岡苅又薦

18草郡 ・.上り寓 36福岡 ・八女塚ノ谷碍• ，0 .聾2回6より一部加葦‘改直【'.1以外の温・名t家文眠中の嘩院に匁損した〉

図217 排煙調整溝付窯分布図
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① 窯本体は地下掘り抜き式の害窯である。

② 窯本体は比較的大きく全長7.22mに達している。排煙調整溝付きの窯は10mに及ぶものが多いが、

7m台のものも含まれている。また、窯本体の平面形は焼成室の中央部に最大幅があり、前後に緩

く縮んだ、いわゆる「紡錘形」を示している。

③ 焼成室の最後に奥壁をもっており、天井が壊れているので明らかにはならなかったが、おそ らく

排煙口が上に聞く 「上部開口」 型を成すものであろう。

④ 置台として自然礁を使っている

⑤ 窯は1基単独で築かれている。後続する入野高岸古窯群の場合も 2基並列で築かれているだけで、

大きな窯場を形成している訳ではない。

以上のように、衣原 l号窯の特徴は、排煙調整溝付の窯の特徴に列挙されているものと見事に一致し

ていることが理解できる。また、年代的にも衣原1号窯を6世紀前半から末に、 入野高岸古窯群を 7世

紀初頭から中葉にかけてと推定しており、その開始から終末までの期間も一致している。なかでも衣原

l号窯は望月氏がIAと分類したものに含まれ、その数が最も多い例に含まれている。さらに、こうし

た排煙調整溝付の窯の性格を、 6世紀後半になって朝鮮半島から様々な新技術とともに新たにもたらさ

れた須恵器生産の新技術を示すものだとしている。

入野高岸古窯群を含めて、衣原 l号窯は従来須恵器生産が行われていなかった地域に新たに築かれた

もので、その構造も排煙調整溝付窯という東海地方では従来知られていなかった構造の窯である。湖西

古窯跡群(註2)あるいは猿投古窯跡群など東海地方を代表する大規模な窯群では知られていない構造

をもっている。 したがって、この段階に新たにもたらされた新技術によって造られた窯であることは肯

首できる。

これらの窯の操業を主導した、いわば操業主体はこの地域の群集墳を造営している地方の中小の豪族

であることが推測できるが、この窯の製品を多量に副葬した古墳は今のところ知られていない。遺物の

検討を行ったところ、衣原 1号窯製品を副葬していると推定できる古墳は、いくつかは確認されるが、

多くは湖西古窯跡群等、 他の窯の製品と伴出しており、衣原1号窯あるいは入野高岸古窯群の製品のみ

が主体を成している古墳は確認されていない。

志太・ 榛原地域の古墳群は前 ・中期を通じて注目されるような大型の古墳は自に付かない地域だが、

後期に入るとさほど大きな墳丘をもたない横穴式石室墳が多量に群集することが知られており、中でも

志太平野では瀬戸古墳群を始め、大規模な古墳群が存在する。またこの地域の古墳からは馬具あるいは、

環頭大万や圭頭大万、 象依を施した大万などの飾大刀が多く出土している。静岡県史では志太平野で10

例、榛原郡下で3例の飾大刀を集成している。すでに指摘されているように、こうした飾大万をもった

古墳群が中央の政権の軍事力の中核を成す勢力の古墳であったことを考えると、少なくともこの地域の

古墳群の被葬者たちが中央政権との密接なつながりをも っていたことを推定してよいだろう。そうした

政治的な事象を背景にして、 6世紀後半にこの地域に新たな須恵器焼成技術が導入されたことが理解で

きょう。

2. 2号窯・ 3号窯の性格

前節で2号窯 ・3号窯の規模構造などを説明してきたが、両者は一見して非常によ く似た窯であるこ

とが知られる。このことは両者の聞に、その機能・年代に共通した物があることをうかがわせる。再度

両者の特徴を整理してみよう。

① 2号窯は地山を掘り抜いた地下式の害窯で一部には天井部分も残っていた。3号窯は耕作の関係

で天井部はすでに壊されており明確ではなかったが、窯本体が、 周辺の地山からかなり深く削り込
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まれていることなと、、から、 やはり地下式の害窯であった可能性は高いと考えている。

② 2号窯は長さ10.8m、焼成室幅はO.91m、 3号窯は長さ1l.3m、焼成室の幅O.91mであり、 両者

ともに細長い窯である。床面の傾斜も少なく 2号窯は3.10 、 3号窯も3.10 と両者ともに焼成室の

床面はほぼ水平に近い。

③ 両者ともに横口をもっている。 2号窯は3口、 3号窯は 4口が認められる。

横口の外にはいずれも横口前庭部を造っており、その幅もよ く似ている。また横口の幅、深さも

類似している。したがって横口の長さ(窯本体から横口前庭部までの距離)もよく似ているという

ことができる。横口の壁は火を受けて赤化しており、これは窯本体に近い部分がより激しく燃えて

おり、火入れを した一時期にはこの部分から激しく炎が吹き出していたことを示している。

④ 両者ともに焚口の前に前庭部を造っている。 また、焚口から前庭部を通って排水溝が設けられて

いる。この溝が横口前庭部に及んでいる ことも共通している。

⑤ 奥壁中央部から 「煙出し」が掘られており、地表まで斜めに上がっているらしし、。

⑤ 両者ともに窯本体の中は真っ黒であり、炭で黒くなった部分は横口の外側にも及んでいる。

⑦ 両者と もに年代を示す資料はごく少ないが、幸いなことに2号窯の前庭部排水溝あるいは前庭部

の埋土からわずかな須恵器破片が出土している。 3号窯は排水溝の先端がほかの遺構に切られてい

ることからその下曜の年代を推定できる。

以上、両者に共通する事項を7項目に整理してみた。 これによって、外見からだけでなく 両者は極め

てよく似た構造をしているこ とが理解できょう。こう した構造の窯を 「横口付木炭窯」と呼んで、製鉄

に必要な大量の炭を焼いた窯である ことは広く知られており(育野 1994)、その分布も中園地方の瀬戸

内海沿岸を中心に閣東・東北地方にまで及んでいる(図218)。したがって衣原2号窯 .3号窯もこ うし

た「木炭窯」の一例と理解した。 また、その製品はおそらくごく 近く に営まれたであろう製鉄炉に供給

されたものと考えられる。

衣原追跡では製鉄炉の跡は検出されていないが、 「砂鉄10里、炭窯3里」という言葉がある(高橋 1983)

とのことであり、 ここでの製鉄の原材料が何であ り、どこから供給されたのかについても全く手がかり

はつかめていないが、 製鉄に伴う炭窯が存在したことから、付近に製鉄炉の存在が十分推定されよ う。

また、 こう した製鉄用の炭窯は須恵器窯にも近接しでも設けられている例が多く 、須恵器工人を動員

図218 横口付炭窯分布図
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しての炭作りが想定されている (飯村 1990)。とすれば、 この遺跡の場合にも、隣接する衣原遺跡を

「助宗古窯群の運営に深く関わった集落」としたこととも符号する。 平たくいえば、助宗古窯群で須恵

器生産に関わっていた工人たちを、短期間に多量に必要とする製鉄に不可欠な木炭を作るために動員し

た。それが衣原 2号窯 ・3号窯がこの位置に造られた理由でもあろう。

3. 2号窯・ 3号窯の年代

こうした炭窯の例にもれず、ここでも年代を示す資料は非常に之しい。衣原2・3号窯についても、

先に述べたように、 2号窯に伴う横口前庭部の排水溝埋土から出土した須恵器材;身底部と輩、 前庭部埋

士から出土した蜜の胴部破片から推定される程度である。査の胴部破片はともかく、横口前庭ー部の排水

溝から出土した須恵器杯の底部は焼け歪みがあるが、明らかに助宗古窯群産の須恵器で、底部の特徴か

ら8世紀中葉の奈良時代に属すものである。また、同じ溝から出土した聾も奈良時代のものとしてよい。

この整は焼け歪みが大きく、 1個体分があるが、接合復元はできなかった。

炭窯の形態からこの窯の年代を考えるために、 再度窯の特徴を整理してみよう。

① 窯は傾斜の下側に当たる右側面に横口をもった 「横口付の窯Jであり、横げの数は3箇所と少な

い(3号窯は4箇所)。

② 天井は地山を掘り抜いた、いわゆる地下式の害窯である。 床面の傾斜はほとんどなく、焼成室の

平均で3.1。とほぼ平坦である。

③ 2号窯は窯体幅が狭く、 長さも11.7mと比較的長い。また 3号窯も窯体幅0.91m、長さ12.9mと

比較的細長い。

④ 両者ともに煙道は焼成室奥壁から掘り込まれており、煙道は急角度で上がって地表に達する。こ

れらから、 2号窯および3号窯がいわゆる 「横口付炭窯」 の一例であることは明らかである。

こうした横口付炭窯を整理した上椿武氏の分類(上梓 2000)にしたがえばB3型と見ることができる。

B型は焼成室の長さ 6.4~12.0m、幅は0.4~1.1mであり、 煙道は奥壁からトンネ ノレ状の煙道が直接地上

に延びるタイプである。このタイプが横口付炭窯では最も多く認められ、その年代は 7世紀後半から 8

世紀後半に比定されている。したがって、 窯の構造からも (8型に含まれる)衣原2号窯・ 3号窯の年

代と2号窯の排水溝から出土した須恵器から求めた 8世紀中葉としたことの聞には矛盾がない。

したがって、ここでは 2号・ 3号窯の年代を 8世紀中葉に求めておくことにする。

註

1 ここでは2基の須恵、器窯を検出している。 l号窯は明瞭な排煙調整溝をもっていたが、 2号窯では窯尻部分が既に削平され

ているため明らかにならなかったものの、地 |、一式の客窯であること、糸巻き状の窯木休の形態等から、2号窯も排煙調整溝を

伴っていた窯であることが推定されている。この窯群は 7世紀前半から操業を開始しており、年代的には衣原1号窯に後続す

るものであるO 窯群の位置も近接しており、製作されている須恵器もよく似ている。おそらく、衣原1号窯と密接な関係をも

ち、それに後続する窯であろう。

2 湖西古窯群の窯の形態的な特徴は早く島竹秋 ・|旬坂鋼二 ・後藤建ーなどの諸氏によって述べられているが、半地下式の窯体、

焼成室の先端に階段をもっている点(この階段は焼成室の一部ではなく 、排煙機能をもったもの、あるいは窯詰め・製品の取

り出し時の作業用の足場と考えられている)などに特徴があるとされている。

補註 現地調査を担当した長谷川睦氏は 1• 2号窯相互の関係と2号窯の形態に注目 して、 12• 3号窯の年代を衣原1号窯の年

代に併行するか、ごく近接してつくられたもの」と考えている(長谷川 2003)。

しかし、資料整理の段暗で、横口前庭部の排水溝から須恵器訴の底部破片と;焼け歪みが激し く、 復元は難しかったが餐のほ

ぼ一個体分がi出土していることが明らかになった。この土器を後世の混入とすることは不自然であり、本文で述べたよう に1

号窯と 2・3号窯には多少の時間差があると した。



2.遺物

窯体内および灰原からは、蓋I不・高杯 ・躍・提瓶・

平瓶 ・短頭査・脚付壷類・陶臼・盤、窯道具である

焼台が出土した。 各器種の割合は図219に示したと

おりである(註 1)。蓋i不が最も割合が高く 、つい

で聾・ 壷類・高杯が占める。

破片資料や、焼き歪みの著しい個体が大半である

ため残存状態の良い製品は限られ、また特定できた

器種であっても、とくに中型品 ・大型品については

全体の形状を知るに足るものは皆無に等しい。した

がって個体数が多く、かっ形態分化の明瞭な杯類を

中心に衣原 1号窯の特徴を抽出するとともに、 位置

付けを行いたい。

陶臼
1% 

図219 器種別組成

1 .製品の特徴

蓋杯 杯蓋は天井部と口縁部の境の形状から3大別、さらに口縁端部の形状により細分できる。突帯

状の稜を設けるA類、沈線で区画するB類、特に境を設けないC類である。 B類とC類では境となる部

分で傾斜が変換するもの(1類)、なだらかに口縁部に至るもの (2類)がある。口縁端部の形状とし

ては段を設ける a類、沈線をめぐらせる b類、稜を有する c類、丸く仕上げる d類となる。 A類は口径

12.6~ 15.8cmで、14.5cmを中心に分布する。天井部は外面に2/3程の範囲で回転へラケズ リを施す。内面

は同一方向の幅広いナデで整形する。口縁部は a 類にほぼ限られる。 B類は口径12 .0~16.4cmに分布す

るが、 B1類は14cm後半台に、 B2類は14cm前半台に集中する。 B1類には単に沈線を 1条めぐらせて区画

するだけでな く、沈線によって突出させた部分の上部をさ らにくぼませて突帯状にするものも含まれる。

形態的にA類により近いものであろうか。口縁端部の形状はa• b・c類があり、 a類の段は鈍くなる。

C類は口径12 .3~15.4cmで"'C1類は13cm前半、 C2類は12cm後半台を中心とする。 口縁端部はb・c類が

わずかに見られる程度で、 d類が大半を占めるo B • C類とも外面および内面の調整はA類と同様であるO
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図220 蓋杯の分類
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数量
A類 B類

10 10 

坪蓋
融量

A類

10 

亦身

図221類型による法量別個体数

10 

B類

C類

+--J----.----l一寸

杯身は口縁部の立ち上がりの高さ、受部の

形状によってA・B類の 2つに分類できる。

口縁端部の形状は杯蓋同様、 4類型存在する。

底部外国は1/3程の範囲に回転へラケズリを

行い、内面は一方向に幅広のナデを施す。 A

類は立ち上がりが1.5cm以上の高さ をもち、

" LJm) 直立気味となる。受部は強く上方に引き出す。

16 17 
量大桂 (cm)

内面は立ち上がりの基部が深くカーブする。

最大径は13.6~ 17.9 cmで、 14cm前半~15cm前

半台を中心に分布する。口縁端部の形状はa• 

b・c0 d類が見られる。 B類の最大径は

12. 7 ~ 16.4cmで、14cm前半台を中心とする。

立ち上がりは低く、内傾する。受部は短く 号|

き上げる程度である。内面は立ち上がりの基

部で強く 屈曲、あるいは強いナデを行う。口

縁部の形状は cおよびd類となる。

蓋A類と身A類が、蓋C類と身B類がそれぞれ対応することは法量および形態の特徴から明らかであ

る。ただし、身A類は蓋A類のみに対応するわけではなし、。最大径の分布域を見ると蓋B類ともセット

となるようである。 身は法量や形態の組み合わせが蓋ほど明確に分化していない。蓋の方が、よ り形態

変化に敏感であったことがわかる。

特殊肩壷 提瓶と同様の作りをもった球体の一部を切り取って口縁部とする器種である。体部の中心

には小孔が貫通する。類例と比較すると作り自体は粗雑ではないが、施文がほほ、皆無であり、全体的に

厚手である。全国的に見ても25例と類例は少なく、大半が古墳からの出土である。静岡県内では浜松市

と掛川市で各 l点が出土している。 東海地方の沿岸部、近畿地方に集中域が限られるこ となどから、普

遍性の高い器種ではなかったと考えられる。用途に関しても未だ明確ではないが、 「柄杓」との見方が

一般的である。 し、ずれにせよ、 特殊な器種を用いた葬送儀礼を執り行う被葬者と密接な関わりがあった

ことが推定できる。特殊肩壷の製作時期は提瓶との関連性から、提瓶が消滅する TK43~TK209型式段

階と想定されており(鈴木 1998)、1号窯の特殊肩壷はその中でも新しい段階に属すると思われる。

焼台 器径12cm前後の、杯に似た台形を呈し、 ]買部の中心に径4~ 6 cm程の円形の孔をもっ。口縁部

には半円形の挟りを 3方向に設ける。 頂部は回転台から切り離した後はナデあるいは不調整で、 簡易な

作りであったことがわかる。含有する鉱物の量や粒径から見て、粗い胎土を使用したようである。以上

から、明らかに製品とは区別して製作していると判断でき る。窯道具に関しては望月精司氏によって

『置台~ r焼台~ r噛ませ台』 の3種が想定されている(註 2)。それによると、杯状の窯道具を使用する
際、平坦面を下に向けた場合は置台、上に向けて置く場合は焼台使用であった。当窯の焼台は床面に設

置した状態ではなかったが、製品に残る痕跡から口縁部を下に向けて設置したことは明らかである (註

3 )。よって望月氏の分類における『焼台』に該当する。

窯詰め状況 窯体内での配列など、実際の窯詰め状況は再現できないが、熔着資料などからある程度

の復元は可能である。葦坪は葦と身が合子状に合わさった状態で出土している。熔着はしていないもの

の、杯蓋の口縁端部あるいは郎身の受部や立ち上がりに重ね焼きの痕跡が確認できるものが多い。口を

上に向けた状態や、同器種での重ね焼きを示すものは認められなかった。ただし、 蓋杯と しての天地は

意識していなかったようである。短頚壷に関しても肩部に蓋を受けた痕跡があり、使用時と同じ状態で
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あったことがわかる。高明くは脚部内圃に自然粕が付着する例はな く、正位での焼成であろう。また、 整

では口縁部から肩部にかけて降灰が見られることから、 同じく正位焼成であったと推測できる。

2.時期

上述 したとおり、 1号窯では残存状態が良好な資料に乏し く、時期判断の検討材料となり うるのは蓋

杯に隈られる。 本来であれば各器種における形態および共伴関係から複合的に決定しなければならない

が、蓋杯、とくに蓋の形状から判断せざるをえない状況である ことを前提と して筆を進めたし、。蓋A類

は口径の中心が14cm台であること、天井部と 口縁部の境が突出し、 口縁端部に段をもっ特徴から TKI0

型式併行期と考えられる。少量ではあるが内面の同心円文も確認できる。口縁端部や外面の形状は形骸

化しておらず、 またA類と Bl類の数量に偏りが認められないことから、 TK43型式に前段階の特徴をも

っ製品を製作したのではなく、 TKI0型式に比定したし1。ただし、 これと共伴すると判断でき る器種は

非常に少なく、身A(口縁部a)類・波状文や三角形透かしをもっ大型の脚付ー壷が同時期と考え られる。

蓋B類は、口径および口縁端部の作りから TK43~TK209型式に見られる特徴を もつが、 弱いながらも

口縁端部に段を意識した沈線を施すものが多く、TK43型式期のものが主体であろう。身A (口縁部b • 

c • d)類 ・施文を有する短頚壷や高杯などが同時期と考えられる。 なお、蓋Bl類のうち沈線の上部

がくぼむタイプはA類を意識していることが明らかで、あり、TK43型式のなかで、も古い段階に属すると

推定される。葦Cは口径が13cm前後と小ぶりになり、外面の区画が認められないなど、TK209型式の特

徴をもっ。身B類 ・半球形のi不部をもっ高士不・平瓶などがこれに伴う。 以上から操業開始の時期をTK

10型式併行期(遠江編年の皿期前葉)に、最終操業の時期はTK209型式併行期 (遠江編年における皿

期後葉)に比定できょう(註4)。このこと はW次床出土の特殊肩壷が示す時期と幽艇を生じない。

土器型式にして3型式分という長期に及ぶ製品を生産 しているが、床面の堆積状況からも推定でき る

ように、その操業は断続的なものであ った。窯体内の土器を見てみると、 1• II 次床は TK10~TK43

型式だが後者が中心である。 I次床のものよりも明らかに古相を示す一群が灰原から出土しており、

TK10型式とTK43型式の聞にも中断期聞があった可能性も考えられよう。皿.IV次床はTK209型式に

比定される土器が出土している。窯体内では蓋C

類が圧倒的に多いが、全体的な割合と しては 3類

がほぼ同程度認められることから、各操業時での

生産量に著しい差はなかったようである。

3.小結

500 

期・段階

(初)

前

中

後

(宋)

E 

円IJ

陶邑・都城 窯跡名

TG232 

TK73 

TK216 

ON46 

TK208 

TK23 明通 り

TK47 水神

MTl5 
l峠場 I-J・2古
有玉I期 ・術門坂2

TK10 
有玉2期 ・術門坂3

有玉3期 ・星川 E l号窯の生産器種はi不類が最も多 く、 睦 ・提瓶

がそれに次くや。同時期の周辺古墳出土須恵器の器

種組成も同様の傾向を示しており、主たる操業目

的は古墳への供給であったと判断できる。

中 TK43 西笠子64・術門坂5!衣原 1号窯

では、実際にはどのよう な消費地に供給されて

いたのであろう か。最も強い関連性が考えられる

のは、同一丘陵の先端部に位置する衣原11号墳で

あ る 。 出土した須恵器は、いずれ も TK10~TK

209型式の所産と考えられ(註5入 l号窯の操業

600 

650 

700 

田

IV 

V 

後

末

前

後
ト一一一一一

末

(初)

前

bv: 峠場 I-1・2新加賀山2-J

入野高岸1号窯

飛鳥E
入野高岸2号窯
殿回4-I 

E 峠場2ーI

IV 

V 

平城 I

時期と重なる。そ こで11号墳出土須恵器について ※鈴木2004より一部改変 して転載

1号窯の特徴と比較してみると、蓋杯は外面の回 図222 編年対比表
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転へラケズリの技法や、内面のナデ調整の有無などから判断して 1号窯の製品とは考えにく し、。 また、

1号窯の高杯は裾部の端面がくぼむという特徴をもつが、11号墳の高杯には認められない。それ以外の

器種に関しては窯出土資料が比較検討しうる状態ではないため一概にはいえないが、 l号窯の製品と特

定できるものは確認できない。

志太平野および静清平野の古墳出土須恵器を概観したところ (註 6)、衣原の製品と胎土や形態的な

特徴が類似するものが数点認められた。ただし、 肉眼観察による産地の同定は非常に困難であり、 あく

までも推定の域を出るものではなし、。いずれにしても l号窯の製品が広範囲に大量に流通していたとい

う状況は確認できなかった。また、供給先を知る手がかり となりうる ものに特殊扇壷が挙げられる。 志

太平野における出土例は皆無であり、今後の調査において発見された場合、当窯の製品と特定できる可

能性が高い。さらには、 l号窯での生産に受注的な要素が働いていたこと、特殊な器種を用いた葬送儀

礼を執り行う被葬者との関わりが強かったことを示唆する資料といえる。

衣原 l号窯はTKI0型式併行期に開窯し、 TK209型式併行期まで存続した、 おそらく 志太平野におけ

る窯業生産の初現となる須恵器焼成窯である。その操業形態は lない し2回の中断期間を含む断続的な

ものであった。窯構造(排煙調整溝)や特殊肩壷の分布から畿内・伊勢湾沿岸の系譜に連なると考え ら

れる一方、製品の形態的な特徴には尾張の影響が認められる(註7)。特定の地域からの一元的な技術

伝播ではなく 、その系譜は重層的であるといえよう。衣原 1号窯に先駆けて発見された入野高岸古窯群

は1段階新しい窯であるが、窯構造および製品の形態や技法の特徴から見て、工人の集団移動という直

接的な流れではないにしろ、系譜の連続性がうかがえる。TKI0型式の段階は静岡県内において須恵器

生産が大規模化する前段階にあたり、現在までのところ大井川以東で確認できた須恵器窯は衣原1号窯

のみである。この時期の窯はいずれも小規模で、それぞれが異なる系譜から技術を取り入れており、そ

の主体者は古墳造営者である首長であったと考えられる。志太平野においても同様の様相が推測でき る。

すなわち 1号窯の経営を掌握していたのは周辺の首長層であり、その人物は広範な繋がりを有し、須恵

器生産という先進技術を導入しうる勢力をもっていたと考えられる。当地ではこの時期の古墳は限られ

ており、衣原の周辺において確認されているのは荘館山1・2号墳、 釣瓶落7号墳および八幡2号墳で

ある。荘館山 1・2号墳は志太平野では数少ない前方後円墳である。八111番2号墳も金銅装を含む馬具一

式が出土しており、いずれも有力首長層が被葬者と考えられる。このうち八幡2号墳・ 釣瓶落7号墳出

土の須恵器のなかに衣原 1号窯の特徴をもっ個体が確認できた。理化学的な検討結果が必要ではあるが、

可能性のひとつとして留意 しておきたし、。また、窯が再開したと考えられる時期は群集墳が増加してい

く時期である。 操業の中断と再開は供給先である古墳の造営と密接に関わっていたと推測しでも差し支

えなかろ う。

なお、 1号窯と尾根を挟んで北西側に広がる寺家前遺跡では、 同じく 第二東名建設に伴う調査によっ

て古墳時代後期の集落が確認できた。現在報告書作成に向けた作業中であるが、 l号窯より も若干新し

いと思われる時期の須恵器が出土しており、なかには焼き歪みや熔着した資料が少なからず見られる。

立地的にも時期的にも無関係とは考えにくく、 衣原 l号窯の位置付けによっては寺家前遺跡の性格にも

関わってく るであろう。 今後の資料整理における課題としたい。

註

l 総数に対して器種を特定しう る点数が少なく、破片数では正確な比率が求められないため、図化資料を対象に行った。なお

破片数による算出でも葦杯が全体の半数以上を占める。なお、裂と壷類は大型の製品であるため、個体数は口縁部の数量を以

て計測しているものの、接合点がなく同一個体として認定できない場合がある。したがって必ずしも破片数=個体数とはなら

なし、。
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2 r置台』は「傾斜床面に置く台であり、 製品滑落防止を主目的とする支え台的な窯道具」、『焼台』は「製品川聞に対して専用

に使用される窯道具で、床から浮かせることと溶着防止を目的とする」と区別されている(望月 1999)。

3 土器溜ま り出土の杯身(図191-32)の底部外面に残る重ね焼き痕と焼台(図194-80)を合わせると、ほぼ一致する。

4 志太平野を含む駿河西部出土の須恵器を扱った編年案は示されていなし、。したがって本稿では田辺昭一氏による陶邑編年

(田辺 1966)および鈴木敏則氏による遠江編年 (鈴木 2004)に準拠した。

5 11号墳の築造時期は TK43~TK209型式併行期に比定されている(第 2 章第 4 節参!日夜)。

6 藤枝市郷土博物館、島田市教育委員会および静岡市の御厚意により実見させていただいた。

7 鈴木敏則氏の御教示による。
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表65 1号窯窯体内出土土器観察表

E 遇措・
残存率
焼

‘ 器福
層位

法量(cm) 胎土 色調 .盤などの特撮 • ー・考成

l号満
14.20 

蚕由 [1笛〈E吉lむ101当色4粒胴干白、色粘小i園二位多、 内 N6/灰色 内 回疋転井郁ナデ回転ナデ後ナデ 有 j!¥みあり。全体的に路面が
l 112 i血直径 珂て量

器高 3.90 
70 

I直次上床 N6355// 灰色 回荒佐井部ナデ チ ップ状に~J"
タト 5Y 3.5/} オリープ，!U~正色 外 回転ヘラケズリ

1号満
口径

内 回天転井部ナデ回転ナデ後ナデ

2 沼恵器 ま不董
器.. 14.001 25 蹴堅 苦む長。官白む色。小 £ 宜iみあり.m維は刷聾

i次床 む 外 J.Uニ 外 回天転井範ナデ囲転ヘラケズリ

l号無
口径 114.401 

密抱s色.小kFih蜘色，備佐、か子日曜に、、代径従む32~mm 外内
N 4.5/灰色 内 回転ナヂ

3 110 須軍総 叫:源
橋高 14.151 

10 u 右 犠iliiチップ状に剥蝿
1次床 N 4/灰色 J'，ト 恩天井転部ナデ回転ヘラケズリ

J 号満
口径 113.601 

やや密 灰m白m色色白小位色耽子小合、欄む世径。
内 5YR 5/1陥灰色 l村 回転ナデ天井部 ナデ 1 右

4 112 却i.iliW，i まイ画
器問 3.90 

量筏1-4 四 読みあり}-2 
1次床 合む 外 10YR 4ハ地灰色 外 里天転井ZナZヂ回転ヘラケズ')

1号満
05.001 

内 N 6.5/灰白色 内回転ナデ

5 110 iJi且『掠 上司:轟
器高 13.801 

10 車止 Ff陀EE青1む白~色2位.子白少色量小含暗むj)。 右

I次床 外 5Y 5/1 灰色 外 回天転井節ナデ目転ヘラケズリ

1号電
口径 114.201 

内 N 4.51灰色 内 回転ナヂ

6 ，Jj!堅探 t平量
器高 13.251 

15 k慣世 官2_白許l色色，町l、僚子会、む径 1- 有揺みあり

I次床 タト N 5/灰色 外 里天転井部ナデ回転ヘラケズリ

1 {}:明
口筏 115.001 

密備粘僅か事土に径佐〈含含古ltむむ~J。。4白・白色白色位色小子甜'J、、
内 2.5Y E/}且白灰色 内 回転ナデ

7 
濁高 14.401 

20 軟 右 iIiみあり

I次床 クト 5Y 6/1.5灰オ リ プ色 外 里Eab転ヘラケズリ
1号踊

口径 114.501 
内 N 6.51灰色 内 回転ナデ

8 110 m車器 判、董 需高 13.501 
25 ふ4 宮a川m僅色か内小に色磯合粧含むすむニ多。く肉台色む小。 者 箭みあり

r(;;:床 外岡上 外 E天l転井部ナデ回転ヘラケズリ

1号JJ:
口径 113団)

内 N 7/灰色 内 回転ナデ

9 110 m思密 刻、身 1ft大盗 116.001 
5 11込 官園暗i少、量i出韮含3lむ~~ 24 ・.灰白色色小小 右外而に手l州付精

I次床
器町 13.651 

外 N 6.5/灰色 外 回転ナデ

l号満
ロl~ 112.101 

良 I官色小暗白f色p量位含子む合む。白
内 2.5Y 6/}‘出灰色 内 回転ナデ

10 110 ，Jj.m総 杯身
最}.:ff

(1(424800) ) 10 E 面みあり。断面M灰赤色
I次床

軍事、
外 5Y 6/1灰色 外 回転ナデ

l号烈
口径 115.501 

内 5Y 6/1灰色 内 回転ナデ底部ナデ

11 須思部 高t平
世f-:i宅 118.301 

師4団0l 軟 笛・4・灰色白白小色色帽小位F園J子>a、、Sf韮保む3~l ~ 10 有 ¥ti函i官誠.過伎の厳削つ外

I次床
樹高 5.20 

外 N 4.5/灰色 外 恩体転・底ナデ郁回転ヘラケズリ
而r.m維は鑓値

1号2証
ロi王 18.301 

内 2.5Y 4/1情灰色 内 回転ナデ
器t高 13.001 ロ 密径む i向~色3也.子白多色〈小含路む古。12 110 須軍需 甑鮪

線15 
軟

I次床 外 2.5Y 5/1情灰色 外 回転ナテ

(10.501 
内 N 4/灰色 内 回転ナデ天井邸ナデ I左

4.50 40 
つまみ瑚li'I¥:12.71回為厳則。

13 112 沼恵器 壷量
器高

軟密白色池子合ι、 直みあり。内部部分的に京l
I直次上床 外 向上 外 回ラケ転ズナ')デ体天部井車節IJ吏目文転ヘ 離

l号窯 l勾 5NY45//灰l灰色色 内 向転ナデ

E 2D 面3・白白色色小佐冊子;";、む径 1-14 110 ，;un~* 盗矧 軟 自過度の焼成ワ
I次床 外 10YR16灰5/色l灰白色 外 回転ナデ一部、刺突文

5Y 5/ 

l号満
胸部径 116.401 

内 510YY8R/l4灰5ハ白色褐灰色 内 回転ナデ
l向付量つ ~~寓 (5叩)E20 密瞳含む径 1~ 3 mm白色小 右 過IIIの世熱?2段4方透か

15 110 沼恵器
両町ワ

軟
I直次上L正 外 10YR755//ll尚灰灰白色色 外 回転ナデ一部、故伏文

Lワ

2.5Y 

l号白嘱
口径 (19.001 

軟 I密-白色白小色樽位古千む、径1-2
内 5Y 4.5/1灰色 内 回転ナデ

場町， 13.101 口
16 110 m思器 聾 融 市 酬の酬?盤面制

I次床 5 外 5Y 6.5/1灰肉色 外 回佐ナデ

l号旗
口径 113.401 

内 5Y 7/1灰白色 内 回転ナデ

17 111 須恵稽 時蓋
芭曹E (2，901 

10 良 密晴白間色色ド小i小t慣a骨vft僅子むか、。に粘径古上4む粒mm、 高 額みあり

E次床 外 2.5Y 4灰5，1白loX1色灰色 外回転ブデ5Y 7/1 

1号旗
口径 113.501 

密23.・灰白白色色色胞小小子懐限、古僅むIか圭。に1径古~ 
内 N 5.5/灰色 内 回転ナテ

18 須恵器 杯溢
器出 (2.151 

15 堅雌 右 盃みあり

H次床 む 外 5Y 5/1灰色 外 回転ナデ

1<}1lI 
口径 (13.101 

灰密盗む色l白~小色鴎2勉・・子制向、色色粘小小土圃憎位含・、
内 10YR 5/1.5氏賞尚色 内回転ナデ

19 須J[I器 坪董
指高 (2.70) 

5 軟 百務面摩滅
E次床 外 10YR 6/2灰民地色 タト 回転ナデ

l号期
口径 (10.601 

内 N 4/灰色 内 不明

20 111 須J!~器 時身
最大径 (J.I.OOI 

5 民 管3醐在白ν色、圃枝多子く、曾径む1- 高 内而剃橿。体郎に薄く降

E次床
部高

タ'，:I 2.5Y 3，5/1前灰色 タト 囚底舵部ナ回デ転へラケズリ

1守剤
口径 (13.:101 

内 2.5Y 6.5/1賛灰色 内 回転ナテ

21 III 自同車器 時並
摺ti 12.75) 

15 軟 色笹2粒剛子白白少色色量佐小富冊子む、古む径。l灰~ 存 自防的に際誠
E次床 外 58 5/1育灰色 外 巨|転サデ

l号燕
口径 113.701 

内 N 5/灰色 内回転ナデ

22 111 m底部 郎董 ~日 (1.901 
10 搬竪 寄蘭古む白色也子、白色小 布 天井部焼事歪む

!日次床 外 5Y 5/灰色 タト 天回井転節ナデ目転ヘラケズリ

23
1 山 |畑器

]号窯
口径 111.801 

内 5P85/1青灰色 内 回転ナデ

杯身
最大径 114.301 

15 竪績 密色B小1・僧白白儲色色か位小に子限宮、古むむ径。1-灰
た 口縁質量都内面に盛ね焼き的。

E次床
私i~ (3.101 

外らY5.5/1灰色 外 回展転誌ナ回デ転ヘラケズリ
ワ 外面に薄〈降灰
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表65 1号窯窯体内出土土器観察表

指図No 図版No. 掴別 語種
遺憾・

法量(cm) 費存串 焼成 胎土 色調 園建などの特種 • 個考
置位 • 
l号寓

脚部径 (17.701 
内 N 6/灰色 内i回転ナデ

24 
留高 12.601 

重良 E 白色位子宮む 不明

mi!(!li~上 外 N10Y6/6/l究l書灰色 外回転ナデ

l号'lII
胸部径 (29.801 

T噂蝿か.古に、吉むE径むE1 思議2: 匙赤石英色~ 内
10YR 3/1出褐色 内 証Eナデ

認高 (5.851 
胸部15 

耳、
25 III m.m器 胸付葺 軟 径~l 園・ J小i童l、外 明

断面は笹色

市次床 10YR 4.5/1褐灰色 外 回低ナデ

l丹燕
口径 (14.001 

内 2.5GY 6/1オリーブ灰色 内 回転ナデ

26 111 iJt曹探 t平董
沼郡 (3.101 

10 良 要僅か色に京古量む子~(;，~l言 右

N次床 外 N 5.5/灰色 タト 早天転井部ナデ回転ヘラケズリ

197胃
ロ筏 (12.9Oi 

内 5B 5.5/1膏灰色 内 回配ナデ

27 III TLi!J日韓 杯彊
器高 (3.801 

10 民 密白色位子宮む 右 外臨海〈降灰

W且;床 外 10Y 5.5/1灰色 外 天回転井部ナデ回転ヘラケズリ

1 J.}寓
口箆 (13.301 

苗部むE2E。色~・J再径白l3、傭.掲色l少灰色枝~量色小子2含小・E宮事む様む事白。、色〈小時青径

内 5YR 4.5/1褐灰色 肉 体天部井部回転ナデナデ6叩否R両 (3.951 
不(内外…即断面犯 111 i乱軍器 昨彊 20 軟
明 は概色

1Vi!(暗直1'. タト 10YR 5/1尚灰色 外 体天部井部回転回転ナデヘラウズリ

l号7胃
口í~ (¥]，001 

内 5Y 7.5/2灰白色 内凶転ナデワ

羽 ，J'l.\l1~占 f不身
n大径

引) 軟 竃.僅か白に色合11む干、 J\.I.~色小 不明 過滅IJ!:の敏明ワにより溜面康
1ll 

出向 (3.601 
N次床 タト 52Y5Y8/72/灰3洩1;;1.悦怠色 外回伝ナテワ

l'号]1
口径 (11日日)

官白色小色様小向僅隙色か也、に子I革合、2む~1E3.2灰・1外内 5Y6.5/1灰色 内回転ナデ 底部 ナデ

初 ;n豆1器 昨身
最大1壬 113.501 

30 軟
十。 歪みあり。過度の1!Ii'"つに

部Z13 (3.651 
}1.: 1回t転i軍ナ回デ転ヘラケズリ

より用紙
W次w 同t

1 q.:~ 
ロll¥ (12.401 口

市従合小7a.む1E世。白自~色は色i4藍f小f・Ttlむ聞子#~2、t52Uく.i色EfI小灰lむ欄~ 色。
内 N 55/灰色 内ー向転ナデ 低f官lナデ

政kso 占。:I ~み習し札、外面に白僻軸
31 110 ;M・:.Ii 停身 {1380)j82正0 0 良 付利。内外面とも底部付近

lVi大床
器idE 5.35 

タト N 6/灰色 タk 回転ナデ底部ハケ目。 が剥値している.!l!倣坪か

1 r.):~ 
口市 (15.101 

内 75YR665//44ににぷぶいい1前'11.色回 内 自任ナデ令
~;l:':Î (5.001 tm 吊イドi 

10YR 色
イ明ミ 過紙。1空白被鼎ワにより器而同声32 ;Ii辺諸 t:jJ;平 軟 官 ( I (♀小暢1-、1Jl~む

IV次咋 外 10YR 7/3にぷい前回色 外 1"1転ナデワ

l -~}:] 
日掴畠H韮 (l3.'IOI 

?代22を。む・・白1司こl、i色尚丘純小色開小子、汽時む保限。か1-尚に
11~ : I 5B 5/Uf灰色 内 1!:!1転ナデ

:1:1 111 ;!u!.'::!i ト.~tヂ
::~{:Î 12.001 脚1百: 1~ 明不 内田1ι小さな訓1:1

IV次w 10 外 10YR 4/1Il.l灰色 件。匝l転ナデ

1 r，}烹 内 2.5Y 6.5灰!2色灰白色 内 回転ナデ

m 2u 5 時蹟
N 5.5/ 

4咽ー ポみあり。 f曜く陪版。小さ
制 面白色悦(<~む

IV次時 外 2N55Y/6灰/2色'!i.1Il色 外 回転ナデ
'i.刷鰻あり

!り明
Ul五 110.001 

内 7.5YR 6/4にぷい位色 l仲印転ナテ

お 111 ~n!!.{::1 短町蛍
lu大出 111.001 

20 軟 ?む官 ド非1111U1牧色子靴ft下む~<J Le :1三週Jじ

IV次l.ji
fJil可 13.701 

外 5YR 7/5にぷい位色 外 l"lliナデ

1り明
出小(1僧tiyf引賞l、かh郎にf、HfT住むZ2〈圃汽Aむ色。I外I)~ 日YIl4/2灰褐色

l吋 制転ナデ

36 112 Uu!.{::i IIIl凶画。 10 1 11 
lV次w 2色5YR4/3にロい色A、尚 外 自転ナデ5YR 1/6.h‘批J

トー
内 ド一'1転泊、ナデCIl催、ナデlり計 1: 

おh'itll色t土'ト日l、{時i立仏十ft11かF11に2t5iパ<小むf郎t。む、o 
内 JOYR2/I.'H色

37 110 ~ii.lH(:i 、下瓶
体10 
民

1v次出 タト 5Y 5/1灰色 叫kll，杷dl'Tt ナデ ー沼;、 タ タ 4~
部ナテ

1 :}:~ 
.拍同i伽-・a (3351 

内 2..¥YR 5/6明高知色 内回転ナデ ー話、ナデ

38 110 ;Ili{~i 特蜂M量 40 以 翫d色i悦色-lf'fai自色寸力靴1>、に下idf2T-T5むくむaむ~J.I。
外l州 ナデ

高断面{柿色

IViX出 外 7.5YR .1/J.511l灰色

1 .~ J~烹
胸部筏 (16.201 

出崎3.fEむ4tkE。fll~H位小{3土f冊・t少f下l、Efatl小ff』r 
内 N 4/灰色 内 1"1転ナデ

39 111 g刷;れ~(;ç;剛3 脚H必
白"，p'，a・・B 12.551 

2胸部0 県級 ィ町'1 小さ江絹111あり

W品;山 む 外 510YY5R/l2阪/1や1.¥色 件 1"1・ムナテ

1 'i烹
口筒 115.601 

内 5YRlz5/t3/に2'Jiぷlい品位M昌也 内 "'1転ナデ
.，凶t'-h，'，J (i.80J 7.5Y 

面 半還元40 111 抑止.!4; 陶ιl 15 軟 :，; "1 ('!It(千世 r.t;~む

IVrXI)，ド タiP75YR7/Ubm1 1色iIUfJ，'色 ~ 回世iナデ5YR 

1';'烹
;a，T>i五 (12.301 

l勾 i.5YR 1111尚灰色 内回転ナデ

41 111 ~J1ll~ :ti 聾 E2JEH S ; u 出枯包小1"館lJlft、irlιtfhd子l3~5〈1，T園む内。
布、
内部に工rm1IJ1 

11'次床 外 i.5YR l/2J)it~包 川" 回11転t司iナタデタキ彼カキ日

1 ~.官
口il< (12.50) 

l匂 52Y5Y7/Sl/灰28"向T怯卑白色 内匝1，.ムナデ

42 1)2 ~JüH:=i 同:轟
。・，・mM'rl'j 12.601 

15 w 持1私-;l色tilか小(1様に色f、fE!?むi量子5、・f以a色2皿'1 、 不l叫 読みあり

~!上 外 57Y5Y6/4135人/色山、色 外回転ナデ

1号1i
口ii 112∞} 

内 :-.: 5.5/灰色 l勾 嬰吏佐Ji'謂ナ;デ回佐ナテ怯ナデ
~;;rfJ 13∞} tvll~ ト3l色.4白:l干色小~~t.:雌hかM 京みあり。 ffil量t.:ætt~。丹

~ih.!.~~ 路面 20 H んー
面に上;w:'*i:n

埋上
に:'Jt:

外 1・4ト 外 里吏転n;~ナ;テ回転ヘラケズリ

1 r}型
JJl. 113.50) 

，1， 7..5YR -1/2灰褐色 内 憎克た!t-耳ナiデ回転ナテ後ナデ
1I 112 ~fü!.{~:i 11' .. 

2::(:日 13乱，5)
10 恥

怖1- が2l色.1臼t~i己f小Tむ同c情かii¥ 
む

州」一
に:tむ

叫 IVUュ 外 1I司d転F話ナ。テli'I佐ヘラケズリ

i r}:~ 
。 i~

内 1¥ i/ j.k色 内包1'"ナデ
;e~ ，~;í 指l~lニ2l園i主I内，~包1pf'卜tむ内の向Mか

15 ~!i思&i ;，r-証 /，~ I iflみあり

I'l!I:: に，'lt: N 6.5/紫旬、旬千、色l色
F川117叫、e作ょ品ナ;テ凶'転ヘラケズリ51> 5/1 
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表65 1号窯窯体内出土土器観察表

自 図服 遭栂・
法量(cm) 残存率 焼成 胎土 色調 謂墜などの椅搬

務
備考

No. 加 層位 組

1号満
口径 112.301 

内 N 6.5/灰色 内田伝ナデ

46 112 iJi1!:器 持軍
器高 (2.601 

20 患官む 白色枝子僅かに古 要Eナデ 不明

自然軸付着。外国に土居片

熔曹
埋土 外 向上 範囲転へラケズリ | 

1"1熊
口径 (12.401 

内 N 5.5/灰色 内 回天転井部ナヂ回転ナデ後ナデ 右

4i 112 '.lll!!罰 杯董
器商 (2.551 

25 良 密白色粒子会む 自然軸付着。歪みあり

埋土 1 タ1 62P5BY66n5/灰l脅賞灰色色 タト 回天転井部ナデ回転ヘラケズリ

(11.401 
内 5PB 5/1背灰色 内 田Eナデ 底毎回低ナ

48 112 須恵器 杯身
l号窯 最大径 (14.501 

25 良 密2圃白白色色小桂樽子含、む盗 1-
デナデ 右

逓みあり
埋土 器部 14.001 

タト N 6.5/灰色 外 EEhizヘラケズリ

lq;胃
胸部径 18.201 

内 5Y7八灰白色 l'l 回転ナデ

49 ?瓦E昔話 高岡:
;器i胃 10.801 I 20 繋般 官か白に色含小白む聞色松、子灰、色夜小崎2_僅 不明

埋土 外 5Y6/1灰色 外回転ナデ

I号:胃
脚郎径 | O:Wl) 

内 7.5Y 5.5/1灰色

50 mm器 高同:
器it1i 12.901 

5 良 官3圃白白色色段小子輔1僅苛むか。に径古 右 ZEみあり

埋土 む 外 2.5Y 6/1.5前灰色 外回転ナデ

1号燕
ロi韮 110.101 

内 7.5Y 6/1灰色 内 回転ナデ

51 112 m且『飴 平瓶
窃高

目的) 員20 堅億 理faE色，白l、色園附勉か子に、吉径む2mm E 自然馳付着

埋上 外 5Y 5.5/1灰色 外 回転ナデ

l-r;t荊 16401 
内 52Y5Y458//3l灰7昼色前色 内 回転ナテ

器高 15.001 口 密1-白2色・粒臼子色宮小む慣。幽径か
52 m恵器 短期壷 町301 良

左 歪みあり

出土 に含む 25YR6/52/灰2灰賞罪色色 外 回転ナデタド 2.5Y 

1号濡
胸部径 111.201 

内 N 6/政色 内 回転ナデ

53 m思摺 脚Hサ蛮 {%高 12.001 
脚部10 9鍬E E色小白繍色古佐む子、 別問

出土 | タト 7.5Y 5.5/1灰色 外回転ナデ

表66 1号窯土器溜まり出土土器観察表

残 焼 値揮 版図 週構・
色調 調盤などの特撮 備考図 福耳'1 器種 グリッド 法畳(cm)

存率
胎士

績NO.I No 届位 成

土器溜まり
口僅 112.601 

内 N 6.5/灰色 内 回転ナデ 天井郎ナデ
illみあり。外面に自然靴付器高 13.751 

40 竪 ElE?222j、SEL 右
着。c⑤ 殴

N 5.5/ 灰i/l色灰 タト 回天転井部ナデ回転ヘラケズリタト 7.5Y 6.5/ 色

土穏縮まり
ロ筏 (13.701 

内 2.5Y 7/1灰白色 回転ナデ
強み著しい。 lIiね焼き盟主あ器問 13.801 密白色聡子、径1-2

右2 ，Jj恕探 坪董 b.Q) 20 以 皿白色小瞭僅かに含む
回天転井部ナデ回転ヘラケズリ

り
上層 外 '" 6.5/欣色

土器溜まり
口径 115.401 

密 径 1-5mm白佐N'l!内
N 6.5/ '*白色 内 回転ナデ

i!1みあり。外国に自然軸付器高 13.501 
右3 113 調理組 保量 c④ 10 艮

儲かに吉む 外
N256Y/6灰/2色灰憤色

翠
上層 外 回転ナデ

土悩埴lまり
口達 115401 

内 N 6/灰色 内 回転ナヂ天井部ナデ
右 盃みあり。外面に土器片付 |

須郡器 保輩 IC④ 総高 (3501 
50 良 密 訴 詰工、径1-4

回天井転部ナデ回転ヘラケズリ
着4 1115 mm白 uむ

外 5Y56/ /l灰色 外上層 N 灰色

士揺溜まり
口径 114.551 

90 町孟組 笛醐白色白色小欄粒子多、〈佳宮かむ1。~含径む10 
内 N 6/灰色 内 回転ナデ

密高 3.75 
石 壷み曹しい5 1115 須恵器 五平董 C.④ 

10醐灰色小嶋樋 に 外 NN64/5/EE3蜘5色 外 回ラケ転ズナリデ、ヘ天ラキ井リ部不調回帯世Eへ上層

土器溜まり
口径 114.901 

密白色粒子、逆1-8 内 NN 67// 灰灰色白色 内 回舵ナデ 天井部ナデ
宮高 (3.651 75 右6 須且J'" 杯孟 C'④ 艮 灰mm色白色小小樽繍少含飯む合。む待5圃

外 自ラケ伝ズナリデ、ヘ天ラキ井リ部不細回長転へ。上層 外 5 Y7/1灰白色

土留溜まり
口径 113.301 

内 N 5.5/灰色 内 回転ナデ

自 盃みあり罰高 12.801 10 縦ffi 笹2吉Eむ白色粒子、白色小m7 '1l3 須恵器 杯宣伝 C'⑤ 

外 2.5Y 6/1賞灰色 外 恩天転井部ナデ回転ヘラケズリ上層

士器溜まり
口径 (15.601 

~粘やや土3・宙佐白少台魁白色含NII粒む多子く、古径むl。

内 7.5Y 7/1灰白色 内 回転ナデ 天井部ナデ
倍高 13.201 初 10Y 6/1灰色

右 歪み著しい8 1113 m理器 印鑑 c.④ 軟

外 K 258 G5Y/B灰/1色灰白色 難ナデ上層 外 毎回伝へラケズリ

口径 114.801 2.5Y 可競E 内 回転ナデ土器溜まり
111高 14.201I 20 良 管白色眠、道1-4 内 2.5Y7/ 左ワ 歪みあり9 1113 iJi憩器 杯竃 C'④ m白色小 ι 

外 5NY67//l灰灰色色 外 実回ι葬都ナデ回転ヘラケズリ上居

口径 I~~ :?: I 内 N 6/灰色 内 回転ナデ
土信上樹届まり I密高 12.901' 5 良 ま白皇軍基員法会52 右10 i列車器 原置 c.⑤ 

外 2.5Y 6/1.5灰貧色 外 回転ナデ

土器摘まの
口径 (14.401 

内 N 5/灰色 内 Iill転ナデ
器商 12.751 密 色白小色位嶋子、経1-3 右 重みあり11 1113 須.I!t:器 杯置 c⑤ 10 良

ー自 僅かに含む
N 5/ 灰1/1色灰 |外 肝井部ナデ回転へラケズリ上層 外 7.5Y4/ 色

土部閉まり
口径 113.201 口 内 N 6/灰色 内 回転ナデ天井部 ナデ?

歪み著しい。外面に薄く降器高 13.801 
長良 やや密 色白小色樽位子古、径l 右

灰
12 m.mお E再苦量 b.⑤ -3・白 む

外 25Y57//灰2灰色鈍色 外 回天転井部ナデ回転ヘラケズリ40 N 5 

土器溜まり
口径 113.301 

内 K 6/灰色 内 回転ナデ
組問i 14.151 

15 I ii 管内色粒子、径1-2 右 京みあり13 須軍部 同t査 c⑨ ー白色小観音む
タト N 4/灰色 l外 回天転井郡ナデ回転ヘラケズリ
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表66 1号窯土器溜まり出土土器観察表

挿図 | 遺構・ |残存焼 胎土 色調 調盤などの特徴 :1 備考図版種別 経種 ゲ~';Iド 法量 !率成
N， Na 潤位

ロ極 (13.2011 内 7.5Y6.5/1膏灰色 内!回転ナデ
土総溜ま り 密高 (3.4011 ‘ やや密 白色世子、径l 右 蛋みあり

14 I 113 須車器 耳董 c.⑤ 上層 || 15 艮 -2剛白色小懐古む 外 5655/1青灰色 外 l|回転ナデ

土留溜ま り 口径 (14日01 や宇密径1-4・白色内 10Y6.5/1灰色 回転ナデ 右

~~高 (2651 1 5 良 小様含む粘土位僅かに ヮ
15 1113 須E器郎董 c⑤ 古む. 外 10Y5.5/1灰色 回転ナテ

口径 (13.601 内 10Y5/1灰色 内!回転ナデ 不明 l 
土器溜ま り 器高 (2.001 箆密白色粒子、径1-5 歪みあり

16 須恵器昨董 c.@ 上層 1| 5 敏圃白色小様古む 外同上 外 l|回転ナデ

土器1閉ま り 器口高径 (1(427刷01、I や宇l宙-2・白竪白粒色子小雌章む、。粘 内 2.5Y8/2灰白色 内 回転ナデ 矛伝
17
1 仰 杯盃 C④ | 山| E宝仙に宮む 外 2…明外回転ナデ

土 口径 (14.901 やや密 白色佐子、径l 内 566/1膏灰色 内 回転ナデ 天井部 ナテ 右 E み曹しい恒雄俗胸盤
印刷志 密高 3.501 Ô  1 .'. 1-3・白色小懐古む。 径 '" 。

18 1 115 須E担 保輩 ヒト③ 50 民 3-5・灰色小磁僅かに 外 N 6/灰色 外 回転!?:..r.=ヘラケズリ
上唐 古む 25Y6/2灰前色 買井即間見

土:m澗まり 口径 (14.201 密白色紘子事く古む。内 N5.5/灰色 内 回転ナデ 天井部ナデ 右重ね焼I!flあり。外面に降
器高 4.80 1 80 段径1-6.白色/1.古む。 回転ナデ 灰

19 須田器 杯置 c.Q) 亦褐色'1、a，僅かに古む 外 2.5Y7/3視鈍色 外 天井郁回転へラケズリ

口径 114.701 内 565.5/1腎灰色 内 回転ナデ
士総溜まり ~-l高 (3.351 堅 苦 白色位子、径1-2 右 読みあり. 11ね焼~痕あ り

201 jH思6ii 師輩 b⑤ 15 S世 ・白色'1、聞古む 外 B65/1宵灰色 外 回転ナデ

口径 (14.8日) 内 2.5Y7ハ灰白色 内 回転ナデ
土器澗まり 器iA 13.501 官怪1-2・臼勧l峨、 右

21 旧 制招 柑 b⑤ i .... .. "'1 5 良部・砂様僅かに合む 外 5Y4/1灰色 外 難毒菌転ヘラケズリ

口径 115.001 内 N6/灰色 内 回転ナデ
土m:溜まり :5町 (29511 5 堅市白色枝子、後1-4mm ナデ 右盗みあり

221 1 mlll賠 訴面 c-(I) 敏白色'1岨、結土栓合む 外 2.5Y6/2灰前色 外 実回芥t部 回転ヘラケズリヒ旺1

土器:ifflまS 口筒 (14.901 出白色住子《む。径l 内 N5.5/灰色 内 回転ナデ 不 盗みあり。 熔む資料(身口
"" ヨ 器日 12.45115 暇 -2圃白色小限儲かに合 明 径13∞cm)

23 11131 jfi百法師量 c.@I 臨圃 む 外 25Y6印刷色 外 回転ナデ

口出 113.351 内 5B5/1 ~i灰色 内 回転ナデ 不司1み暫しい。外而に土器片J::~I澗ま り 2;ij!"~ I (3.30) 堅拡 lニl色I~王、j王 1 -2 明証J持。 lW<降灰
2<1 I I m，¥!!.(.;i 杯泣 b④ 25 績圃白色小隙山U 外 N4/灰色 外回伝ナデ

ロ11¥1 (13501 内 N 6.5/灰色 内回転ナデ 不
土品市1まり 措n":;I (3叩) 市住1-5・白色瞭 l山 涜みあり

お 113 訓1!.(6:i 胤 c② 初良 似合む。 他 粒子主む 外 10BG35/1断。T灰色 外回転ナデ

口径 114.501 やや詰白色此子、 l~ 1 1 r勾 5PB6ハ I'(~正色 内 回転ナデ天11部 ナデ 世み苦しい。土~ilt ・ 明~
上正J閉まり 置i，::;1 (29511 30 1 :!! 1;;;; 3・白色小照合む。砂 " 1 1'，他行

加 古u!'(:!i 柑 b⑤ 3 鰍時入1l¥3・灰色小削か 外 5B5/1J'll1<色 外 期前征ヘラケズリ1;1;';I'::~む

円i}，1 113.00) 内 N6/灰色 内 回転ナデ天井部 ナデ illみあり.舛而に上;!~片 ・
上::;溜まり (.;1;;:; I ，1.55 堅 官向色町子、径]-4 天井壇回転ヘラ 点 目然納付着

27 須田ZJ 岨 b-(I) 1 1 ....... 1 . vo  1 20 館副ーl色小劇 ι 外 2.5Y7/1以内色 外 FFJ?デ曙ヘラキ'J袖 E

口11¥1 (14.()(l1 内 5Y8/2以r:r色 内 回転ナデ天月部 ナデ 不外而にtr然柚!-t{1。血相糠
土怒川まり 。れぜ 13.2011 '10 照 宮 。色純子~<含む。 I明 きli1あり

沼山 i白，l.U::; ぬ c・⑥ 館日色略合む 外 5Y6/1灰色 外 奥野品転ヘラケズtj

土別問ま 口任 113.001 内 5Y7/1灰白色 内 回配ナデ ー小口u古都外而に向然柚Hff曲。 ~i"5 1 13.4011 5 良 'Iii "1色町子~む 明
291 1 jj'jllJ."，郎量 b④ 外 N51灰色 外回転ナデ

口怪 (15.401 内 10BG5.5/lo'i灰色 内 l回転ナデ
土器問ま E骨~ (3.30) 臣官白色n子径1-3 右 illみあり.1Jiね焼$岐あり

ω113 1 j且畑 時 b⑤ b41 I ¥v.<JUJ I 15 股ーがl色小町品・ 外 2.5Y6/1.5，恢色 外難高畠転ヘラケアJリ

内回転ナデ天n部当て::L:~i澗ま り 日川後 初50 富市1-10.四与小樽内 10Y 6/1灰色 μ!!ナヂiriL I :(; 否み晋しい1 ~41 ai.m.i 1 J.Hl 1 c.(1) I .L ，""'''~ '/ 1 ;"r.; 1 4.751801! I ~く白む。白色町ヂ白む。 回転ナデ 体部:回転ヘラ
311 . 1 iJ'i.m.i 却益 c-(I) 掛皿 住4・灰色小E書官iJs;む 外 2.5Y7.5/1f){此色 外 ケズり荒井揮ヘラケズリ115 上白

ロi韮 16.30 内 10sG 5/1':1灰色 内 回ほ転市iナ当デてq(( 直みあり。外面目事〈降灰。
土Mi市Iまり t大在 19.85 堅出 白色佐子、 (~ 1 -- 5 右 盟ね焼;!I[l焼台痕あり

3 2 1141 älJ.l.( ~} 停身 ひ④ . 四 i l ';0;1951 I世圏内色小限合む "，.1 2.5Y 7/1.5灰1白色 件回転ナ工デ口 ナデ 、
tFi 耐，，，' " 106G 5ハ骨灰色 ほ:1>:IR

日後 112.301 内 106G5.5/1，';灰色 内回転ナデ 右i!iみあり。 断前半還元。量土~，;elま り Ckl長 (15.201 出白色村子自'-3 。 ね焼きli1あり
331 1 jfi思&l1l.f身 c-(I) 1 ， . • I -~;;" I 'i;So;1 5 民園内色小嶋主~'< f.iむ ω. 1 2，5)'. 6!~fJi鈍色 外回低ナデ

tk-; I (10.，../ " 10BG 5.5/h・fb人色

口i董 111.10' 内 5Y6.5/1灰色 内 1"1転ナデ 電みあり。外国(J明袖11罰。
土日14閉まり u大経 114∞) 訟 P色1主主、極1-4 車ね焼き慎あり

3.1 I I m.'\n:~l 町身 bφ Xi~B~;'; I (3朗il5 1 u 1;;;白色小樽凸む ノ~ 2sYSY668//2l9灰J慣色色 外 d'"11ムiナ回デ転ヘラケズリ

口怪 110.851 内 10Y6.511;)、色 内回転ナデ ::{.、
上%1if.1まり 最大1]¥1113.801 戸 宮 内色粒子、i亭1-3 明 荒みあり。枯土片付暫

35 11131 ;Jl.~~~ 杯4t c s LKi zitb {31uil 15 出・白色小様企む 外 565ハ汗FJi色 外 l|回底転部ナ回デ転ヘラケスリ

ロ花 ilJ..lOI 内 5P7/1明書房灰色 r'l 回転ナデ 庁ー、
土器溜ま り 似*1.1114.<10) ー 出向邑粒子、 出~t: 2 1 1 1 l' 1 f，月

36 111 3 刻~!ri:l 郎身 C-':) ，._， I ~i/t~.ï .~3 ∞，1 5 1 u 圃白色小樽f'置かに弐む 叫 5Y6ハ灰色 外回転ナデ
!-.f.-l 

土，:1溜まり ょEにイli員'{l1"12100}} 由 航向色P'I'~lむ。 1!- ! 内j\ 7/り;向色 内凹転ナデ イ小説みあり。断ね健Hiあり
島 酎八日 川 10 1 i"~ 1 -2 園内色小崎日かl・，'\I I I I _ I U)j 

3; 11131 ，nlll"，惇身 :::I~.:i I (2.95) 館 jむ クト 2.5Y7/3.5~'-.v'l色 外回転ナデ
I'.~'i 

-101 



表66 1号窯土器溜まり出土土器観察表

橘N図a 図版M 
温情・

残存率
焼 値

種別 器種 グリフド
層位

法量 胎土 色調 .盤などの特撮 • 備考
成

土官官溜まり
口i韮 (12.601

きむも・?長re~保arif雪 外内 N 5.5/灰色
内 回転ナデ

持 須恵器 杯身 c④ 
最大値 115.001 

25 堅徴 話琵みあり。露ね焼掴あり
器高 13.25) 

2.5Y 6.5/灰前色 外 回転ナデ

土器溜まり
口径 (11己01

E自E稽ZJ 1~3;
N 4/灰色 内 回転ナデ

39 須:1l:器 杯身
A!:}，:il¥ (1400) 

10 堅徹 不明 歪みあり
総高 (2.65) 

108G 4/1暗情灰色 外 回転ナデ

土密溜まり
口径 (12.00) 

内 58 6.5/1膏灰色 内 回転ナデ
最大後 114.30) 艦小か園に内、含色後む住3子.灰古む色。小嶋白色僅40 須恵I!II I時身 b④ 
穂高 14.801 

25 良
外 底回転郎ナ回デ転ヘラケズリ

右 歪みあり。 mね捜きIIIあり
外 2.5Y 7/3洩賞色

土器溜まり
口径 (11.201 

B IZ白端bf平1~3 : 

N 6/灰色 内 田幸長ナデ

41 1113 jJl理留 坪身 c④ 
最大径
(1(432700))F v 左歪みあり

上居
器高 N25Y 6/E灰/2色灰苅色 外 底凶伝部ナ回デ転ヘラケズリ

土紛溜ま り
口径 (12.001 

~面2.5白.色白位色子小宮峨むHi筒古l 内 2.5Y 6.5/1灰白色
内 回転ナヂ

42 113 須恵器 坪~ c⑤ 
最大径 (l4.301 

5 1m 不明

上略
宮高 13.051 

む 外 2.5Y 6/2.5灰償色 外 !底日転部ナ回デ転ヘラケス リ

土保湘ま り
口径 (11.301 

内 2.5Y 7/1灰向色 内 回転ナデ

43 須，!l~務 部身 c⑥ 
最大径 114.401 

25 良 直径占-2・…l
外 I回底転部ナ回デ転ヘラケズリ

右 盃みあり。 外部薄〈降灰。

上節
俸高 13.601 かにむ 外 25Y 77//3l灰5浸白前色色

置ね健U，!あり
2.5Y 

土器溜まり
口径 112.001 

内 N 6/灰色 内 回転ナデ
畳大径 (14.00) 

館~ 官白色小白色圃紘1>子組多合ιく合む。 コ明ド 底郡部〈降灰。重ね焼き痕
44 須思~~ 杯身 c③ 

器高 14.30) 
15 

あり
外 2.5Y 7/2灰貨色 外 回転ナデ

土器摘まり
ロ1圭 (11.90) 

内 2.5Y 6.5/1 灰白色 内 回転ナデ

45 須思器 t平身 c⑤ 
最大径 114.40) 

品 民 世白色1，1子僅かに含む 員外面白然袖付置
上層

官官高 13.20) 
外 2.5Y 7/4洩償色 外 回転ナデ

土探溜まり
口佳 (11.201 

内 ~ 6.5/灰色 内 回転ナデ

46 1113 m恕iII t平身 c⑤ 最大僅 (14.401 
5 良 Eむ径1-3mm自勧J岨 +ペコ 重みあり。Iiね焼Ulあり。

器高 13.001 
外 75Y56/65灰/1色灰色 外 回転ナデ

受部自然袖付着

N 6 

土器溜まり
口径 (12.801 

内 N 5.5/灰色 内 回転ナデ

47 I 113 須I里器 採身 c⑤ 
最大径 (15.75) 

15 良 密 白色作干含む 右

上層
器高 12.70) 

外 2.5Y 6.5/2にぶい鈍色 外 底回部転ナ回ヂ伝ヘラケス リ

土儲鵡まり 器ロ高il¥ 
(13ω) 

内 58 5/1骨灰色 内回転ナデ

杯蓋
(1.50) 
10 鰍哩 密白色也子;主む 不明

外 5日4.5/1暗背灰色 外 回転ナデ

48 1 113 須恵器 a.⑤ 
回復 (11.001 

熔着。 葎みあり

最大径 (13.801 
自d詰22、径ト 2叩 内 N 5/灰色

内 回転ナデ

不明杯身
密高 11.651 

10 良
外 底回転部ナ自デ伝ヘラケズリ外 584/1暗青灰色

口径 (11.251 
内 回転ナデ土器溜ま り

最大径 (14.601 
雲くZLf占空自草鰐

内 5Y 7/1.5灰白色
49 須l!!~ 坪身 b⑤ 25 良 1主 歪みあり。外面，fく降灰

上層
穂高 (3.901 

外 7.5Y 2/2オリ ー プ，~\色 外 底患転部ナ回デ転へ

土器溜まり 最口大径径
(12日)

内 5Y 6/1灰色 内回転ナテ
(15.20) 告小土瞭砲合白色、む松径子1-多く2_合む白。色 1明-

量ね焼き値，1;り。底部陣く
日 113'lJll!(器 k平身 d⑤ 

上庸 倍高 (3.401 
5 良

降灰
外 2.5Y 3/11砧同色 外 回転ナデ

土鴻溜まり
口径 (11.00) 

内 N 6.5/灰色 内 回託ナデ

自 |盗み机外跡降灰51 可:身 d⑤
最大僅

15 良 密mm白色白色小稔限子少、量後宮む1-3 
上居

器;t; (2.151 
外 2.5Y 6/4にぷい質色 外 耳転ナデ

土器溜まり
口径 (9.70) 

管径 ~白3色.胞白子色宮多小〈破含合むむ。 内
N 5/灰色 l勾 E佐ナデ

52 lJU里器 E干身 b⑤ 
最大径
(1(22別25)) 20 言 面積みあり。璽ね焼矧あり

締高
タト N 4.5/灰色 タト 回伝ナデ

土器澗まり
口径 (11.0日)

内 5Y 7/1.5灰白色 内回転ナデ

53 1113 lJj車協 杯身 b⑤ 
最大佳 (13.40) 

10 且 Eι 白色粒肝子、白色4小、 奇麗みあり。件前自然袖付曹
上閉

総高 (2.351 
外 10YR 6/4にぶい筒限色 外回転ナデ

土器澗まり
口i亙 (11.90) 

内 584/1晴樹灰色 内 底思転節ナ目デ配ナデ後ナデ

54 l1i.悲観 高杯 b⑤ 
畳大盗 (14削)

郎部40 l込 官t色韮小1-疎白C色2D・粒置子含白杏色む'〈l、輯含む・。灰
右 盃みあり。穿乳』華町工具痕、

上層
器商 13.80) 

外 2.5YR 4/311lf灰賞色 外 蕗E与ヘラケズり
置ね焼さ痕あり

土器溜ま り
口径 113.401 

内 耳 5.5/灰色 内 回転ナデ後ナデ

lJj恵器 高杯 c.④ 
最大径 (日)詰20 良 E白自景品ZLYEl~4

上層
翠高 (3.9501 

外 同上 外 底回舵部ナ回デ転ヘラケズ リ

土器溜まり
口径 114.30) 

内 58 5/1育灰色 内 回転ナデ
器高 13.551 口 密吉む白色粒子、白色小畷 不明56 1 113 須m密 官且 a.⑤ 

'1H 5 軟
外 7.5Y 5.5/1灰色 回転ナデ

土磁r宙まり
口径 (7.40) 

内 N 5.5/灰色 内回転ナヂ

57 1113 lJill(鵠 樋廠 c④ 
樹高 (1.801 盟

員 空 22221azhEL 自 口縁部に自然袖付着

外 lOYR 6/3にぶい調恒色 外回転ナデ

土器溜まり
口笛 (9.401 

内 5Y 6.5/3洩貨色 内 回転ナデ
器高 16.801 口

霊撤 密-6羽白田色灰粒白子色宮小欄む.tDZf革ES4 画 自然納庫〈付笥5づ 113 l1i.l!':器 t晶版 ，.⑤ 
録2u 

上~ む 外 2.5Y 4/4オリーブ尚色 外回佐ナテ'

土審溜まり
口径

内 5RP 6/1紫灰色 内 当て具痕 閉塞面ナデ

59 1113 l1¥車協 縄艦 c-$ 
4由寓

意密径に吉1-白む色4粒mm干白t色J>量小含輔む備。か 自 外面樽く降灰

上眉 タト 2.5Y 7/3，~且賞色 タト カキ目

土穂溜まり
ロ怪 (11.20) 

内 5P 5.5/1紫灰色 内 回転ナデ
器高 (5.70) ロ 官色白小自色小峨白峰古F子、径径1l~4 60 ;頁車器 平j純 c⑤ 

緑20 
良 園 、 -5凹

上層 灰 む 外 2.5Y 6/3にぶい貨色 タト 回転ナデ



表66 1号票土器溜まり出土土器観察表

調整などの特徴 • 備考法量
存率 成

胎土 色翻
組

図版 グリッ'ド 圃位
No. Nc 

内 10YR 5/1褐灰色 内回転ナテ

不明
把

5 密白色粒子、径1-3 盗みあり61 1115 須車器 平瓶 b③ 手
ー白色小樽儲かに含む

10YR 6/2灰黄褐色 外 訴 す、カキ目杷手上底 100 外

口 内 lOY 4/1灰色 内 回転ナデ

不明 歪みあり。自然馳付着
土器繍まり 珂都径 16.901 

官 白色位言吉む・白色62 須理器 短期董
体
良
小鴎僅かにむ 10Y 4/1灰色 外 直伝ナデ20 タト 5Y 6/2灰オリ プ色器高 14.701 

口径 (6.701 
内 5B 5/1背灰色 内 回伝ナデ

育 酬に重ね焼柑あり

土器溜まり
町都径 (7.551 ロ 管京量聖子、 1-5mm

須理器 短期量 b⑤ 員白色 一む。径1-2
回転部ナデ

63 
体部径 116.201 体20 圃褐色小.(:'1かに古む 外 2.5Y 6.5/3にぷい質色 外 、波状文 ・カキ自器高 (7.001 
脚部径 110.001 

内 1¥ 4/灰色 内 田医ナデ
土器溜まり 器高 (1.801 榔郎 良密白色f立子宮む@白色

不明64 b-@ 
5 小観少量含む タト N4.5/灰色 外 回転ナデ括

湖部佳 (11.6日)
官 後む1-2・晴一灰色世小古 内 5B 4.5/1骨灰色 内 回転ナデ

土器溜ま り 器高 15.501 畑
画 外繭く肌 4方透かしワ65 1 114 jJlill器 世1付蛮? c⑤ 部 震噸吉・白色位干少 己 10BG63/25灰/1質暗色骨灰色 回佐部ナデ

' 高杯?
上層

25 
む )¥ 2"5Y 外 一 、波伏文

口L1¥
内 5Y 6/1灰色 内 回転ナデ

百部く降灰

t需溜まり 保高
事 哩邑 密白色勉子宮む

外 里転ナデ一部、波状文
自61114 ，.且!!(器 l蛍日[ b⑤ 般 外 2.5Y 7/3iJ!賞色100 

N 7/灰白色 手部 ナデ

土山mまり 口径 (14.601 内 2.5Y6/L5灰慣色 内 回伝ナデ体部タタキ
苔函m 町I蔀径 03.601 口 堅

官白色粒子僅かに合む 右 歪み苦しい67 手;Jj.m21i 担 d⑤ 
2昔話 (3.501 頚15 皿圃

外 2.5Y 6.5/2灰償色 外 体回転部ナ当デて具叡

口径 (12.001 
笹 白色筏粒3子.灰台む色。'1棚白色田f 内 5RP 5.5/1赤灰色

内 回転ナデ

不明

土器縮ま り
期締笛 110.701 聞口 町:::J; 

外面f，jJ<降灰小様、 、68 剖邸時i 彊 c④ 
器九 (4.251 25 般

かに合む 外 2.5Y6.5/3にぷい'IIi色 外 回転ナデ

口径 114.601 
能向色位子、 l~ 1-2 内 2.5Y6/21.王'IIi色 内 回伝ナデ

不i悶
在みあり。外而に枯土J，熔土&}掴ま り -高可'"' (3.101 口

習T総 良 圃白色炉、l附色小僚69 mm器 聾 d④ 
5 住かにむ

外 N 6/灰色 外 回転ナデ上陪

口ll¥ (18日11
内 5Y 4/1灰色 内 回転ナプ土?iii耐まり

i器6.1 (2.601 山 i'i:; 白色粒子、従6_!H
右70 1 114 m且r鉛 担 c④ 総5 軟 色小畷tω‘に合む

外 岡上 外 回転ナデ上正j

口径 117.901 
内 2.5Y 6/2灰前色 内 回転ナデ

不明

土鵠瑠まり
器ii:':i (1.¥01 口 宙 白色位Z含む。白色7] 1114 mrn~ 担 c。 録 t!

小限僅かに.む
外 2.5Y 6/3にぷい肉色 MノP 回一部転、ナデタタキ後カキ日

5 

00.401 
内 2.5Y 6/3にぷい苅色 内 回転ナデ

口怪

E 組く降灰
土~Jf.Iまり

:ti守1・、.， (2801 口駅 官 n色佐子、径]-272 114 ;耳必&~ 授 d⑤ 総10 抽相 圃白色小嶋3む
外 N 3.5/附灰色 外 回転ナデ上記

口径 (19.601 
官筏 1-6・白色小棟 内 5B5m'l灰色 内 回体転部ナ当デて具n1

耳"J、i 

土宿泊まり
'11再Hl¥1(17.501 

ロ顕部組 <~i千灰;;<~む.向色純子、 鮎

副体伝調tナタテタ'キ後カキ日

73 1114 m忠世 堕 c⑥ 
i本部ifJ(32.401 

l:to主合む 外 2.5Y6.5/2以前色 外
器品 112.001 

15 

ロf予 05倒的 内 5Y 5/2灰オリ lプi飴色 i句 回転ナテ土~fu1まり :tlr;':j (3日) u 日起 l礼色純子、 iH_ 91 n. 5Y 3ハオリ プJ
右 市みあり74 5臨E器 費 c-15I 級品

園内色小限~<内む 件 1|25GY4fi附オーリプー叶プl色灰
外 回転ナテr.)"i 初

色 5Y3ハオ'1

口U~
内 N 3.5/酎灰色 内 回転ナデ

不明

土器i溜ま り
都市 (3.15 

} 員量75 1114 須恵招 聾 a⑤ 
園内色 t む 外 N3.5/町灰色 タi 回転ナデ、 カキ目、波状5 

文

口笛 05.10 
内 2.5Y 3.5ハ灰肉色 内 回伝ナテ'

耳I明、
上出i泊まり

~ ー;司，.内.， (2.3C ) 口
出 =白富栄首ZL径 1-376 m山田 担 c⑤ 位

外 10Y 3.5/1灰色 外 回転ナデ上回 5 

口径 05.40 )ロ 内 N 5.5/灰色 内回転ナデ

右つ
土~泊まり

矧綿径 00.80 IJ I 出 白色色小粒n子~ 筏8l~3 77 ]1.'1 m.m:r; 聾 c.⑤ 
宮J出 14.85 } ‘i 軟圃白 ~<む

外 N 6.5/肌色 hノトa 回体転部ナタデタキ怯カキ目

刷，

10 

口径 (17.901 
内 I2.5Y 6/2lJi前色 内回転ナデj器1由まり

日量巴1 削 01届 面白色I~言、 笥 1 ~3 左 自伐袖付制78 J 114 m且.!Zl 蔓 c⑥ 
5 8 1;白色小口 む 外 15Y6/1灰色 外回転ナデ

口径 116.501 
i6: ー白色白純色子小師f，む儲 径1.11勾 2.5Y 6/1前灰色 内 回転ナデ

存 自然軸付着
土¥t.:瑚まり

器7.':j 14.101 口
jJl恕::.1 • b③ 校 長』 -2 。かにd

10YR 4/2灰出色 外 回転ナデ

79 1114 
15 ι 外

7.5Y 4八灰色

土器溜ま り
口径日0.901

やや2垣 内色I~一子、 I事 I 内 lOYR 5/2灰出l!l色 内 四貫井時部ナデ工後島ナにデよる曹孔
左 天上部径19.30哩 1， 3方向孔径 16.701 -3.白色'J-n~く含む。
? に半円昨の快り80 I 115 

器開 4詰
50 軟

灰符色8.'iJ白3色幽小か問に、白む住ω.外 lOYR4!2灰貨代褐、色呂 外回転ナテよ防 7.5YR 6/3にA 色γ) 内 N 5.51灰色 内 凶天転11-1ナEデ工具による穿孔
+匂 天井部径 00.30咽 1， 3方孔径 15.301 

加 竪績
'&，: 白色p子、径 1-3

向に半円形白快り81 J 115 慎台 b.1ID 
E高 4.50 ー自己小町畠む 外

Jo1上 ~~ 回天転井部ナデヘラキリ不調l:i」
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表67 1号窯灰原出土土器観察表

備考自思 グリッド
遺構ー

圏位

灰凶

1 1116 須恵栂 国益 C-6 

灰原

2 11161須恵密 杯董 A-6 

灰雌

灰開

4 1116 liil!l器 1平量 A-7 

灰胤

51 |須理器 時藍 B-5 

須思器 (暗坪昔書劃軒11D臼5

灰皿1

6 1119 ~ 
須叫 1(13'U軒)

灰JJ;i

灰原

7 1116 1 ，IilllZi 杯蓋 D-4 

灰版

8 11161須軍器 四t重量 C-6 

灰!市

Z平董 C-5 

10 |須恵鵠 | 時董 1 D-5 

11 1116 1須思器| 原益 1 D-4 

灰阿

12 1m且電器 時E B-5 

灰阿

13 |須郡器 杯蓋 D-4 

氏胤

14 11161須恵器| 原蓋 A-7 

灰原

15 11161須車器 杯置 C-5 

灰開

16 1m車総 時彊

灰際

17 1 'Ji恵器 師益 C-7 

18 須思器| 応董

19 須車窓| 杯身 1 B-7 

20 11161須恵皆| 杯身 1 C-7 

21 11191須E器 郎身

22 1 須恵器| 亦身 1 C-7 

23 11161須恵器| 杯身 1 C-5 

話|(1215|量|密

話11110|Elf4器開叫
口径 (l5加)
器高

口径 114.801 
器高

口径 113.901 
締高

口径 (14.301 
器高

口径 112401 
最大盛 11~4?1 1 10 
書官ir.i (3.0日)

口径 (14.501 

口径 113.601 
器高

口径 113.801 
器商

口径 113.401 
器i町

口径 116.401 
器商

口径 113.701 
器両

口径 114.701 
器高 (2.5511 10 

口径 115.401 
器問

口径 112.301 
器高

口径 113.001 
器高 14.1011 10 

胎土 色調

直

一
地

泡

冶

色

一
駒

市

明

日

灰

一
幻

m

r

/

一
，
，
，
/

;
 

民

Jv-

y

d

一一

Y

y

i
 

I

N

-
-

z

 

内

外

一
内

外

樺

色

小

白

色

。

白

む

合

子

子

む

位

む

位

古

色

古

色

置

自

に

白

少

か

圃

閉

密

儲

密

小

笠
櫨

良

長 I ~白星軍基Ul~ 日 | : | :::;;:色
内 15Y 7.5/1収白色

良|密白色粒子僅かに古む1.，1m 7/3醐色
円 12.5Y7/1.5"耳慣白色

民|墨l、臨Z語6mm灰lj|::;:;::エ
| |η 110YR 4/1.5灰貨褐色

EliLi器22Fち1:1品質色
良 I ~白星稽話料l: 17Jt色

l内 15P 6.5/1紫灰色
民|密白色佐子、径1-21'1 
圃白色小暗己む

外 12.5Y 5/1.5賞灰色

置|私自活ZIELf

民|捕器禁|;|;品品
良|掛iLEL74|:|;5ご

良izi議25iU171
il悶忌ryyJ戸i<\ l ~ト係杭恥i<\l -トH川イ寸へ~叶イ勺引，寸川ι3バ3 1 ::

霊吋出|直I~ËI白野騨革駐品品紅配E忌釘γryU♂PPi径配圭引ト一川1ト川べ~寸叶〈川5円叶|Cd:1|U::ニ;ニR;7;江士土江;L褐舵
色

色灰U
W

上

N

同

内

外
4
4
Jq
 

径
色。灰

む宮
帽
子
小
む

粒
色
古

色
白
に

白
園
か
6
僅

密
~
瞭

竪
轍

1内 1N 6.51灰色

良 lZ2Lユ電車諮空II 
外 15B5/1青灰色

灰開
口径 1112.701 

縮 I 380 I 20 I量l盛岡色桂子fW
内 1N 61灰色

外 1N 51灰色

灰原
口径 113.801 
最大値
(1(630505) ) |10 

器寓

口径 112.801 
最大径
(1(350800) ) |10 

器高

口径 114.001 

最大僅 (164?1 40 
l:i高 14.351

灰即

灰原

表土

灰原 _O~I (~~~?) 
量大径 17.9日|
恥じよ、了 十 :::110
2世高 4.0凹|

|口jf1 112.4町|灰原 |日品 目 Z川

|最大径 15.80) 1 1--守 ;.;::1 10 
l器高 3.65) 1 

員 I!;白富雄EL--:|;;5/l灰色
色
]灰

色

禍
灰

バρo 

，f
 
5

R

 

nhv

V

A

 

N

m
 

内

外
宮
様
枇
小
土
色
粘
白目、m
子
2
位

~

色
l
白
怪
。む

密
む
古

堅
艦

E|2品主径1-21:|::::;r
E |L島市EP

_.. -. .-内 12.5Y7/1灰前色
良 |密 白雫位去、径1-31'1 
.，白色 、棟合む ..1 

ー ー I外 110YR6/2灰賞抱色
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1 阻凶

内 回転ナデ | 

._- 左Ii!廼iみあり。外面闘然袖付車若} 
外 契芥部J泊回転へラケズリ | 

内 |回転ナデ

外 |時五L転ヘラケズリ
内 |回転ナデ

外 |回転ナデ
|夫弁部回転ヘラケズリ

内 |回転ナデ

左 |歪みあり。粘土片付着。縦
伎の擁痕あり

左|火ぶくれあり

高 |重ね焼き痕あり

タも 回転ナデ

内 回伝ナデ

|育|預みあり

タト 回転ナデ

内 田伝ナデ

左|歪みあり。舛耐自然納付着

タト 回低ナデ

内 回優Eナデ
|高|歪みあり。外面白州付着

外 回転ナテ

内 回長ナデ

害 車みあり
外 回転ナデ

内 回転ヲデ

外 回伝ナデ

内回長ナテ

E |重ね削痕あり
外 回転ナデ

内 回転ナデ
|不明 |外面薄〈昨1*0熔者資料
(身口函 11.4日四)

外回転ナデ

内 |回転ナデ

外|里転ナデ
|天井節;回転へラケズリ l 

内 |回転ナデ
I~-- - 1 ~ 1歪みあり。外面自然袖付着
外 |里転ナデ |叫|大ぶく れあり
|天井部:回転ヘラケズリ

内lTEAT酷 ナデ町|左 |著しく歪む
外 実井お'回舵ヘラケズリ

内 |回転ナデ

外 |断ナデ 天井鶴自転 |左
|ヘラケズリ

内 11自転ナデ

外 |難詰転ヘラケズリ

内 |難品転ナデ後ナデ

外 |早転ナデ ー----_
|天井部回舵ヘラケズリ

内 |回転ナデ

|外 |要結晶転へラケズリ

内 |難品転ナデ後ナデ l

外 |回答ナデ ー
|天井部回転ヘラケズリ

内|自伝ナデ

右|外面薄〈降灰

柑矯噌片盛晴購m
 

@
 

昔オ
a1
 
軸
.
内f
 

向
回函外

着
右

右 熔曹賢明。直みあり。火ぷ
くれあり

右 1:罷みあり
外|回転ナデ

内 |回転ナデ

外 |EEhLヘラケズリ

内|回転ナデ

外 |回転ナデ
|I車部回転へラケズリ

内 |回転ナデ

外 |EEhLヘラケズリ

内 回転ナデ

外 思転ナデ
底部回転ヘラケズリ

不 |外面に縦位の嬢痕明 l

右|器而がチ yプ状に剥積

左|弱みあり。重ね燐き痕あり

不|歪みあり。童相焼き痩あり
明|断面開灰色



表67 1号窯灰原出土土器観察表

掃 図 残 焼
色掴 崎重などの特徴 備考法量 存 胎土

" 
図 版 種別 器種 ゲリッド 層位

率 成No トa

口径 (10.701 
内 5P 5.5/1曹灰色 内 回転ナデ

受輔自然袖付着

灰原
最大径 (~~ ~?1 110 堅官白色栓子、径 1-5 有24 1116 須恕器 |停身 A.7 
器高 (3.701 撤 回白色小瞭含む

舛 N 5/灰色 外 回転ナデ

口径
(11.001 面 E白ν色l、也圃子 宮 1 ~ 4 内 N 5，5/灰色 内 回転ナテ

自重ね焼き痩あり。 断面掲色
灰!卓

最大径
(1: :?I 5 良 ・白 、、径イデ1-2mm 25 'Ii車器 杯身 A.7 

竃百E (2.701 褐~I、直申書む
タト 5Y 7/1灰白色 外 回転ナテ

口径 (11.501 
内 N 6.5/灰色 内 回転ナデ

左 盃みあり。 外面蒋く降灰
灰原

最大径 (15∞) 
20 霊-2・白色情僅かに合

童相焼き痕あり
26 1 116 ，Jj恕普賢 郎身 E.5 

器高 (4.001 む 列ト
586/1膏灰色

外 回転ナデ2.5Y 7/3漫賞色

口径 (11.801 
内 2.5Y 7/1.5灰黄色 内回転ナデ

自重ね焼き痕あり
灰原

最大径 (15.001 
10 量密白色粒子、粘土住吉271116 須恵器 係身 C-5 

器高 {3.30l む
外 2.5Y 7/2灰貨色 外 回佐ナデ

口径 (12.3日)
内 2.5Y 7/1.5灰貨白色 内 回転ナデ

不明 宣ね焼き痩あり。外面自然
灰耳{

置大径 (15∞) 
密色小E白R僅色也か子に、含径む4 mm白

袖付着
28 ;Jj想器 坪身 8-5 

器高 (2.751 
5 良

外 2.5Y '7.5/2灰賞白色 外 回転ナデ

口径 (12.601 
密白色粒子誌面禁2 内 26/51GオYリ プ灰色 I'J 回転ナデ

員軍ね焼き質あり
灰1J;i

1ft大径 (16.051 
5 民 -3・赤褐色 に

外 52Y5G7Y/l灰6/白lオ色リ プ灰色
29 沼恵器 部身 8.5 

倍高 (3.151 含む 外 回転ナテ

口径 (11.101 
密 白色白住色子小様宮む儲。か径宮l 内

N 6.5/灰色 内 回伝ナデ灰耳l
愚大筏 (14.401 l!i 1 ~2・ に 有10 

タL EE誌 へラケズリ

30 116 m恕綜 坪身 8.7 
館高 o邸) 組 む 外 同止

口径 (12.601 

言fmFE千三?与野
内 N 6.5/灰色 内 回転ナデ

不J悶
灰原

畳大経 1156D) 5 
31 m曹器 1"身 s.6 

器高 (2.701 iI!少畳古む 外 lOYR 6/2灰賞褐色 外 自伝ナデ

ロ筏 (12.801 
内 2.5Y7/3浅前色 内 回鮭ナデ

不明
自照袖付着。粘土片・黛堕

J:J(原
A'!大径 (15.401 堅 やや組 色白小色松康子台、む径1

片時;肴
32 須!1H間 杯身

器部 (380I I 2C 被 -3国自
外:1 5Y6/1灰色 外 回転ナデ

口径 (11.401 
内 5Y 7.5/1灰白色 内 回転ナデ

外市自然馳付着

1;)(隙
般大経 (1420) b 堅 密 白色枝子、径 1-2

右33 1 116 mm密 坪身 8.5 
器高 (3.001 織 E唱白色小.少量宮む

タ1 25YW E2E 外 回転ナデ5Y 7.5/1 

ロ笹 (12.451 
笛 白色位子瞭宮む{宮。か花吉2 

内 5Y 7/1灰白色 内 回転ナデ

右 ffiみあり.Ilね憐き直あり
日:([1;"(

応大怪 (15.101 
20 民 -3・白色小 に

クfI ~X Z~!灰白色 外ト 止回転部ナ回デ転ヘラケズリ

34 1 116 ，JiJ!~怨 坪# D.5 
事lrB (2.851 む

5Y 6/1灰色
日経 (12.401 

~ 白色純子多く合む。 内 5Y 6.5/1灰色 内 回征ナデ E 剤耐く降灰1;)(町L
.u大E五 (14.601 

10 良35 1116 須恕密 t平身 A.7 
器同 (2.601 白色小瞭少位古む 外

10YR 6.5/1向灰色 タ|。団長ナデ

ヤ一一ャ一一 口径 (11.701 
内 5B 4.5/h~灰色 内 回転ナデ

有 重み苦しい。重ね焼傘痕あ
J)()J;"[ 

最大径 (I~ ??I 15 出 |密白色位干、徒2川白
外 胃底転部ナ自デ転ヘラケズリ

り
36 m止B苫; k平身 1).5 現世 (2印) 色小限1';む

外 5B 5.5/1明白灰色
川.，1'''';

口f呈 (10.201 
内 N 6.5/灰色 内 回転ナデ民/l;t

o大径 (12.701 
¥I'; 白色粒子部かに合む 1tlffiみあり37 116 ;白!~.(Z~ t平身 日.7

器前 (2.401 
15 ιl 

外 5Y 6.5/4灰色 外 底回転部ナ回ヂ転ヘラケズリN 6.5/灰色
口径 (12ω) 

ややrii 白色位干少血合 内
5PB 6/1l"1灰色 内 回転ナデ

司、
灰D~

政大i韮 (14.601 堅
明

38 1161 ;11思量i 保身 日目
出口 (3.101 

20 
鰍 む 外 5Y 6/1灰色 外 回転ナデ山土

ロ係 (11.601 
内 5Y6.5/1灰色 l司 回転ナデ

ィ、
灰b;i

位大I圭 (14.201 
10 富w; 白色住子宮む

明
回底転部ナテ

39 1 116 ;且思器; 珂t身 D.5 
田町 (3.001 

外 5Y6.5/2灰オ リ フ色 舛 回転ヘラケズリ

口i韮 (9.901
内 5PB 5/1膏灰色 内 IQJ征ナデ

;千¥ 受部自然袖付着。断面胃、結
灰町

応大径 (12.001 
2E .白色白位色子'J、瞭企む 径合1 

明 色
40 ~rV.p器庫身 C-7 

器i!;I (2.85) 10 凪 -2 予sむ
外 2.5Y 6.5/1灰白色 外回転ナデ

ロi韮 (13.701 
街白色tt子宮む-。径，.¥.If司 N 6.5/灰色 内 回転ナデ j!jみあり。外面自然袖付軒灰民l

故大怪 (16.401 
右 熔省資料(薗口径 15.4015 良 -2・白色小田fijかに己

外 四証庇書Eナ回デ転へラケズリ 叩)
41 m~H器 郎身 D.7 

器部 (3.751 
む 外 5Y 6.5八灰色

口径
内 10Y 5/2オリ ブ灰色 内 団転ナデ

不 自然馳付着園内面駕岱片熔
灰聞

器高
意密白色桂子宮む 明者

4.:~ mIJ.~íÇii Alf A-9 10 
外 2.5Y 3/1胤間色 外回転ナデ

口径

1

1吋 7…オリ プ灰

l)j 回転ナデ
幸 雄〈降灰。 3方選砕し灰田 器高 富岨 密白色位 、笛 1-4 色

民
園白色小翻子僅かに富むt ノMト 2.5Y6.5/2灰鈍ー色プ鳳

3頁m~l
10 

7.5Y 3/1オリ 色
タト 回転ナデ

基部径 (3.801 騎
内 N 5/灰色 内 団転ナデ後ナデ

高外面粘土片付む総高 部 良 ~ 白色位子安〈古む。
，-Il!~l!i 高綜 Z.7 

50 径 1-3・白色小願書む 外 N4/灰色
外回転ナデ

内 58 4.5/1首灰色 内回転ナデ

長 3方透かし
氏以

器高 一 脚竪 面 白色枝子長く富む。
15 i1Il!!器 荷停! C.7 部30 相品 白色小樽古む

外 10YR 6/11日灰色 外国軍Eナヂ

胸部径 112ω) 
内 10Y 5/1灰色

出
不目月 否みあり

灰原
器高 (2印}

面 白色位子宮仁46 右lU!.1器 高岡:
初敏

外 5Y 4/1灰色 回配ナデ

灰l;;r胸郎径 (14関) 内 2.5Y 7/1灰白色
不湿j!j (1.30) 理 -量.. 結 白色佐子宮む
目月筑mltl r.;珂t A.7 

a 外 5Y 5.5/1灰色 外。回転ナデ

l内
外内 回回転転ナア

口径 (luω} 
N 5/灰色

右 盃みあり。量ね捜~痕あり
灰原

:.l!高 (4.001 
品50 竪鍛 E面 白色純子、i11-2 ! ー白色慨

5Y 5/1灰也 すよF盟土

ロU
円
什
U



表67 1号窯灰原出土土器観察表

挿 図 遺構・ |残官 焼 胎土 色閥 鵠量などの特i!I It量 備考図 版 種別 器種 ダリッ 占量 汁率 成
MO. Na 層位

口径 (14.40) つ9:15B 5/1膏灰色 内 回転ナデ
灰原 器商 1 (3.701崩一 堅笹白色佐子宮む。白色 右

49 須車窓 臨 C.5 1 120 鰍小邸、灰色小醐少量吉む 外 5B4/1暗膏灰色 外回転ナデ

口径 内 N6.51灰白色 内 回転ナデ
灰l車 密高 円U 藍|密白色粒子、径1-3 左

50 1117 須恵罷 陸 D.7 亨d 鰍 1圃自在νl岨僅かに富む 外岡上 外 回転ナデ一部、車突文

灰開 皿口径;:1 _ 1 fJ! 内 N255Y/6灰12色灰賞色 内 団長ナデ 不
面開ー |田監密白色佐子含む 明

51 須E器 l 旭 日-4I I -I I ro 同m 外 5Y4/1灰色 外 回転ナデ

口径 密白色住子含む。盗1 内 2.5Y6.5/1灰白色 内 回転ナデ 不
以剛 器高 富堅 -2・自制、嶋崎針。 明

5211171 iJl車器 樋瓶 2.7 I 1 -. 1l'1l I!!:径む5・灰色小限僅かに古 外 25Y71I灰白色 外 回転ナデ

径 5PB 5/1宵灰色 内
灰願 ロ !e 密 白色也子、白色小雌 内 2.5YR4/3にぷい赤褐色 自然軸付着

器高 手段 含む径4・灰色'J、健僅
531 ，ii車器 健版 C7 1 1 ...-. 1 1 iOC かに含む 外川 510PYBR4/6l/暗l褐膏灰灰色色 外P ナデ

口l! 内 2.5Y7/2灰貨色 内 回舵ヅデ A、
灰原 密高 一 炉位 密白色tJi干、径1-4 明 ヨ燃袖付置

54 1 117 須車骨量 縄甑 B-5 問手 良 酬白勧j、醐か暗む 外 2.5Y611.5賞灰色 外 EEa云Jキ目
口径 (9.901 内 IOY5/1灰色 内 回転ナデ

灰阪 器商 (7951 門U 笛 白色佐子、通2剛院1 五て 重み著しい。薄く降灰
55 須哩器 平甑 C-4 懇ω 良 色ノl、破僅かに含む 外 2.5Y7/28灰鈍色 外 回転ナア

口径 園町 内 5Y6.5/1民色 内 回転ナデ A、
灰腺 器商 … t 良密白色位子、白色/J、11 ナデ タ 明

56 獅器 5lZ版ヲ日一71 1..'1 1 ~ 宮む 外 7.5YR5.5/31 

成原 fl!!i6径 17.401 町 宮白星平子法試京 内 5Y3.5/1オリ プ胤色 内 回転ナデ 自
57 1 117 須理器 平瓶 E.4 部お 良小睡様僅か、に宮~む 外印刷にぶい話相色 外 需品ιp師タタ

版原 口径 音白色粒子宮む径l 内 2.5Y7/1.5灰黄色 内 回転ナデ τ 小町l 外而自明袖付ti-
刷 I 土 4 、円 器高 竪 -2皿白色小圃、。径 2 ~ 回伝ナデ 天井部回転へ

58 1117 須恵従 軍蓋 C.7 画開 5叩灰色小樽少量合む 外 25Y35111耳灰色 外 ラケズリ、刺突文

ーが 口径 110.701 内 N5.5/灰色 内 田佐ブデ 外面に工具による縦位の様
灰r.;; 最大径 (1:140) 官白色住子、径1.-3 有 i直

59 綿 密 資董 B.7 間 ii.i;i I 10 良 圃白色小暗合む 外協 議 l膏問 外 難 詰 転ヘラケズリ

口径 (11.001 内 7.5YI16/1縄灰色 内 回転ナデ 灰
灰臥 器高 127011 i 1 s< la Sf!;tHftv 1" 1 'v'" V"N"'~ 1 "r-' ， 1 7i 1，車〈陣

1
60 須時四 B.7 縁15 良密…む 外向上 外 回低ナデ

口径 16似 内 5Y印 刷 " 若 什 回伝ナデ 左
灰原 器高 14.20) 口 ι 密白色位子宮む。径31". 5Y 4/2灰オリ ヮ 自然馳付着

611 1 'JlJ!1器 棚 Z-9 1 -，.-， 1 '.'1 ~ 艮 園白色小醐かに含む h1. 10Y 6/2オリ プ灰色 外 回恥 デ
円 7.5Y5/2灰オリ プ色

1m転ナデ 体部 出て具
阪開 町都径 17.501 閉 密白色位工、径1-2 内 '!5/灰色 内 痕、ナデ1円l 1::.: 小 面ね焼き痕あり

体部径 (16.8011 i 圃白色小館日む。径1- 明

62 1 117 畑器短期輩 出 先 良 訴惣炉、灰色川 外 10YH7/3にぶい畑 色外 EE21日耐 波状文
fA毎径 15.101圃fs I <P.: 1~n;R.ft't.7~_" ~ 内 N4/灰色 内 回転ナデ ~ 小

以除 制径 (10.1011:)霊 智 i献酬鶴子主 明 軍みあり

悶 11 7 須!~器 短期畳 Z.7 体 栂 日1色~雄2子・、白胤色'J、磁含む 外 2.5Y6/1黄灰色 外 回転ナデ 一部、波状文
15 

口径 内 5Y5/1灰色 内 回伝ナデ ~. 
灰原 器高 諸 白色粒子、径1-2 明

砧 117 須理器 脚付置ワ C-6 ー 且 皿白色小四僅かに含む 外 10Y55/1灰色 外 回転ナデ一部、刺突文

口径 内}i4.51灰色 内 回転ナデ ペU、
灰原 器高 一 良密 白色紘子含む 明

65 1 ，貞]!!ICZ 脚付輩。 B-7 外 5Y6/1.5灰オ リープ色 外 カキ目、波状文

口径 密自創立子、灰色小雌、内 N41灰色 内回転ナデ ノ;.r-.;

灰尿 器高 ー 堅径1-2・自制岨吉む。 明

6611J7li!l恕器 脚付置つ A-7 館畳経含1~む3・略灰色小鶴1>外 5Yb/1灰色 外 回伝ナデ、被伏文

口径 内 2.5Y6/1貨灰色門 回転ナァ れ『

灰原 器高 一 堅苦白色位子、白色小型事 明

67 1117 須車器 脚付量つ B-7 一 敏 僅かに含む 外 25Y65/1灰白色 外 回転ナデ、波状文

関節也 内 2.5Y6主管黄色 内 回転ナデ 不
灰原 器高 一 竪密白色住子宮じ。径21 ""1 N 4.5/ 明

68 1 ，E思器 蜘付量ワ Z.6 1 1 -".， 1 1 - 敏 -3・白色小暗含む 外 IOY4/1灰色 外 回転ナデ一部、披状文

ロ極 内 5Y6/1灰色 内 回転ナデ
版原 器高 堅苦白色粒子、径3mll!白 右

69 須恵器脚1寸El?1 B-5 綴 色小限僅かに古む タト bY61I灰色 外 四Eナデ一部、波状文

口径 内 10Y5.5/1収色 内 回転ナァ
灰原 器高- 三B五三 密白色粒子僅かに含む 有

70 11171 ，且思践 脚付壷つ A.6 ー 掛 外 N6/灰色 外回転ナデ、紘伏文

灰際 胸OII径 N 4.5/灰色 内回転ナテ ft 1 3方透かし
器iII 良 密白色也子宮む

71 1117 須恵器 脚付壷9E-5 25Y7/2灰慣色 外カキ目後援伏文

ρ
h
u
 

円

U



表67 1号窯灰原出土土器観察表

挿図Nn 図版N，. 
| 残存率 焼 僅

種別
層位

法量 胎土 色調 調箪などの特種 • 備考
成

灰原

胸部5 E白星軍基ZL・径 1-2
内 回転ナデ

72 1 117 m班器 脚付壷ワ D-5 員 左 2段3方透かし

タト 10GY 4/1暗緑灰色 外 型E72キ目帥伏文
灰原

胸部径

小密峰小く様含吉路僅む、む白。。径色か枝赤径2に~子色含l8小囚む、~E粘灰E3層土・、白粒色県白小多色色
内 10YR 4.5/1褐灰色 内 団転ナデ

73 1117 m車器 脚付費ワ Z-7 
器高

良 話 3方透かし
外 N 6.5/灰色 外 カキ目後輩状文

灰原
口径

内 15y6/1灰色 内 回転ナデ
脚付壷? 器高

骨量 密・宮む白白色色小勉様子、粘、土径位lt~lp畳2 74 1117 ;!ll!1器
高坪ワ

員 2段3方透かし
外 10Y 4/1灰色 タ'f カキ目、被状文

灰原
胸部径

密圃!I!含白色む白色小位暗子、、灰E色E小l崎~少2l |外内
2.5Y 5/1賞灰色 内 回転ナデ

75 1 117 ;)!車器 脚付壷? D←5 
器高 (2防署10 震 E 2殴3方透かし

高郎ワ
N 3.5/暗灰色 外 里霊ナデ

、カキ目、 波状文

反原
胸部径 (18.10) 

内 N 4.5/灰色 内 回転ナデ
脚付葺 穂高 13.10) 

脚部5 76 1117 須思器
高原ワ

民 密凹白白色色4、佐磁子含、む径 1-3 不明

外 2.5Y 6/31こぶい黄色 外 回伝ナデ

灰原
脚邸径 122.30) 

内 5B 5/1膏灰色 内 回転ナデ後ナデ

77 1 117 須患部 胸付費 B-7 
器高 (3.55) 

胸部5 良 出白色位子宮む 左? 
回転郁ナデ外 N 5/灰色 外 一 、カキ日後段状文

灰原
胸部径 (17.20) 

内 N 6.5/灰色 内 回転ナデ

78 mw密 脚付輩 8-7 
滋高 12.70)盟 臥 やや面 色白小色冊位子古、む径l 右勺

-2・白 外
N 5.51灰色 外 回転ナデ 一部、カキ自

灰原
脚部径 (18.10) 

内 N 4.5/灰色 内 回舵ナデ

79 m恕穏 脚付壷 C-5 
穂高 (3.10) 

胸部5 良 官小日自韓富僅栄か華にZ古Lむ-F持品 不明

外 2.5Y 6/31こぶい鈍色 外回転ナデ

(6.90) 
内 ー 内 一

80 m恵iCi 陶臼 D-5 
器高 (1.70) 

底部25 良 街fFl~I ~白2_色4佐・暗子灰白、色色粘小小土礎ft!佐、S、筏む 右 内lii量IJ離
21土 外 2.5Y 6/1前灰色 川ノ? 田ラ舵ケズナリデ、ナl底テ部'回転ヘ

灰r.i
底径 (9.60) 

内 5Y 7.5/1灰白色 内 回転ナデ

81 ;Ji!!I器 陶臼
皆~ (3.45) 

底2部0 品
笥-3_白色白粒色子4合瞭む僅。か径に合2 右 底部外聞に自然軸付着
む タt:17.5Y 7/1灰白色 外 回工eLELにナテよる施文ワ

灰o:i
庇径 (13.50) 

内一 内

82 m~(需i 陶臼 D.5 
ffi:~ (1401 S 25 ム撤自息マ 2多Eくi含韮む1-白3園色粒内子色小宮峨む 右 内面制離

占土 外 2.5Y 6/1前灰色 外 回転ナデ 底部回転へ
ラケズリ、 ナデ

民服
ロi主

内 10YR 5/1尚灰色 1勾 回転ナテ
ZJlfE 

開部5 前非~色2日位・十色白位色、粘小子E上長E位t〈lph、古Iむ径合。むi 83 117 立U!!器 強 A-7 l込 不明

外 10YR 5/2灰前尚色 外 回転ナデ 一部、刺突文

灰原
口径 (19.40) 口

ぽむ色2i。小・m晶円白、色結a色t粒か色小小子に郎棚古、、粘む、径よ也2・位l灰合~ 外内
10Y 4/1灰色 内 回転ナデ

制 118 須恕畠i 墜 D-5 町部径 (13.25)1 2顕50 民山 左
通みおり

知市 (10.20) 
2.5Y 6/2-'Ji.ill色 外 回転ナデ ー郷、刺突文

ワ

灰J(，l
口fI (10.40) 

内 5YR 5/15灰褐色 内 回転ナデ
部iCi (3.30) ロ

お m旦H出 狸 13.7 a lO 良 密 白色佐子tiiかに含む 友 外面部〈降灰

タ'f:1 7.5YR 4/1凶灰色 外 回転ナデ

灰~;(
口径 (15.10) 

内 25Y5/71/灰3洩色肉色 内 回転ナデ
町都径 (11.90) 

t口5 E 
5Y 左

86 jlill'器 I! D-5 
也市 14.001 

民苗 。 iil<降灰
タiP 2255YY63//3l!に日ぶ尚色い前色 外回転ナテ

灰.JJ;!
日直 (13.40) 口

内 7.5Y 4.5/1伏色 内 回転ナデ

87 1117 須恕誌 聾 E-5 f<<部径 (10.001 阿210 0 民 宮白色粒子青む 右 歪みあり
掛町 村70)

タf:1 5YR 4.5/2灰褐色 外 回転ナデ体目前 カキ白

灰I日
口径 (19.10) 

口 内 N256Y53/5E/E31賀5川尚色 内 回体転部ナ当デて具疲
開期径 (16.20) 

2周5 5 t! 喜前色l小E瞭号2僅2か8にj合、議む?弘 左 Aみ苦しい。舛而部〈降灰88 1119 ml!!盤 聾 B-7 
皿曲W 川 ([0.10) 

外 岡{本舵部ナタデタキ後カキ自外 N256Y53/5灰/11!i色汀¥111包

灰1f，'!
口径 (16.00) 

開2日0 

内 10YR45//1灰510色灰色 内 回転ナデ
矧部径 (12.101 

際主僅3SかBに2古1む8?取色?、 10Y 6.5/1 
号 渇く碕灰89 118 I iJj思部 聾 D-5 

器目、 (6.60) 
11 

外 BY36//2灰オリブー肌プ色色 外 回転ナデ体部タ タ千
5Y 3/1オリー

灰開
円笛 (11.301 

内 10Y 5/1灰色 内 回転ナテ
間州九阿 (4印) ロ

90 117 lJIl!.!器t 聾 D-5 
開15 E 富白色n子幽かに古む 右

外 5B 5/1~/灰色 外 回ロ転顕ナ部デタタキ後回伝ナデ

灰原
ロ1呈

内 2.5Y 6/2灰慣色 内 回転ナデ
器ZE ロ

;稽出枯Z土L・佐径2l5~〈宮3圃む。白色白91 117 l.llm器 鍵 D-5 
符5 H 

右 盗み昔しい

外 5Y 4/1灰色 タト 回転ナデ一郎、波状文

灰附
口径 114.201 

ロ

E僅む。か色原径に島富l平~む量3産・主灰諮色小る崎
内 2.5Y 5/1貨灰色 内 面体転部ナ当デて且痕

92 119 lJl旦T器i 盤 Z-7 
頭部径 113.301 

回ω J 良
耳、

22FE (8.401 
外 5Y 5ハ灰色 外 回転ナデ転副ナ都デ~体罰i

明

タタキ後四

灰原
開都径 113印}

口 内 Y535j/ぬ色 内 回体転部ナ当テて興痕ナデ消し

93 沼恵器 聾 C-4 
町15 0 
良
官-3_白色白純色子小島含む僅。か径に含2 右
む 外 2.5Yハ6/灰2灰色慣色 外 回f宇転都ナタデタキ後カキ目5Y 4 

灰原
口径 115伺}

外内 |! 10YR 55/lJE灰色 ロョ 回転ナデ
94 118 ;JU!.~&: 聾 Z-7 

ZJ高 14.351 
緑ロ。 量面i主l白~色31.4子白、色，I，U小E世f!l合子む、 不明 外面自然相付者

10YR 3/2.~\lll色 外 回後征泣状ナ文デ 一部、カキ日



表67 1号窯灰原出土土器観察表

掃図 I 遭栂・ 法量 残存焼 胎土 色調 ・盤などの特種 | 備考
図No. 版h 種別器種 ゲりッド 1 圏位 率成 町

版 口径 (11.801 内 2.5Y6.5/3にぷい賞色 内回転ナデ
灰 開 13.101量 密白色位子、黒色胞子 高外組自然袖付着

9， 須車器 聾 D-4 1-- I ~ 嵐官む;。白色小嶋少量含む 1UY且 6/2.51こぶい賞但 剖 回征ナデ
外色 川 顕部 タタキ後回・2ナデ

口径 (18.001 内 2.5Y6/1.5詫灰色 内 回転ナデ

灰原 概 13印)毎一 良 密白色栓子宮むo 附 J 画 外面樽〈降灰
96 1118 須盟器 聾 D4 I I ~ I J;! I ~、健僅かに含む 外 25Y3Vl凧削色 外 回転ナデ

fk開 口径 118.901 口 内 2755YY7V/3l洩灰賞色色 内 回転ナデ

町郵径 117.401126 良 密白色住子僅かに含む 右 盗みe!fLl'.樽〈降灰
97 1 1 iJI.l!l器 聾 C-4 器高 15.601 肩 h，.15Y 4/1灰色 外 回庇ヅデキ~ÍIIO'" ..，，_ 目

5 7> 5.5Y6/3にぷい銅色 体部 タタ 目カ守

日高 115.901 凶 内 2.5Y6/2灰前色 内体回部転ナ当デて且痘
灰原 開部径 115201 5 且 やや密白色位干 径11" 1 N 5/灰色 たワ

98 11181 'lIM器 彊 B-5 器高 14.701 肩 -2・白色小懐古U1-'" ~ I bI .12.5Y 4/1摘灰色 外 回転ナ字

10 外 10YRB/1.5尚灰色 体部 タタキ後カキ目

口径 119.601 内 N5.5/灰色 内 自体毎征ナ当デて具震ナテ消し
灰畷Ji!部径 118.40115C 堅笹白色位子、径4圃白 2.5Y 7/3洩貨色 定 額み著しい

991 1 m.m器 聾 C-1 器商 17.301 胃 厳色小畷僅かに古む N 6/灰色 外 回転ナデ 覇軍タタキ量目|

25 外 2.5Y7/2灰泊色 転ナデ 体酷タタ4F撞カキ同

灰町 口径 114.001 内 N5/灰色 内 回医ヅデ
頭部径 112.7011 S 良密白色紘子、径1-3 左

1001 1，E思告 聾 ZRB 怨高 13∞) す 圃白色小瞭古む 外 N45/灰色 外 顕回転節ヲタデタキ後回伝ナデ

口径 112.001 内 N5/灰色 内 回転ナデ

灰!尻 最大径 115101 初 堅密白色佐子、自色小. 右 極みあり。麗ね瞳き直あり

1011 !1118 9 1E思器 聾 器高 (日()5) 鰍灰色小開脅む 外 2aY612灰鈍色 外 底回庇部ナ回デ転ヘラケズリ

口径 116.201 内 5Y5.5/1灰色 内 回転ナデ

灰原 町都径 113.8011/ 笠宮白色粒子、白色小園 右 内而自然馳H精。軍みあり
1021118 須恕器 聾 2-8 器r (4.301 厨15 股古む 外 N75/灰白色 外 回体伝節ナカデキ目

灰l崩 口径 115.001 内 JOsG5/1膏灰色 内 回世Eナデ
， 置高 (叩 ) 員 良 笛白色位壬、在J、-5 ホ 前〈降灰

1似 1181 ，Jj恕器 聾 10 圃白色小疎~<吉b 外 5Y4/1灰色 外 EE33キ後回転ナデ

口径 116.501 内 N4/灰色 内 回転ナデ

， 灰1用 期部径 115.201 町口 民 密恥l、棟白色、肌町子色小、剛盗、3・州白 自 重みあり。薄く降灰

10411181 ，Jj!IE器 聾 D-5 器高 (44011 15 色"'"小限慣かに舎む 外 28Y6/2灰1t色 外 回転ナテ

灰原 口径 (17.401 子径 ~粘 内 2.5Y6/J;W灰色 内 回転ナデ 不
水 器高 13.401母口 出 密・Ell!自隼.，.位園事、〈含むl。 明

106 2H車器 痩 5 土佐巳合'む』司胃 外 5Y55/1阪色 外回転ナデ

口径 118.751 内 5s5/1背灰色 内 回転ナァ

灰原 問 団 )口竪 |笹白色位子、径1-3 高 へラ12号 1+，
1田 1山18 畑器 . 1 1--'1 ---'1 ~ 徹 |・灰色岬青む ~ . 1 2.5GY 4/1暗オリ ープ外 回転ナデ

川 民色

ロf事 119.201 内 2.5Y7/2灰鈍色 内 回転ナデ
!k!泉 阿部i長 113.201 門~ I ~ 苗白色位子、 径 1. -3 右 盃みあり

川 細密聾 D-5 回 目別) 型 敏圃自勧卜酌む 舛 N45/灰色 外 回転ブデ つ

が 円径 116.701 密白色位子径1-3 内 5YR4/2灰褐色 内 問転ナデ
灰服 部高 13.251 口 園白色小嶋;1;<含む。 径 N6/灰色 右

1081117 須樫掛 彊 2-9 勝15 良 3む-5m灰色小冊僅かに合 外 10YR55ハ筒灰色 外 回転ナデ

灰!出 口径 119剖) 内 2.5Y5/1.5時灰前色 内 回転ナデ A、
器高 (叩) 岸 良笛白色胞子f 1~2 明

109 須車器 聾 B-5 Cり 圃白色小園告 外 10Y35/1オリープ黒色 外 Inl転ナデ

灰原 口笹 117~~1 1 ，， 1 I ~白色佐子多くFE常内 5B5/1背灰色 内 回転ナデ 末

器高 1051 日 粘土僅圃位か含、にむ径古a l-3 
110 1 118 須恵器質 D-4 総2 。民 '1、 盗4・ 外 2 区V t:.1の問 岬 色 かJ 回転ナデ 明

瞭僅 む ;)] '0/'"肌 四 円 頼書事 タタキ後凶転づデ

口径 問削) 一 内町 5/1灰色 内 里転ナデ 体部 当て呉
灰版 蜘径 117卯)日 密白色粒子、径1-3 1 '-"15Y 6/2灰オリブ色 内面降灰

~liifJ 器 掴 τモヰ平 良 圃白色小町多〈含む。灰 aa  Bタ量タカキキjメE 回 ワ1111 1 ，.lil! 器高 (4.951周 色粒子宮む hJ I N 6/灰色 外 回転ナヂ日明即
5 川 5Y6/2灰白色 転ナデ体部タタキ

口径 119.401 内 10Y 5/1灰色 内 担回転ナナデデ消し体陣 当て員
a 灰!卓 器高 15.201 円U 良密自今位主、f壬1-5 、 左 薄く降灰

112 1118 多且曹器 聾 10 ・白色JI輯dむ 外 7.5Y 4/1灰色 外 回紛転デナヂ蝿顕タ部タ噌タタカキキ童ワ図

灰原 口径 (19.801 笹白色純子、径1-2 内 N5.5/灰色 内 回転ナデ つまみ邸径 2.20団自然
頭部径 (1.8.70119 圃白島l岨書く含む。笛 右 ・

川 11.8 卿器 聾 B-7 棚 (5251官 民含2~む4圃灰色、制かに 外 N5/灰色 外 回ナデ転消ナデし 体醐節 カタキタキ目後 袖付着

l泉 ロ笹 (18肌1) 密 白 、 径 1~ 2 内 N 41灰色 内 回転ナデ 左

灰 珊径 (15∞) 員 民 田白色 、む灰。色径4l~ ワ

114 須理器 聾 密高 (4301 I -5 A41¥色 かに告む岨、タト 2.5Y4/1黄灰色 外 回転ナデ

灰原 口径 (20.4町 官 白色位子事〈含む。 内 N6/灰色 内 F回E転、ナナデデ摘し体古都 当て具 右
顎部径 116印) 口 堅 |僅1-3・白色/1唖含む。 。薄く降灰

115 1118 1 ;且1'.器 聾 器高 15.701 I 1'5 館 |径 1-3・灰色小醐"'外 "マ， 灰白色 M 回転ナデ
に吉む 日 り 7ト 体部 タタキ後カキ目

口径 08.301 内 7.5YR ~ .5ハ褐灰色 内 回転ナデ

灰原 顕部径 (14.80) 口 笛白色捧2誼.褐子色白、小色粘小冊峰土含佐事む、 I.OY 4/1灰色 左内面に椴位の慎重宝
グ"司E器 畳 JJI 良筏1-2_Elf!>.'I'IIJ1i'<

116 畑州 、 器高 15.1511 5 含む。 外 5B45/1暗曹灰色 外回転ナデ
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表67 1号窯灰原出土土器観察表

百l躍|種別 皆様 'fリッド
遭樋 ・

法量 | 警率| 焼成 i 始土 色調 圃重などの特徴 ‘ 備考
層{立 • 
灰原

ロ佳
内 N 4.5/灰色 内回転ナデ

117 119 焼古 B.4 
孔径 (4.601 

20 良 告やむ。むや径笛1-白色3位圃子白書色小くE古申 左
天井部径 (10.80岨103方

表土
親高 (4.801 

外 N 5.5/脱色 外 回キ転'J不ナ調デ1Ii天井部ヘラ
向に半円形の快り

灰原
口径 (11.401 

内 N 5.5/灰色 内 干田し章Eナデ 工具による穿

118 119 焼台
孔径 (6.201' 25 良 やむや笛 白色粒子多く含 右

天井部径(10.10叩 103方
器高 (4951 

外 N 5/灰色 外 里郵転不ナ周デ聾 ヘラキリ天井
向に半円形の快り

表68 4区遺構出土土器観察表

挿 図 | 遺構 法量 存残 焼 | 胎土 1 色調 圏整などの特敵 " 備考
函h 版胤種別 器祖 層位 率成 | 

1 2号都 品古径 底 置径1-4・白色小様、内 2.5Y6/2灰貨色 内 回転ナデ

時 前底部畑 事iI);.! 町二恒常但秘 左

1 1 119 陶出 95 E害ù，-、'"^~tiL，岨U 外 2日日灰貨色 外 EELLり後回転ナデ
2.{}m 口径 内 N6/灰色 内 回転ナデ 歪み著しい 乾燥時の圧鼠。

iIll f平身 排最小滑 高台径 (8印) 底部 良街灰白色位子宮む 回転ヘラケズリ 左 貼付高古。。助宗監
21 1;白.l!'. 器高 (2.151 75 外 N51灰色 外 底部回転糸切り

2号燕 口径 (22.801 円U 内 5B5/1骨灰色 内 回転ナデ

剛 排水調 締高 1 ，l 1 );.! 酪 白色位子、.径 1-2 子 左 重み著しい。助京産

3 lJ1制聖 誌 聞白色小母古む 外四3.5/1略苛灰色 外 EE3タキ後回転ナデワ
回転ナヂ

SX17 1 晶口高径 (1446ω 51 官 向色飽干、後 1-3 内 5P6/1繁灰色 内 天井部回転ナデ後ナデ 右 盃み著しい

4 1 120 1 mIEZE 坪益 回以 圃白色白小色様小書暗伽く宮吋む。径む7 外 V617張学 外 野市dEfZ帯五ラ
SX17 ロ筏 ~~~ .~~; I ~ I r a白色粒子会む。径2 内 2.5Y7/4;.星波色 内 回転ナデ 不

阿部筏 (町 01' I 軟 -3圃白色 最tiiかに合 !悶 都而1糊
5 須Ef1t1 短町骨量 Zl~E (4.501 喧叩 tむ - 外 向上 外 回転ナデ

"，..， 口径 (即日 口 市白色粒子、i韮1-7 内 N4.5/灰色 内 橋廷闘
SX17 !'Ji部筏 (16.6011 I ・ 圃白色小崎多〈合む。 径 右外国に白冊納付者

6 1 120 須lHZi 磁 器m 1 (9.70111./ 出 1-3・灰色小傭僅かに h，.110YR5/111.l灰色 外 I1明転ナデ阿部タタキ桂ナテ
1'-'1 回 合む 1ト BY 61，庇オリ ープ色 |吊し 体却タタキ桂カキ凶

脚部径 (1l.S01 内 10G6/1U灰色 内回転ナデ
一い 古 SX19 器口 (1叩)額E畑 以官 白色性子台む。 白色 肩 透かしあり。外酬く附

7 1 JjI[思;軒 '0'珂、 20 小開少hI含む 外 2.5Y612灰前色 外回低ナデ

口笛 (14701 内 N71灰色 内回転ナデ
SR24 器山訂一 (4.501 宙 白色悦子、iJ!む-71 1 1 1 :.::.. 11，王

8 1 120 1 i.h思総 跡藍 10 出圃白色小開予〈合 タト N5/伏色 外里実転)1郡ナデ田長ヘラケズリ

口径 (19.801 内 N7/灰色 内回転すデ
SR:M器刷向ト (3剖)円u 堅官 臼色純子、径合 有|

91 120 畑誌魁 官級園内色小限僅かにむ 外 SY7/1灰白色 外 回転ナデ | 

口径 (10曲} 内 N6/灰色 内回舵ナデ
a ← SR24 阿部径 (11凶} 町門U 民出白色位子公む 5YR 6/1且J灰色 甲車み苦しい

10 ，| 3R旦~&i 短'1，;>>; 沼口"iJ {3伺)5 外 N65/灰色 外 回転ナデ

口径 15.00 内 N6/灰色 内回転ナデ
SH24 打ふ筏 6.151 __ 1 ，'， 1 e.' ._h."~~. . l' "1 N 7/灰白色 花田ね焼き叡あり

11 I 120 1 i.且思知 郎身 r.~;~~.t ~:~~ I 6C 民富白色粒子百む 外 匝l転ブデ 版部回転へ
l 園川 外 問上 ラケズリ 例Iti;';jfi

SH24 ロ役 内 N6.51灰色 内 回転ナデ、樋区鹿ワ

孔尚 一 5 民的白色粒子合む 布天井部径(8.801四
12 1 120 焼台 郡山、 (3.2日11w 1 - "" ~~.~ " タト 同 t 外 回実転Jt部ナデヘラキリ平」田監

Sll24 口iji 1 (10301 内 N6/灰色 内 回転ナデ、ナデ :干、 o大 G~ :(l L20)cm 、 天井部
孔径 (~ :~II 15 副 首i 向色位干~く念む lりl 径(8.501唖

13 1 120 焼山守 器ロ (5201 外向上 外 回転ナデ 荒井部 ナテ

ロi1¥ 1 (10お) 内 K51灰色 内 回転ナデ ーA、
SRお 位大笛 (13お1115 1 :li 1宙白色位子、灰色位子、 明 血相燐き瓜あり

14 1 120 ~lirn6~ 杯身 ~n:~i(4∞} 敏 1径 1-6・白色小融合む 外 N6/灰色 外 回転ナデ

SR25 口径w (15∞1 ロ 誌自也純子、径 1-2 内 5B5/1 ，~/灰色 内回転ナデ
，r.J".~.' 1 .， 1 ~. ."V 1 i!:ir.i (3.301 矧 堅固白色小町dむ t王1- 右

15 1 120 1 iJi.m削 酪 15 蝿凪 2・灰白色小峰.1>Lt3む 外 N5/灰色 外 回転ナデ

R25 可台i玉 (7別) 円 N7.5/灰白色 門 回転ナデ
SR25 1 "iii出 (2 .6日) 庇部~悩 白色f，):子~<含む 貼H ザザ左内山I:U然柚H普

161 1 lJ1m~} 量額 関 踊明 J 外 N7/灰白色 外 Fヘラケズリ
，...，古笛 (11.801 内 N7.5/灰向色 内 回伝ナデ

SR25 1 '~ï;; 1 (3Soi底部員宙白色f~子宮む 体部タタキ訟回転ヅデ 右底部外面に:首盟片熔岩

17 須恕知 盛期 30 外 N8/灰白色 外底貼邸11直川合伝ヘラケズリ

戸 口径 (16.501 内 N6/灰色 内回匠部ナ当テて且痩 デ消し
SR25 1 rn郁箆 (13閃) 門U 堅志向色tr~壬古む。径 2 体 ナ 古内面海〈陣灰

18 1 120 iJj思25 堕 ZJr.i (4.20) 軒諸般圃白色小聞かに含む 外 N71灰白色 外時ナ:件後カキ目

SR25 胸部笹 l!lJ 1 1_.. ~，..， 内 10004/1Itl~1灰色 内 回転ナデ 不 上段 4方毘方形透かし
;i'iTtJ<"_!¥ I r'S (.tz.~ I ......." I ~町 一 郎良出，匂色胞子、径 1-3 明下段主的形透かし

19 1 12o 1 i'tiE品 1;:'¥-1畳 20 圃白色小n古む 外 i58 5八岬灰色 外カキ目役;~tIR文

s R 口lJI 1 (11.301 内 5YR7/6ぼ色 内 ナデ
J 庇径 (;~~1140 1 b! 1;;; I'T '" .，.._- 1"1 ~:__. I ，，~iilil官誠苦しい

初 120 上自画:1:1 呼身 4出目 自7oil40 良 外向l二 外滞空正ιテ
SR2田 底{韮 (5..!01 昨 内 的'7/8恒色 内 回転ナデ? 1 .{， 

~ I ~~.:i (1印11i¥ii日前 明 ZI而i官揖する
21 上{草川町身 95 外 IciJ上 外回転ナデワ
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表68 4区遺構出土土器観察表

蝶

‘ 儲lIt
残

色国 踊盤などの特置
播 図 温情・

法量
存率 胎土 • 図 版 種別 器種

層位 成h No 

口径 (9.001 
内 5YR 716笹色 内 回転ナデSF4 

底径 4.70 
良
官白色住子、赤色位干

回転ナデ 底部回転糸右
かわらけ

(2.101 
70 僅かに古む

同上 外

35 
器高

タ.，
切り

口径
内 5YR 7/6檀色 内 回転ナデ

古口雄部重みあり
8F4 

産径 440. I 90 良 百 白色粒子t置かに含む
回切転りナデ 底部回転品

36 121 かわらけ
器高 1.40 

外 5YR 6/6橿色 外

日経 (6.801 
2.5YR 7/6極色 内 回転ナデ81'5 

底径
31 900 0 80 良

回伝ナデ ヘ底ラ部ケ囚ズ匠リ糸
右 歪dらあり44 121 かわらけ

器商 eiiか!こ古む 外
5YR 7/6橿色 外

切り後回転

口径 6.60 
内 7.5YR 8/4洩前段色 内 回転ナデ

右緩みあり

81'5 
底径

3]720 0 87 良 膏 白色位子{世かに含む
回転ナデ底郁回転/(，

45 121 かわらけ
締高

外 5YR 716也色 外
切り

口径
;付 7.5YR8i4法貨恒色 内 回転ナデSF5 

底径 官向色粒子、灰色!l:子

回転ナデ I属部 巴l転糸 右
46 かわらけ

器高 1.10 僅かに合む
外 同上 外

切 り

口径 4.50 
内 制1白色 内 回転ナデ

不明
81'5 

臨径 240 
良 密

回転ナリヂ後回底転部ナ回デ転?へ
90 47 曜日晶 '1 杯

器高 3.10 
外 露船白色刷 白色 外 ラケズ

口径 8.25 
内;1 10YR 8/3捜貸借色 内 回転ナデ8F6 

底径 4.20 
良 出白色組子世量古む

外 回切転り桂ナ回デ転ヘ庇ラ郎ケ回ズ転リ糸

70 48 121 かわらけ
器開 1.45 

外向上

口径 (8.101 
内 lOR 6/4にぶい持:白色 内回転ナァ

不明
SF6 

底連 4.00 
良密白色AI:子少量古む

タト 回転ナデ底師回転糸
70 49 121 かわらけ

器高 1.40 
外 同上

切り

口径 7.60 
内 10YR 8/4'皇賞担色 内 回転ナデ

左 煤付着。歪み著しい
8F8 

底径 4.00 
良 管白色粒子僅かに吉む

タト 回伝ナデ底部回転糸
90 58 121 かわらけ

器高 1.311 
外岡上

切り

口径 6.95 
内 5YR 7/6虚色 内 回転ナテ

右

8FIO 
底径 4.00 良 普 白色含位む子、灰色位干

外 切回り転後ナ回デ転ヘ底フケ部ズ凶リ転糸

100 59 121 かわらけ
密高 1.35 僅かに

外向上

口径 740 
内 5YR 7/6橿色 内 回転ナデSFlO 

底径 3.90 
密 白色位干憎かに白む

外 回転ナデ底部回転品
右50 良60 121 かわらけ

器高 1.30 
外向上

切り

口径 (8.701 
内 7.5YR 8/6捜宮町極色 内回転ナデ8F12 

底径 4.50 
80 良 管白色牧子、赤色敏子、

外 悶切転りナデ 底部回転糸
61 121 かわらけ

指高 1.75 白色小嶋僅かに古む
外 7.5YR 8/4捜賞位色

口径 (8.301 
内 lOYR 8/4授賞極色 内問転ナデ zl剛一不明瞭8F12 

底径 4.20 
笹白色位子{軍かに合主

外 回切転り?ナヂ 底部回転糸
40 良62 121 かわらけ

務高 1.85 
外 向上

表69 4区出土銭貨観察表

挿N.図 図No.版 遺構 ・層位 遺物名
法量("，，)

備考
直径 厚さ

ト書「122 8FS 
血宋通商

2.40 0.15 初初制情l1ω0984年年 ・・ 軍軍曹曹 3牧民担
担宋冗膏

37 122 8F4 寛章通曹 2.40 0.15 6枚重ね 」
50 122 SF日 'tlホ通商 2.40 0.15 古克永

51 122 8F6 置示通商 2.50 0.15 

Ht 122 8F6 
直永通膏 2.40 0.10 諸制 Z叫ね
寛永通曹 2.5日 0.15 

63 122 8F12 寛永逝薗 2.30 0.10 2枚量拍(新寛永)

64 122 36Tr 寛永迎賓 2.10-2.40 0.10-0.15 6位置ね(古寛氷)

表70 4区出土釘観察表

法量Icml
最大長 頭部幅 身母傭 厚さ

24 8F3 3.60 1.90 1.20-0.35 1.30 木置按存

25 SF3 (2.201 1.60 日初 1.30 
26 SF3 12.551 1.70 0.35 1.35 
27 SF3 (2.701 0.80 

SF3 12451 1.80 自~

SFS 12.901 0.60 5- 木質規#

81'、 (3.201 (0.60 5-
8F3 (3.201 10.601 5-

木 [[[閉串串
SFで 540 1.95 0- 。

33 8F3 2.35 1.6日 0.20-0.30 0.25 
34 81'3 5.70 1.70 0.30 1.30 
38 81'4 3.60 1.2日 1.20-0.3日 1.35 
39 8F4 (2401 1.85 10.25-0.401 1.30 
40 81'4 3.80 10 10.30-0.401 1.3日
41 81'4 3.10 1.30 0.20-0.30 1.30 
42 81'4 (4.151 
43 8F4 量I 2.90 1.95 i青
54 8F6 釘 1.85 「践存

55 8F6 釘 !.60 75 [授百

56 8F~ 釘 2.80 1.85 
5， 8F~ 釦 25) 1.50 0.25 0.25 木質残手ヂ

ハハU
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第1節考察

1.衣原遺跡の性格

衣原遺跡の調査で検出された遺構および出土した遺物を概観してきたが、遺構は後世の土地利用によっ

て削平されているものが多く、まとまった遺構として確認されたものは多くはなかった。したがって、

遺構のあり方から遺跡の性格を推定できる資料は乏しい。

ここでは出土した遺物、特にその量が目立った奈良@平安時代の須恵器・灰軸陶器のあり方を中心に、

衣原遺跡の性格を考えてみたい。

衣原遺跡からは同1・碗などの供膳具、大型の護に代表される貯蔵具、土師器長窪を中心に した炊飯具

が出土している。奈良時代に限れば特殊な遺物の出土はほとんど認められない。また、出土した土器は

小破片のものが多く 、また遺構からまとま って出土したものも少ないので、数量的な検討は十分できな

かったが、各調査区からの遺物を点検することで、おおよその傾向は掴めたものと考えられる。

最初に注目されることは、供膳形態の土器は圧倒的に須恵器である。出土した杯のほぼすべては助宗

古窯産の須恵器であり、器種も高台杯@無高台の箱形部が中心で、 口径も大・ 中 ・小に分けることがで

きる。しかし、大型のものは少なく、中 ・小型のものが占める割合が圧倒的に多い。また、供膳具も高

台坪 ・無高台のi不が大半で、供膳具の器種構成も比較的単純である。

供謄具が須恵器と土師器に、 貯蔵具の大型警は須恵器、炊飯用の謹は土師器というよう に器の特性に

よって使い分けられていることは広く知られているが、そのなかでも機能が重視される聾を別にすると、

供膳具は須恵器と土師器の互換性が大きし、。このこ とは遺跡、によ って供膳具のあり方に差のあることで

も理解できる。君13街などの地方官街では須恵器の占める比率が大きく、 一般的な集落では土師器の出土

数量が多いことは知られている。このことは、それぞれの遺跡における日常的に使われている道具のあ

り方を反映しているものと考えてよい。

静岡平野の川合地内、内荒遺跡の場合を大略で見てみれば、勾く・ 碗などの供膳具のあり方は須恵器77

%、 士師器が23%を占めている。内荒追跡の調査でもすべての破片を数えたわけではないが、破片を含

めて自に付いた資料の大半を図化しているので、それを数えることで、大略の傾向は掴めるものと思わ

れる(註 1)。大規模な須恵器生産地の近くでは集落を含め須恵器の供給量が多く、窯場から離れるに

したがって、 その供給は少なくなる ことはすでに知られていることであるが、 須恵器生産地が限定され

ている駿河ではそれがより明快に認められる。助宗古窯群の所在地である志太平野の遺跡に比べ、 東の

静岡平野の追跡では土師器の出土量が著しく増加し、 さらに東にあたる駿河郡の東平遺跡あるいは小山

町横山遺跡では土師器の出土量が須恵器より多くなっている。さらに伊豆の逓信病院内遺跡では土師器

が圧倒的に多く、須恵器の量は著しく少ない。

衣原遺跡からは奈良時代から平安初期にかけての須恵器・灰紬陶器の出土が目立っている。各調査区

から出土した土器は第 1分間の図64から図159に示したとおりであるが、特に自に付くのは須恵器の量

が圧倒的であり、土師器は少ないこ とである。破片のすべてを数えられたわけではないが、図化するこ

とができた範囲で数量を見てみれば須恵器は153点に対して土師器杯は2点、これに灰紬陶器を加えれ

ば須恵器 ・灰軸陶器250点に対して土師器杯は2点ということになる。 したがって、供謄具に限れば土

師器のそれは 1%にも満たない数量であり、ほぼすべてを須恵器 ・灰柚陶器が占めている といってよい。

また、 大半が高台郎 ・i不蓋・皿であり (供膳具全体の70%を占めている)、供膳具の組合せは極めて

単純である。 したがって、 衣原遺跡は出土した土器の器種構成から見れば杯が中心で、その組合せは単
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6 ~1 0区集落遺構概念図

純であり、郡街などの地方官街でのあり方とは大きな差がある。また先にも述べたように特殊な遺物が

出土している訳でもない。

すでに述べたように衣原遺跡から出土した供膳形態の土器には圧倒的に須恵器が多し、。須恵器生産地

に近い集落では須恵器の出土が圧倒的に多いことはすでに知られており(城ヶ谷 1990)、そうした意味

では、隣接して助宗古窯群が広がる衣原遺跡でのあり方としては十分理解できる。

衣原遺跡から出土した土器群の第2の特徴は、焼け歪みのある遺物が多いこ とに加えて焼け歪みの程

度も激しく、なかにはその器の本来の用途に耐えたのか不明なものまで存在している。

Aιτ 

図223



湖西古窯群からの製品の供給を受けていた遠江敷知郡街と推定される伊場遺跡では焼け歪みのある土

器の出土量は多くはないし、同じ遠江の引佐郡街跡と推定されている井通遺跡でも焼け歪みのある土器

は多くはない(註のようである。駿河では志太郡街跡とされている御子ヶ谷遺跡では軽度の焼け歪み

のある土器は使っているらしく、墨書名のあるものも知られている(註3)。同じく駿河国有度郡街跡

と推定されているケイセイ遺跡でも多少の歪みのある ものも見受けられるが、ここでも焼け歪みの程度

は比較的軽く、機能的に支障はない(註4)。とすると、本来、 窯場から供給されると きには多少の歪

みがある(使用に耐えうる)程度のものは流通したし、地方官街にも供給されているようであるが、 当

然のことながら実用に耐えないものは出荷されていないと考えることが普通であろう。したがって衣原

遺跡で見られるような大きな焼け歪みのある ものは通常のルートで消費地に供給される ことはなかった

と考えてよい。

以上を整理してみれば

① 衣原遺跡出土の供膳形態の土器には須恵器が圧倒的で土師器は少なく、ほぼすべてを須恵器で占め

られること。

② 供膳形態の土器には器種が少なく杯が圧倒的な比率を占めており、器種構成は単純である。さ らに

i不は口径で大@中・ 小に分けーられているが、 大の数は少なく 、大半は中@小とされるものである。

③ 焼け歪みのある土器が多く、なかで、も実用に耐えうるか疑問が残るほど大きく 焼け歪みのあるもの

が認められるO

④ 当然のこ とながら、出土した須恵器はすべて助宗古窯産であること。

⑤ 衣原遺跡の位置は助宗古窯群の近くに位置している。詳細な分布調査が行われていない地域なので、

まだ周辺に集落跡が発見される可能性はあるが、今のところ衣原遺跡は助宗古窯群に最も近いところ

にある集落遺跡だということができる。

となり、衣原遺跡の性格を 「助宗古窯群で、の須恵器製作に密接な関わりをもった人々の集落」と考えて

いる。いわば衣原遺跡は助宗古窯群で働いた須恵器工人達の村だと考えてよいだろう。

6区遺構(鍛冶炉)について(図83)

1757 調査区の南側で検出された。SB01あるいは SB02に含まれた位置にあるζとから、この住居

跡に伴う炉跡ではなし1かと考えられていたが、断面の観察から、地床炉とは考えられず、形態から鍛冶

炉に関わる遺構の一部と推定している。平面は楕円形であるが南側は同様な遺構である17，58によって切

り取られている。したがって長径は不明であるが、短径は30cm程である。深さは最大で10cm程が残って

いた。上部はかな り削平されているので、 この深さは本来のものではなし、。内部は褐色砂質土あるいは

黄褐色のシルトで埋まっており、底部には焼土層はない。したがって一七坑1757そのものが炉跡とは考え

られず、 あるいは1758に伴う掘形の司能性ーもあるが、はっきりしない。

1758 1757を切って造られている。やはり、断Eの観察からは住居跡に伴う炉跡とは考えられなかっ
た。 現地調査に当たった長谷川睦は 「炉跡状の焼土坑は地床炉とは異なる構造であり、鍛冶炉である可

能性がある(長谷川 2005)Jとしている。

遺構は楕円形の小坑で、平面形は長径50cmx短径40cIil程、 深さは検出面から最大20C111の規模である。

壁は明赤褐色あるいは黄褐色焼士であり、火を強く受けている。土坑の壁面に貼られた粘土が強い火

を受けたものと思われる。炉壁と思われる焼土層の外側は暗褐恒の焼士が続いているが、比較的柔らか

で、 壁を成す粘土の外側である地山の土が焼けたものと推定される。遺構の西側に当たる部分は木の根

によって撹乱されており、 粘土を貼った焼土部分は認める ことができなかったが、おそらく粘土が貼ら

れ、強く火を受けていたものであろう。外側の地山には焼けた面が続いている。土坑の底部は多少不正

形になっているが全体に焼土が混じっており、内部に貼られた粘土が後世の撹乱で凸凹になったもので



あろう。

輔の羽口などは検出されていないが、断面および平面的な形態から「鍛冶炉跡」と推定している。 同

じ調査区内からは鉄津が出土しており、これらの鍛冶炉に伴う可能性がある。

遺構に伴う遺物は出土しておらず、年代を決めるのは難しいが、 6区からは奈良 ・平安時代の遺物が

多く出土しているので、この遺構もその年代に含めておこ う。

註

l 川合遺跡は静岡半野の北部で巴川|に近接した地域に当たっており、周辺に広がる川合八反田遺跡、川合志保田遺跡などを含

め、安部郡街跡と推定されている遺跡であるが、ここでは昭和59・60年度に調査をした内荒遺跡の場合を見ることにする。 内

荒遺跡は小型の掘立住建物が並んだ部分で、安部郡街の一部、あるいは 「館」に当たる部分ではなし、かと推定されているが、出

土した土器は平安初期のものが中心で須恵器はほぼすべて助宗古窯産であり、 !ズ粕陶器は猿投古窯跡群の K14窯式あるいはK

90窯式に当たるものが大半であった。 土日市器は駿東杯に加えて、灰紬陶器、須恵器を模倣した土器がかなり認められている。

ここでは須恵器高台杯 ・ 無高台訴 ・ 耳皿 @ 卓等に加えて短頚牽。長~I輩、灰紬陶器を模倣した須恵器腕 ・皿、灰紬陶器碗 ・ 皿、

緑紬陶器碗、 土日市器の無高台杯、加えて須恵器 。灰紬陶器を模倣した土師器高台郎 ・碗 ・皿など供膳具の種類が非常に多い。

このことは遺跡の性格が供膳具を多量に、また多様な使い方が必要であったことと合わせて、この地域では須恵器・ 灰粕陶器

の供給が不足していたことの反映でもあろう。

2 現地の調査に門たった丸杉俊一郎氏の教示による。

3 ~事枝市教育委員会 1981。現地調査に当た った八木勝行氏の教示による。

4 新井 2005。調査資料を静岡市埋蔵文化財センタ で実見する ことができた。

引用 ・参考文献

藤枝市教育委員会 1981 r日本住宅公団藤枝地区埋蔵文化財発掘調査報告書j]m 

平野台郎。 山田成洋 1988 r内荒遺跡J (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所

城ヶ谷和広 1990 I考察Jr清洲城下町遺跡」 愛知県埋蔵文化財センター

長谷川睦 2005 I古墳時代後期の製炭窯の検出Jr年報J21 (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所

新井正樹 2005 rケイセイ追跡、』 静岡市教育委員会

2.葉梨川流域の集落の変遷

ここでは葉梨川流域における集落の変遷について、簡単にまとめておく 。第二東名建設工事に伴い、

この地域一帯、 広大な面積の発掘調査が行われたが、 その結果、葉梨川流域にいく つかの集落が形成さ

れていることが明らかになった。また竪穴住居や出土した土器の年代を丹念に見てい くと、集落はこの

地域一帯をあちこちに移動している様相が垣間見られる。

衣原遺跡で見つかった最も古い竪穴住居の年代は弥生時代後期~古墳時代初頭である。弥生時代後期

の竪穴住居は、衣原遺跡の東側に隣接する寺家前遺跡でも住居群が見つかっている。この時期、 集落の

中心は寺家前であったよ うである。寺家前では南側に広がる低地で、水田耕作が行われていたことを物

語る畦畔や杭列の跡、 農耕具なと、が見つかっている。また、さ らに西側の小丘陵部には方形周溝墓が見

つかった花倉大柳遺跡があり、当時期の墓域であったと考えられる。 古墳時代に入ると、寺家前よ りも

さらに東方、葉梨川を挟んで対面に位置する中ノ合遺跡では古墳時代前期の集落跡が発見された。途中、

古墳時代中期に一旦途絶えるが、古墳時代後期になると再度、寺家前で集落が形成される。 6世紀後半

には衣原で須恵器窯が構築される。同様の窯跡、は中ノ合の東側の丘陵を越えた入野でも同じ時期の須恵



器窯が2基見つかっている。この頃から志太平野の北部で窯業生産が始ま っていたことが明らかになっ

た。そう遠くない範囲に新たな窯跡が発見される可能性が高い地域である。奈良時代に入ると再び、 衣

原の丘陵上に集落が築かれる。また県内初の発見である横口付炭窯2基により、木炭生産も盛んに行わ

れていた事実が判明した。やや時を経て、 13世紀代に入ると、寺家山の丘陵裾で集落が展開する。区圃

された溝や垣根に囲まれたなかに掘立柱建物が並んでいる屋敷地である。これらの住居を建てるには、

相当量の材木と、 かなりの規模の土木工事が必要であったであろう。区画された屋敷地は 2箇所以上展

開する。しかし近世に入ると寺家前では集落が縮小し、代わりに衣原の丘陵平坦地や低地を造成して建

物が建てられている。わずかに離れた小丘陵上には火葬墓群も見つかっている。寺家前でも近世の建物

は比較的山裾寄りに掘立柱建物跡や井戸跡が遺構として見つかっているが、その数は少ない。ただその

後も同じ箇所に人々が住み続けたと思われる。当該地区は現代まで、居住地や茶畑、または水田として

利用されていたところであり、土地利用は近世以降、あまり変わっていない。

以上、葉梨川流域における集落の変遷について簡単にまとめてみた。志太平野の北東部は、これまで

に大きな開発がなく、発掘調査事例も少なかった地域である。今回の第二東名高速道路の建設工事に伴

う発掘調査で、集落や墓域、生産域など多数の発見が相次いだ。衣原遺跡もそのうちの一つであるが、

隣接する寺家前遺跡ではさらに大規模な調査を実施し、多くの成果を得た。ここで触れた集落の展開に

ついては、現在、資料整理を進めている寺家前遺跡の報告のなかで、当地区の総まとめとして、さらに

詳しく検討し、報告書にまとめていくこととなる。

第2節理科学分析の結果について

今回の調査と資料整理では5本の理化学分析を行っている。得られた分析結果は、 第4章第4節にま

とめている。分析内容は、三辻利一氏による 1.i入野高岸古窯群および衣原古窯群出土須恵器の蛍光

X線分析」と、 2.i衣原遺跡群出土土器の胎土分析J(バ リノ・サーヴェイ株式会社)、広岡公夫氏他

による 3.i衣原 1・2・3号窯の考古地磁気学的研究」、 4.i衣原 1・2号窯から出土した炭化材の

年代と樹種」、 5.i衣原3号窯から出土した炭化材の年代と樹種J(4・5はいずれも株式会社古環境

研究所)である。ここでは分析結果の概要を記すとともに、結果の示すことに関する解説をしておく 。

まず三辻利一氏による1.i入野高岸古窯群および、衣原古窯群出土須恵器の蛍光X線分析Jである。

今回、衣原古窯群で出土した須恵器と衣原11号墳で出土した須恵器、比較資料として、平成18年度にす

でに報告書が刊行されている入野高岸古窯群から出土した須恵器、さらに近隣の資料として藤枝市阿部

町本郷~内谷に所在すると思われる窯跡の表採資料と、 静岡市清水区に所在する秋葉山窯の表採資料の

分析を依頼した。分析の結果を整理すると、以下のよ うになる。

① 衣原11号墳出土の須恵器は、衣原古窯群で作られたものではない。

②衣原11号墳の須恵器は静岡県内の須恵器と推定される。 陶邑産や猿投窯産ではない。

③入野高岸古窯群と衣原古窯群で出土した須恵器、さらに藤枝市岡部町本郷に所在する窯跡(助宗併

行〉とは、素材粘土が閉じである。

④秋葉山窯の須恵器は衣原 ・入野高岸・ 阿部とは異なる。

同じように薄片作成による鉱物組成。 岩片組成を求める方法を用いた分析をバリノ ・サーヴェイ株式

会社に依頼している(第 4章第 4節 2)。 その結果、 入野高岸古窯群と衣原古窯群から出土した須恵器

の素材粘土や砂は、 瀬戸川層群あるいは大井川層群の分布する丘陵地周辺の堆積物である可能性が高い

という結果が得られている。

広岡公夫氏らによる3.i衣原 1・2・3号窯の考古地磁気学的研究」は、 考古追跡に残された地磁



気の化石 (残留磁化)を測定して過去の地磁気の変動を知る研究 (考古地磁気学)によ り考古地磁気年

代を推定する手法を用いて行われた。資料の採取方法や測定の方法などについては、 第4節3を参照さ

れたい。考古地磁気年代測定の結果は、以下の通りである。

須恵器焼成窯である衣原古窯群の l号窯の操業年代はA.D.680土20年という年代が示された。 1号窯

から出土した須恵、器の年代からは、6世紀前半に聞窯し、 6世紀末に操業を停止したことがわかってい

る。この結果に照らし合わせると、やや年代に聞きはある ものの、遠い数値結果ではない。

衣原2号窯・ 3号窯は横口付炭窯であるが、窯跡内部には全く遺物が出土せず、操業年代が不確定で

あった。 資料整理のなかで出土遺物を丹念に調べてい くと、 2号'窯の前庭部や排水溝の覆土から須恵器

聾の小片や杯底部の破片が出ているこ とがわかった。 地磁気年代が示す数字は、 2号窯がA.D.1010士

40年である。 3号窯では排水溝の後に掘り込まれた土坑から出土した土器が平安時代中期であったこと

か ら 、 窯はこ れ以前の年代と考えてい る。 地磁気年代は A.D .920~ 1550 CA.D.1030年頃 または A.D.

1440年)である。出土土器から見た年代と地磁気年代には、 やや幅がある。

4・5はし、ずれも株式会社古環境研究所に依頼した自然科学分析である。 4では 「衣原 1• 2号窯か

ら出土した炭化材の年代と樹種」、 5は 「衣原3号窯から出土した炭化材の年代と樹種」について、そ

れぞれの結果が出ている。炭化材の年代は、窯跡の床面等から採取したサンプルをも とに、AMS法

(加速器質量分析法 :Accelerator Mass Spectrometry)による放射性炭素年代測定を行い、樹種につ

いては炭化材から切片を採取して落射顕微鏡で観察し、解剖学的形質と原生標本との比較によ って同定

している。

まず須恵器を焼成した 1号窯では、現地調査で窯床面直上やI次焼成床など5試料を採取している。

このう ちの 2試料にA.D.550~ A.D.560という年代結果が出ている。 これは焼成された須恵器の編年

にほぼ合っている。また同時に採取した炭化材5点は、コナラ属クヌギ節2点、コナラ属コナラ節 l点、

シイ属 l点、不明l点と同定された。 この結果から見て、 1号窯は6世紀後半に操業していた須恵器焼

成窯で、当時、 周辺に自生していた落葉広葉樹や常緑広葉樹を手近な燃料と して使用していた様相が伺

える。

2号窯では床面直上から4試料を採取・分析している。その結果はA.D.610'""A.D.670と、 いずれも

ほぼ同じ年代が出揃っている。 樹種同定はコナラ属クヌギ節3点、コナラ属コナラ亜属 l点、サカキl

点であった。当時、周辺の丘陵に生育していたクヌギやコナラを使って木炭が作られていたことがわかる。

同じ く木炭窯である3号窯は、 窯体内床面直上から採取した炭化材5試料の分析を試みた。この測定

結果によ ると 、 A.D . 630~690 と、 やや差があ る A.D.720~780 と い う 年代が出ている。 誤差はあ るもの

の、3号窯の年代は 2号窯と大きな時期差はなく、 操業年代が近いこ とがわかる。樹種同定結果はすべ

てコナラ属ク ヌギ節であった。落葉広葉樹材の木炭窯であったことが推察できる。

なお、同じ分析のなかで、衣原遺跡7区で検出した竪穴住居跡SB02の壁溝から出土した炭化材試料

の年代測定と樹種同定も行っている。 この放射性炭素年代はB.C.30と出ているが、暦年代幅で見ると

B.C.30---A.D.30である。住居跡出土土器の年代は弥生時代後期末~古墳時代初頭である ことから、分

析結果とほぼ同じといえるO 炭化材の樹種は保存状態が悪く 「針葉樹」という同定結果であった。この

結果から住居の構造材もしくは燃料材が針葉樹であった可能性が指摘できる。

今回の理化学分析では、 古墳時代の須恵器の年代や、炭化材試料から検出した遺構の年代測定を試み

た。分析結果は一つの指標ととらえ、本報告書に記載した年代は、 あくまでも出土遺物の編年による年

代から時期を特定している。今後、資料整理を進めていく寺家前遺跡や花倉大柳遺跡の理化学分析結果

を合わせ見ることによって、当地域の集落の変遷や推移を詳しく考察していきたい。

口。
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表71 衣原遺跡編立柱建物一覧

間数 規模 (m) 柱穴

区 遺t費名 グリy ド 長軸方向 桁ー梁 面積(ぽ〉

梁 桁 梁 桁 平均径(m) 柱痕

SH03 C-5、D-5 N-28' -E 2 2 3.90 4.30 1.10 16.77 0.54 

SH04 D-2・3、E-2・3 N-34' -E 3 (3) 5.20 5.90 113 30.62 0.51 。
SH05 D 0 E-3 '¥_18' -E 2 3 4.50 6.00 1.33 27.00 0.56 。
SH06 D' E-3 N-90' -w 2 2 4.30 4.40 1.02 18.92 0.41 。
SH07 D' E-3 N-17' -E 2 3 4.00 6.00 1.50 24.00 0.54 。

6区 SH08 E-2・3 N-3' -W 1 2.20 2.30 105 5.06 0.48 。
SH09 E-2・3 N-81' -E l 2 4.10 4.30 1.05 17.63 0.39 。
SHJO D-2・3、E-2 N-26' -E 2 2 3.80 115 12.54 0.35 

SH11 D-2・3、E-2・3 N-59' -w 2 3 3.20 5.00 1.56 16.00 0.33 

SH12 D-2・3 N-26。目E 2 2 3.80 3.90 1.03 14.82 0.32 

SI-1l3 D-2・3 N-19' -E 2 2 4.20 4.40 1.05 18.48 0.27 

SH04 E-I0 0 F-I0 N-56' -W 2 。η 4.10 5.6C 1.37 22.96 0.30 

8H05 D-9・10、E-9 N-51' -w 2 2 4.60 4.70 1.02 21.62 0.38 

SH06 F-9 N-7' -W I 2 4.00 8.OC 200 32.00 0.19 

8]-]07 E' F-8 N-13' -W 3 3.70 7.80 2.11 28.86 0.83 。
8]-]08 F-7・8 N-12' -W 1 3 3.40 6.70 1.97 22.78 0.55 

8]-]09 F-8 N_30 -VI 2 2 3.40 3.5C 103 1190 0.28 

7区 SHlO F' G-8 N-30' -E 2 8 4.30 6.70 156 28.81 0.32 

8H11 G-8 N-62' -W l 2 1.80 3.9C 2.17 7.02 0.30 

SH12 F' G-7・8 N-68' -W l 2 2.60 3.60 1.38 9.36 0.33 

SI-1l3 F 0 G-7・8 N-27' -E 2 2 3.70 4.70 127 17.39 0.35 

8H14 F-8 N-83' -E 1 2 2.80 4ω 164 12.88 0.37 

8H15 F -8、G-7・8 N-65' -W 1 4 4.80 7.6C 158 36.48 0.36 

SH16 G-7・8 N-24' -W 3 4.50 600 1.33 27.00 0.28 

8HOl B-6、C-5・6 N-69' -W 1 2 3.80 4.10 1.08 15.58 0.35 

SH02 C. D-5 N占2'-W 2 2 2.00 2.80 1.40 5.60 0.29 

8H03 D' E-4 N-28' -E 2 2.10 3.60 1.71 7.56 。27
8区 SH日4 D-3・4、E-3 N-36' -E 2 3 1.90 3.80 2.00 7.22 0.25 

SH05 E-2、F-2・3 N-39' -E 2 2.40 3.5C 1.46 8.40 0.27 

SH06 F-3 N-3' -W 2 2 2.50 MC 1.76 1l.00 0.28 

8H07 F-5 N-12' -E 2 1.90 2.20 116 4.18 0.28 

8]-]01 1-7 N-33' -E 2 3 3.90 4ω 1.18 17.94 0.36 

8]-]02 J-6、K-6 '¥ _30' -E 3 1.90 2.08 1.47 5.32 0.29 

8]-]03 日。1-7 :¥_30' -E 2 3 3.90 5.9C 1.51 23.01 0.44 

8]-]04 1-7・8、J-8 N-45' -E 5 5.00 9.3C 1.86 46.50 0.36 

9区 8H05 1-7・8、J-8 N-45' -E 2 b 4.80 1O.8C 2.25 51.84 0.36 

日H06 1-7・8、J-7 N-45' -E 2 3 3.30 5.20 1.58 17.16 0.35 

SH07 J-7・8 N-43' 日 2 3 3.10 3.70 1.19 11.47 0.25 。
8]-]08 • J-8・9 N-97' -E l 3 4.8日 6.00 1.25 28.80 0.53 

8H09 J-7 0 8、K-8 N-49' -E l 3 3.40 6.00 1.76 20.40 0.34 

S]-]06 1-4 ~"-27' -E 1 2 3.60 5.80 1.61 20.88 0.61 
10区

8H07 1-4 '¥_28' -W 1 2 3.20 6.50 2.03 20.80 0.64 
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編付

入野東古墳群・入野高岸古窯群出土遺物について

本調査の契機は、岡部町(現、 藤枝市)入野東古墳群の包蔵地内において第二東名高速道路建設に伴

う工事が及ぶことを受けて、埋蔵文化財の試掘・ 確認調査が必要とな り、その調査を財団法人静岡県埋

蔵文化財調査研究所が行った こと による。当研究所は平成1l~13年度にかけてNo.78地点として確認調査

を実施した。その結果、 確認調査その 2で古墳 1基、確認調査その3で須恵器窯がl基見っかり、平成

12年度と13年度に本調査を実施 した。遺跡、の名称は 「入野東古墳群・ 入野高岸古窯群」となり、資料整

理は平成16~18年度に行われ、 平成18年度末に発掘調査報告書が刊行されている。

今回は未報告になっていた石器・石製品および金属製品を本書に掲載した。併せて石材同定も実施 し

ているので、その結果も記載する。 S-2・4・5・10は確認調査その3、S-8は本調査E期の地山直上層

より出土 した。 銭貨M-1は確認調査その 2、M-7は確認調査その3で出土 した。

磨石 (S-5)

磨石が1点出土している。拳大の自然、離は右手にちょうど収まる大きさで、半楕円球状の形を してい

る。長さ7.5cm、幅5.2cm、最大厚は4.0cm、重量は195.522gである。 球状面は自然の川原石面だが、半

切面は磨かれている。石材は褐灰色中粒砂岩である。 確認調査時の 卜レ ンチから出土したため、時期等

は不明である。この地点の調査では古墳と古窯に関係する以前の土器は出ていないことから、本遺物も

これより遡る時期の可能性は低い。

五輪塔 (S-2)

楕円球状を呈 した五輪塔の一部と思われる石製品である。長軸17.0cm、短軸が16.7clll、厚さは1l.2cm、

重量が4.392kgある。 表面が著しく風化しているため、褐灰色を呈する。割れ面がないことから正確な

石材同定が不可能であった。結核状あるいは団塊状に固まった磯である可能性がある。朝比奈川水系も

しくは近隣ーの水系では見られない石材という同定所見が得られている。

硯 (S-4• 8) 

通常寸法の硯がl点と、 携帯用と思われる小型の硯が1点出土している。S-8は長方形の据え置き型

の闘である。 長さ12.7cm、幅5.1cm、厚さ1.6Clll、重さは124.133gある。右側面と海側の縁辺部が破損し

ている。裏面も剥離している。 表面は墨を擦った使用痕跡が顕著に残っている。陸部中央は楕円形状に

浅く 磨り減っている。石材は淡灰褐色紙灰質粘板岩。 S-4は中央部分で折損 した小型の硯である。長さ

4.4cm、幅3.35cm、厚さは0.7cm、重量は

13.099 gを測る。全体形は長方形であっ

たと思われる。本品は海側の破片である。

S-8に比べて作 りが粗雑である。表面は

磨 り減りが少な し さほと、擦痕がついて

いない。裏面は剥離面が残り、掻き傷が

ある。制作時の痕跡と考えられる。

砥石 (S-10)

長方形の小型砥石。 四面が使用面Aとなっ

ている。使用により中央部分が細 くなっ

て ド方は折れている。長さ4.8cm、幅1.6

cm、軍さ は1.05cm、重量は15.403gであ

る。石材は灰白色凝灰質泥岩製だが近隣
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で手に入るものではなく、 他地域より運び込まれた可能性がある。

銭貨 (M-l・7)

金属製品はし、ずれも表土層よ り出土した銅銭である。 M-lは 「文久永賓J(真文)。裏面には波紋があ

り11波がある。非常に残りが良い状態である。M-7は2枚の銅銭が付着した状態で出土した。側面が脆

く、はずすことができなかった。両方とも文字面が内側になっているため銭貨の文字は表面上で判読で

きない。レン トゲンにより 「寛永通賓」の文字が見えるが2枚とも同じであるかは不明である。残存状

態が悪く、縁辺部が錆びて欠損している。
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1. 6区全景(北東から)

2. 6区全景(北から)
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1. 8区全景(南西から)

2. 8区全景(北西から)
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図版98
衣原 1号窯

1.南壁(東から)

2.南壁修復痕(東から)
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2号窯全景(南から)

図版105
衣原 2号窯
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入野東古墳群・入野高岸古窯出土造物
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落が営まれていた。助宗古窯群で、須恵器制作に関わっていた工人の集落と考えられる。
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